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菊 池 寛 訳 


はしがき (父兄へ) 

この 『小 公 女』 という 物語 は、 『小 公子』 を 書いた 来 

国の バァ ネット 女史が、 その 『小 公子』 の 姉妹 篇 とし 

て 書いた もので、 少年少女 読物と して は、 世界 有数の 

ものであります。 

『小 公子』 は、 貧乏な 少年が、 一躍 イギリスの 貴族の 

子になる のに ひきかえて、 この 『小 公 女』 は、 金 持の 

みなしご 

少女が、 ふいに 無一物の 孤児に なること を 書いて いま 

す。 しかし、 強い 正しい 心 を 持って いる 少年少女 は、 

かんぜん  ま 

どんな 境遇に いても、 敢然と して その 正し さ を 枉げな 


い、 という こと を、 バァ ネット 女史 は 両面から 書いて 

見せた に過ぎない のです。 

『小 公子』 を 読んで、 何物 か を 感得され た 皆さん は、 

この 『小 公 女』 を 読んで、 また 別な 何物 か を 得られる 

事と 信じます。 

昭和 一 一年 十二月 

菊 池 寛 


一 印度から ロンドンへ 

ある 陰気な 冬の 日の ことでした。 ロンドンの 巿中 は、 

まちすじ  かざりまど 

非常な 霧の ために、 街 筋に は 街燈が 点り、 商店の 飾 窓 

は 瓦斯の 光に 輝いて、 まるで 夜が 来た かと 思われる よ 

うでした。 その 中 を、 風 変り など こか 変った 様子の 少 

女が、 父親と 一緒に 辻 馬車に 乗って、 さして 急ぐ とも 

なく、 揺られて 行きました。 父の 腕に 抱かれた 少女 は、 

脚 を 縮めて 坐リ、 窓越しに 往来の 人々 を 眺めて いまし 

た。 

セ エラ. クル ゥは まだ やっと 七 歳な のに、 十二に し 


て もませす ぎた 眼 付 をして いました。 彼女 は 年中 大人 

の 世界の こと を 空想して ばかりい ましたので、 自然 顔 

付 もませて きたので しょう。 彼女 自身 も、 もう 永い 永 

い 生涯 を 生きて 来たよう な 気持で いました。 

セ エラ は 今、 父の クル ゥ 大尉と 一緒に、 ボムべ ィか 

ら ロンドンに 着いた ばかりの ところな のです。 あの 暑 

い 印度の こと、 大きな 船の こと、 甲板の こと、 船の 上 

で 知り合い になった 小母さん 達の ことな ど 思い起し ま 

すと、 今 この 霧の 町 を 妙な 馬車で 通って いる こと さえ 

不思議に 思われて なりませんでした。 セ エラ は 父の 方 

に ぴたりと 身 を 寄せて、 


ささや 

「お 父 様 ご と 囀き ました。 

「何 だえ、 嬢 や？」 クル ゥ 大尉 は セ エラ を ひしと 抱き 

しめて、 娘の 顔を視 きこみました。 「何 を 考えて いる 

の？」 

「ねえ、 これが あそこな の？」 

「うむ、 そうだよ。 とうとう 来たの だよ ご 

セ エラ はほんの 七 歳でした が、 そういった 時の 父が、 

悲しい 思い出に 打 たれて いる こと を 悟りました。 

父が セ エラの 口癖の 「あそこ」 のこと を 話し 出した 

の は、 ずっと 前の ことでした。 母はセ エラの 生れた 時 

亡くなって しまいました ので、 セ エラ は 母の こと は问 


も 知らず、 したがって 恋しい とも 思いませんでした。 

ふ う さ い 

若くて、 風采の 立派な、 情愛の 深い 父 こそ は、 セ エラ 

にと つてた つた 一人の 肉親でした。 父子 はいつ も 一緒 

に 遊び、 お 互に またな きものと 思って いました。 セェ 

ラは 皆が 彼女に 聞えない つもりで 話して いるの を 耳に 

して、 父 は 裕福な の だと 知りました。 それで、 彼女 も 

大きく なれば 裕福になる の だと 知りました。 裕福と は 

どんな ことか、 それ はセ エラに は 解りませんでした。 

バ ンガロ ー 

が、 セ エラ は 美しい 平屋 建に 住んで いました し、 召使 

はたく さんい ましたし、 何でも セ エラの 自由に ならな 

いものはありません ので、 こんなの が 裕福と いうの か 


なと 彼女 は 思 つ て いました。 

七 歳になる までの 間に セ ェ ラの 気が かりにな つてい 

たこと は、 いっか 伴れ て 行かれる 「あそこ」 のこと だ 

けで ありました。 印度の 気候 は 子供達の 体に よくな 

かった ので、 印度で 生れた 子供達 は 出来るだけ 早く 英 

国へ 送られ、 英国の 学校に 入れられる のでした。 セェ 

ラは よその 子供達が 英国へ 帰って 行く の を 見たり、 親 

達が 子供から 受けと つた 手紙の 話 をして いるの を、 聞 

いたりし ました。 で、 セ エラ もい つか は 印度 を 去る こ 

とになる のだろう と 思って いました。 父が 時々 してく 

れる 航海の 話、 新しい お 国の 話に は惹 きつけられない 


でもありませんでした。 が、 あそこに 行けば、 父と 一 

緖 にいる ことが 出来ない の だと 思う と、 セ エラの 胸 は 

痛む のでした。 

「パパさん は、 あそこへ 一 緒に 行って 下さらない の？」 

そう 尋ねた の は 五 歳の 時でした。 

「一緒に 学校へ いらっしゃらない？ 私、 お父さんの 

おさらいして あげてよ ご 

「でも セ エラ や、 別れて いるの はそんな に 永い こと 

じゃァ ない の だよ。 それにお 前 は、 小さい お嬢さんの 

うち 

たくさん いる 素敵な お 家へ 行く の だよ。 そして、 みん 

なと 遊ぶ の だよ。 お父さん はたく さん 御 本 を 送って 上 


げる、 お前 は どしどし 大きくな つて、 一年 も 経つ かた 

たない うちにす つかり 大人に なって、 利口に なって 

帰つ てく る。 そうして、 お 〔# 「、 お」 は 底本で は 「お、 匕 

父さんの 世話 をして くれる —— ご 

その 時の こと を 考える と、 セ エラ は うれしく なり ま 

した。 父の ために 家の 中 を 片付けたり、 父と 一 緒に 馬 

しょ ラざ 

に 乗ったり、 父が 宴会 を 催す 時には 食卓の 上座に 坐つ 

たり、 父の 話 相手に なったり、 父に 本 を 読んで あげた 

り、  そんな こと を 覚える ためだったら、 よろこん 

で 英国へ 行こう、 とセ エラ は 思いました。 セ エラ は 学 

校で お 友達が たくさん 出来る ことな ど は、 うれしい と 


も 思いませんで したが、 御 本 をた くさん 送って もらえ 

るの は、 うれしい に 違いありませんでした。 セ エラ は 

本が 何より 好きでした。 本 さえ あれば 寂しい とも 思い 

ませんで した。 それに セ エラ は、 美しい 物語 を 自分で 

作って、 自分で 語り 聞かせる のが 好きでした。 時には、 

それ を 父に 話して 聞かせる こと も ありました。 父もセ 

エラ 同様、 その物 語 を 喜んで 聞きました。 

「ねえ、 お 父 様 ご セ エラ は 馬車の 中で そっとい い 出し 

ました。 「もうこ こに 来たの なら、 諦めなければ なら 

ない わね ェご 

父はセ エラが あまり ませた こと をい うので、 笑って、 


そして 彼女に 接吻し ました。 父 は その実 ちっとも 諦め 

てはいなかった のでした が、 セ エラに そうと 知らして 

はならない と 思いました。 妙に おどけた 小さい セ エラ 

みちづれ 

は、 父に とって こそ、 なくて はならぬ 伴侶だった ので 

うわぎ 

す。 印度の 家へ 帰っても、 セ エラが あの 白い 上衣 を 着 

て 迎えに 出て 来ない の だとしたら、 どんなに 寂しいだ 

ろう、 と クル ゥ 大尉 は 思わずに はいられませんでした _ 

父 は 娘 をし かと 抱き寄せました。 馬車 は その 時 陰気な 

街 筋へ がらがらと 入つ て 行きました。 そこに 二人の 目 

ざす 家が あつたの でした。 

いんうつ  れんが だて 

その 街並 は、 皆 大きな 陰鬱な 煉瓦 建でした。 その 一 


しんちゅう 

つの 家の、 正面の 扉の 上に、 真鍮の 名札が 輝いて いま 

した。 そこに 黒で こう 彫って ありました。 

ミス . ミン チン 女子 模範 学校 

「さあ ここ だよ、 セ エラ ご と クル ゥ 大尉 は 出来るだけ 

機嫌よ さそう にいって、 セ エラ を 馬車から 抱き 下ろし 

ました。 セ エラ は あとに なって よく 思い合せ たこと で 

したが、 この 家 は どことなく ミン チン 先生に そっくり 

ぞうさく 

でした。 かなりき ちんと していて、 造作な どもよ く 出 

来て はい ましたが、 家に ある もの は 何もかも ぶざまで 


した。 椅子 も、 絨氈の 模様 も、 真四角で、 柱時計まで 

きびしい 顔つき をして いました。 

「あたし、 何だかい やにな つたわ ご とセ エラ は 父に い 

いました。 「兵隊さん だって、 いざと なったら、 ほんと 

うは 戦争に 行く のが、 いやにな リ はしないだろう かし 

らご 

その 妙ない いかた を 聞く と、 クル ゥ 大尉 はからから 

と 笑い出しました。 

「ほんと に、 セ エラ！ お前の ように 真面目に 物 を 

いって くれる ものが なくなる と、 わたし も 困る ね ご 

「じ ゃァ、 なぜ 真面目な こと をお 笑いになる の？」 


「だって、 お前が 真顔で いうと、 それが また 莫迦に 面 

白く 聞え るから さ。」 

そこへ、 ミン チン 先生が 入って きました。 ミス • ミ 

つめた 

ン チン は 魚の ような 冷 い 大きな 眼 をして、 魚の よう 

な 微笑み かた をし ました。 先生 はこの 学校 を クル ゥ大 

尉に 推薦した メレディス 夫人の 口から、 クル ゥ 大尉が 

金 持で、 わけても セ エラの ためなら 何 万金 も 惜しまな 

いという こと を 聞いて いました。 先生に とって は 願つ 

て もない 話だった のです。 

きれい 

「こんなお 綺麗な お子さん をお ひきうけ 申します の は 

ほんとうに 嬉し ゆう ございます。 メレディス 夫人のお 


話で は、 大変 御 利発な そうで —— 」 

セ エラ は ミス. ミン チンの 顔 を 見つめた まま、 静か 

に 立って いました。 

「私 はやせつ ぼちで、 毛 は 黒くて 短い し、 眼 は 緑色 だ 

うそ 

し、 ちっとも 綺麗なん かじゃな いのに、 あの方 は噓 ばつ 

かし いっている ご とセ エラ は 思いました。 後々 セェ 

ラは、 ミン チン 先生が どの 子供の 親に でも 〔# 「親に で 

も」 は 底本で は 「で 親に も 匕 同じような お世辞 をい うの 

を 知りました。 そうはい つても、 セ エラ は 自分が 思つ 

ている ほど 醜い 子で は 決してありませんでした。 ほつ 

そりして、 しとやかな 身体つ きで、 人好きの する 顔 立 


をして いました。 黒い 髪 も、 緑色の 眼 も、 見る 眼に は 

見事に 映る くらいだ つたので す。 

セ エラ は 寄宿生 は 寄宿生で も、 普通の 生徒と 違って、 

特別に 美しい 寝室と 居間と を あてがわれる ことにな り 

ました。 それから、 子馬 を 一 頭と、 馬車 を 一 台と、 乳 

母 代りの 女中 一 人と が あてがわれる はずでした。 

「この 子の 教育に ついては、 少しも 心配はありません 

がごと、 父はセ ェ ラの手 を 撫でながら、 愉快そう に 笑つ 

ていいました。 「ただ、 あまり 勉強 を させす ぎない よ 

うにして 頂きたい と 思います。 今までで さえ、 この 子 

うず 

は 鼻の 先 を 本の 中に 埋める ようにして 坐 つてい るので 


すから ねェ。 読 むん じゃァ ない のです よ、 ミス • ミン 

チン。 狼の 子みたい に、 本 を 貪り食つ ちま うんです か 

らね。 それに、 大人の 本 を 欲しがって いるんで すから。 

歴史で あれ、 伝記で あれ、 詩で あれ —— それに、 フラ 

ンスゃ ドイツの ものまで。 ですから、 なるべく 本から 

引離して、 小馬に 乗せたり、 町へ 人形 を 買いに 伴れ てつ 

て やったり して 下さい ご 

「でもお 父 様、 町へ 出る たびにお 人形 を 買って たら、 

とても 仲よ しに なりきれない ほどの 数に な つ てし まう 

でしよう。 エミ リイち やん は、 私の 親友になる はずで 

すけ どご 


「エミ リイさん て、 どなた？」 と ミス • ミン チンが 訊 

ねました。 

「お話して おあげ、 セ エラ ご 

父に いわれる と、 セ エラ は 大変 気高く、 物 優しい 眼 

になって、 話し 出しました。 

「エミ リイち やん は、 まだ 買って ない けど、 お 父 様が 

私に 買って 下さる はずのお 人形です の。 お 父 様が い 

ら つ しゃら なくなったら、 私 エミ リイ ちゃんとお 父 様 

のこと を いろいろお 噂す るつ もリご 

「ま ァ、 何て 御 利発な —— 」 

「ええ ご と 父はセ エラ を ひきよせて、 「この 子 はまつ 


たく 可愛い 子です。 どうか 私に 代って、 よく 面倒 をみ 

て やって 下さい ご と ミス • ミン チンに いいました。 

それから 五六 日、 セ エラ は 父と ホテルに 滞在し まし 

た。 二人 は 毎日 町へ 出て は、 夥しい 買物 をし ました。 

高価な 毛皮で 縁 どった 天鵞絨の 服 や、 レ エスの 着物 や、 

だちょう  て， p 

刺繍の ある 衣服 や、 駝鳥の 羽根で 飾った 帽子 —— 貂の 

がいと * つ  ハンケ チ 

皮の 外套、 それから 小さな 手袋、 手 巾、 絹の 靴下 —— 

うしろ 

帳場の 後方に 坐って いた 婦人 達 は、 あまり 贅沢な 買物 

をす るので、 セ エラ は どこかの 姫宮 じゃァ ないかと 

ささや 

囁 き 合 つ たくら いでした。 

「私 は、 あの 子 を 生きて いるよう に 見せたい の。 でも、 


お 人形って もの は、 何だかい くらお 話しても 聞いて な 

いような 顔して いるから、 私 気になって しょうがない 

の ご 

二人 は 方々 の 人形 屋に 馬車 を 走らせ、 黒 眼の 人形、 

青 眼の 人形、 茶色の 髪の 人形、 金色の 髪 を 編んだ 人形、 

衣裳 をつ けた 人形、 裸 人形な どい ちいち 視 いて 歩き ま 

したが、 どれ もセ エラの 『エミ リイ』 ではありません 

でした。 失望 を 重ねた あげく、  二人 は 馬車 を 降りて、 

軒並に 陳列窓 を視 いて 歩く ことにしました。 二三の 店 

を 通りす ぎて、 と ある 小さな 店の 前に 来 かかった 時で 

した。 セ エラ は 突然 飛び 上って、 父の 腕に ひしと 鎚り 


つきました。 

「あそこに、 エミ リイ ちゃんが！」 

べに  は  あお ねずみいろ 

セ エラの 顔に はさつ と 紅が 刷 かれました。 青 鼠色 

の 眼に は、 たった今、 大好きな お 友達 を 認めた という 

ような 表情が 浮びました。 

「あの 子 は、 ほんとうに 私 を 待つ てるのよ。 さ、 あの 

子の 所へ 行きましょう ご 

「おやおや、 誰かに 紹介して もらわないでも いいの か 

ね ご 

「お 父 様が 私 を 紹介して 下さる の。 そしたら、 私 もお 

父 様 を 紹介して あげる わ。 でも、 私 は あの 子 を 見た 時 


すぐ わかつ たんです もの、 あの 子 だってき つと 私 を 

知って てよ ご 

ェ ミリ ィも きっと セ ェ ラ だと わか つていた のでし よ 

う。 セ エラが 抱き かかえる と、 エミ リイ はほんと うに 

利口そう な 眼つ きをして いました。 大きな 人形でした 

が、 大きす ぎて 持ち運びが 出来ぬ という ほどで はあり 

ませんで した。 癖の ない 金色の 巻毛が、 マントの よう 

あい ねずみいろ 

に ふさふさと 垂れ、 眼 は 深い、 澄みき つた 藍 鼠色 でし 

ま つげ 

た。 そして、 その ふちに は、 ほんものの 睫が 生えて い 

ました。 

二人 は、 エミ リイ を 子供 衣裳 屋に 伴れ て 行き、 セェ 


ラの 通りに 立派な 衣裳 を 整えました。 

「私 は、 誰が みても この 子 はいい お母様 を 持って いる 

と 思うよう にして おきたい の。 私 はこの 子のお 友達で、 

そしてお 母さんな のよ ご 

父はセ エラと 一 緖 にこの 買物 を よろこびました。 が、 

この 可愛い、 愛嬌の ある 娘から、 じきに 別れなければ 

ならない の を 想い出す と、 たまらなく 悲しくな り まし 

た。 

クル ゥ 大尉 は、 真夜中に 自分の 床 を 出て、 立って セ 

エラ を 見下ろして いました。 セ エラ は エミ リイ を 抱い 

て 眠って いました。 乱れた 黒い 髪が 枕の 上で、 エミリ 


ィの 金髪と 鏈れ 合って いました。 二人とも レ エスの 襞 

ねまき 

をと つた 寝 衣 を 着、 二人とも 長い、 先の そり 上った 睫 

まお 

を頰の 上に 落して いました。 エミ リイ は 真実 生きた 子 

供の ようでした。 

翌日、 大尉 はセ エラ を ミス • ミン チンの もとに 連れ 

て 行きました。 彼 は 次の 日印 度へ 立つ ことにな つてい 

ましたので、 先生に いろいろ 後の 事 を 頼みました。 彼 

は 一 週に 一 一度 セ ェ ラに 手紙 を 書く こと を 約束し ました。 

それから、 セ エラの 望みなら 何でも 叶えて やってくれ 

と い いました。 

「この 子 は 感じ やすい 子でして、 自分で これと 思った 


もの 以外に は、 何も 欲しがらな いのです よご 

それから、 彼はセ エラと 一緒に 彼女の 小さな 部屋に 

行き、 お 互に さよなら をい い 合いました。 セ エラ は 父 

ひざ 

の 膝に 乗り、 上衣の 折返し の 所 を 小さな 手で 握って、 

永い ことじつ と 父の 顔 を 見つめて いました。 父 はセェ 

ラの髪 を 撫でて、 

「私の 顔 を そらで 覚え こむ つもりな のかい？ セェ 

ラご といい ました。 

「いいえ、 私 ちゃんともう そらで 知って る わ。 お 父 様 

は 私の 胸の 内側に いらっしゃ るの よご 

二人 は 抱き合って、 もう 離さない というよ うな 接吻 


をし ました。 

辻 馬車が 戸口から 龃け 出す と、 セ エラ は エミ リイと 

一緒に 二階の 部屋の 床の 上に 坐り、 顎 を 両手の 上に の 

せて、 馬車が 角 を 曲る まで、 窓から 見送って いました。 

ミン チン 先生が 心配して、 妹の ァメ リア 嬢 を 見に や 

ると、 扉に は 中から 錠が おりて いました。 セ エラ は 中 

から、 

「あたし、 一 人で 静かに していとう ございま すから ご 

と、 慎まし い 小声で いいました。 

ァメ リア 嬢 は 肥つ ちょの 背の 低い 婦人で、 姉 を ひど 

く 怖がって いました。 彼女 はセ エラの しうちに 吃驚し 


て、 階下に 降りて 行きました。 

「お姉さん、 ませた 変な 子ね。 あの 子 はま ァ、 錠 を か 

けて 閉じこもって いるので すよ。 ことりと も 音 を させ 

ずに。」 

「他の 子の ように、 暴れたり、 泣いたり する ょリ、 そ 

の 方が まし さ。 あんなに 甘やかされて いるから、 家中 

がひつく りかえ るよう な 騒ぎ をす るかと、 私 は 思って 

いたんだ よご 

「あの 子の トランクに は 大変な ものが 入って いますの 

セ エブル  ァァ ミン 

ね。 黒貂 皮 や、 貂皮を 縫いつ けた 上衣 や、 それに 下着 

に は 本場の レ エスが ついている のです よご 


「まったく 莫迦げ てるね。 でも、 教会へ 行く 時、 あれ 

を 生徒の 先頭に すると 立派で いい ご 

二階で はま だセ エラと エミ リイと が、 馬車の 消えて 

行く 町角 を 見つめて いました。 馬車の 中の クル ゥ 大尉 

も、 ふリ 返って は 手 を 振り、 もうた まら なくなつ たと 

いうよう に 振った 自分の 手 を 接吻して いました。 

二 フランス語の 課業 

次の 朝、 セ エラが 教室へ 入って 行きます と、 生徒 は 

皆 眼 を 見張って、 物珍し そうに 彼女 を 見つめました。 


生徒 達 はもう セ エラの こと を いろいろ 聞いて 知つ てい 

つき 

ました。 前の 晚 到着した セ エラ 附の 女中、 フランス 人 

の マリエット を ちらと 見た もの さえ ありました。 すつ 

かり 大人 顔 をして いる ラヴ ィニ ァ. ハ アバ アトな ど は、 

開き かけた 扉の 間から、 マリエットが どこかの 店から 

着いた 箱 を 開けて いるの を 見た くらいでした。 

「レ エスの 縁 飾 〔# ルビの 「フリル」 は 底本で は 「フ ルリ 匕 

のつ いた 下 袴で 一 杯 だ つてよ ご ラヴ ィ 二 ァは身 を 

さ さ や 

こごめて 地理の 本の 上から、 ジェ ッシィ に 囁きました。 

「あの方、 今 も あの 下 袴 を 着け てるのよ。 腰 を かけ 

る 時ち よ つ と 見えた わご 


「まあ、 あの方の 靴下 絹ね ごジェ ッシィ も 地理 書 越し 

に 小声で いいました。 「それに、 可愛い 足ね ご 

「でも、 足なん て 靴 次第で 小さく 見える ものよ。 それ 

にあの 方、 ちっとも 綺麗 じゃァ ない のね。 眼 だって 変 

な 色 だ わご 

「綺麗 さが ちょっと 違う のよ。 なんだか 振り返って 見 

たくなる ような 顔よ。 そして 睫の 長い こと！」 

セ エラ は 静かに ミス. ミン チンの 机の そばの、 自分 

の 席に つきました。 セ エラ は 皆に 見られても 別に 羞ら 

う 様子 もありませんでした。 かえって、 自分 を 見つめ 

ている 子供達が 珍しい ので、 静かに 皆の 方 を 見返す の 


でした。 皆 は 何 を 考えて いるの かしら？ 皆 は ミンチ 

ン 先生が 好きな のか しら？ めいめいの 課業に 精 を 出 

している のか しら？ みんな 私の パパさん みたい なパ 

パ さん を 持って いるの かしら？ などと 思っても みま 

した。 セ エラ は その 朝、 エミ リイと 永い こと 父の 噂 を 

して 来たので した。 

「エミ リイ、 お 父 様 は 今頃もう お 船の 上よ。 仲よ くし 

て 何でも 話し合いましょう ね。 私の 顔 を ごらんなさい。 

まァ お前 は、 何て 綺麗な お 眼々 をして いるんで しょう。 

ほんと に、 お前お 口が きけ たらい いのに ね ご 

セ エラ は 空想 や 気まぐれな 考え を 一 杯 持って いまし 


た。 エミ リイ を 生きた ものと 考えて、 そこに 限りない 

よろこび を 感じる の も、 その 空想の 一 つでした。 セェ 

ラは 女中に 紺の 学校 服 を 着せても らい、 同じ 色の リボ 

ンを 結んで もらって から、 椅子の 上の エミ リイに 本 を 

一 冊 持って行って やりました。 

「私が 教室へ 行って いる 間、 それ を 読んで らっしゃ 

いご 

けげん 

女中の マリエットが 怪訝そう な 顔 をした ので、 セェ 

ラは 真面目く さ つてい いました。 

「私達に はわから ない けど、 お 人形に は 読んだり、 歩 

いたり、 いろんな ことが 出来 るん じゃァ ないかと、 あ 


たし 思う のよ。 ただ それ は 誰もい ない 時 だけな の。 な 

ぜ つて、 お 人形に も 何でも 出来る とわ かれば、 お 仕事 

やなん か をお しっける ようになる でしよう。 だから 

きっと、 お 人形さん 達の 間に は、 何にも 出来ない よう 

な 顔 をして いようと いうお 約束が あるの よ。 マリ エツ 

トが 見て いるう ち は、 そこに じっとし ている けど、 外 

へ 出かけで もす ると、 きっと 本 を 読んだり、 窓の 外 を 

見に 行ったり する のよ。 そして、 私達の 足音が 聞え る 

や 否や、 その 椅子の 中に 飛び 帰って、 さっきから そこ 

に 坐つ ていたよ うな 顔して すまして いるの よご 

マリエット は、 「おかしな お嬢さん ご とひと りごと 


をい いました。 彼女 はこの 風 変り な 御主人が すっかり 

好きに なり かけて いました。 彼女 はこれ までに、 セェ 

ラ程 たしな みのい い 子の 世話 をした ことはありません 

でした。 セ エラ はやさし くて、 わかりよい 口の きき 方 

をし ました。 「どうぞ、 マリエット」 とか、 「ぁリ がと 

うよ、 マリエット」 とか、 ひどく 人を惹 きつける よう 

にいう のでした。 マリエット は 階下に 降りる と、 早速 

女中 頭に セ エラの 話 をし ました。 お 嬢 様 はまる で貴婦 

人に 対する ように 丁寧に 私に 頭 をお さげになる、 と自 

慢 しました。 そしてから、 こういい ました。 

プリンセス 

「あの 小さい 方 は、 まるで 宮様です わご 


セ エラが 教室に 入って 二三 分 間 もした 頃、 ミン チン 

先生 は おごそかに 立って、 自分の 机 を とんと 叩き まし 

た。 

「皆さん！ 今日は、 皆さんに 新しい お 友達 を ご 紹介 

したいと 思います ご 少女 達 はめい めいの 席から 立ち 

上りました。 セ エラ も 立ち上が リ ました。 「皆さん！ 

クル ゥ さんと 仲よ くして 下さい ますね。 クル ゥ さん は 

大変 遠い ところから —— ええ、 印度から お着きに なつ 

たばかり なのです。 課業が すんだら、 お 互にお 近づき 

にならなければ なりません よご 

少女 達 は 改まって 目礼し ました。 セ エラ はちよ つと 


はかま 

袴 をつ まんで 礼 を 返しました。 それから、 皆 腰 を 下 

して、 また まじまじと見 つめ あう のでした。 

「セ エラさん、 ここへ お出でな さいご 

ミン チン 先生 は 机から 本 を 取り あげ、 ぺ ー ジ をめ 

くって いました。 セ エラ は 行儀よ く 先生のと ころへ 出 

て 行きました。 

やと 

「お父さんが、 あなたに フランス 人の 女中 を 傭って 下 

すった の は、 あなたに フランス語の 勉強 を 特に させた 

い お考え からだと 思 い ますが。 」 

セ ェ ラは 少し もじもじ しました。 

「あの、 お 父 様が あの方 を 傭って 下す つたの は —— あ 


の、 お 父 様が、 私 あの方が 好きと お考えだった からで 

しょう。 ミン チン 先生 ご 

「どうも、 あなた は：：」 と ミン チン 先生 は 少し 意地 

の 悪 い 薄笑い を 浮べました。 「大変 甘やかされ ていた 

とみえて、 何でも 好きだから 人が して 下さる と 考えて 

いるよう です ね。 私の 考えで は、 お 父 様 は あなたに フ 

ランス 語 を 勉強 させたい の だと 思います がね ご 

セ エラ はた だ 黙って 頰を 紅ら めました。 かたくなな 

先生 は、 セ エラな ど は フランス語 を 何 一 つ 知っている 

はずがない と 思い こんでいる らしい のでした。 が、 実 

はセ エラ は、 フランス語 を 知らない 時はなかった よう 


な ものでした。 セ エラの 母 は フランス 人でした。 父 は 

母の 国の 言葉が 好きで したので、 母が セ エラ を 生んで 

亡くなって しまった 後 も、 よく 赤ん坊の セ エラに フラ 

ンス 語で 話しかけた ものでした。 で、 セ エラ も 自然 幼 

い 時から フランス語 は 聞き なれて いたのでした。 が、 

ミン チン 先生に そうい われる と、 先生の 思い違い を矯 

すの は 失礼な ように 思えて、 申し開き も 思うよう に は 

出来ない のでした。 

「私 —— 私、 ほんと に フランス語の 勉強 をした こと は 

ない のです けど、 でも  でも ご 

ミス • ミン チンの 人知れぬ 悩みの 重なる もの は、 自 


分に フランス語の 出来ない という ことでした。 で、 彼 

かく おお 

女 はこの 苦しい 事実 をなる ベく 匿し 終そうと してい ま 

した。 ですから 先生 は、 セ エラに 何 か 問われて、 ぼろ 

を 出して はならない と 思った のでした。 

「それでよ ろしい。 まだ 習わない のなら、 早速 始めな 

ければ なりません。 もう じき フランス語の 先生の ジフ 

アジさん が 見える はずです から。 見える まで- J の 本 を 

持って行って、 下 読 をして お置きな さいご 

セ エラ は 席へ 戻って、 第一 ぺ— ジを 開いて みました。 

, J の 場合、 笑 つ て は 失礼 だと 思 つたので すが、 「ル • ぺ ー 

ル」 は 「父」、 「ラ •  メ —ル」 は 「母」 などと いう こと 


を、 今更 教わらなければ ならない のかと 思う と、 どう 

しても おかしくなる のでした。 

ミン チン 先生 は、 セ エラの 方 を ちらと 探る ような 眼 

で 見て、 

「何 を ふくれて いるので す。 セ エラさん ご といい ま 

した。 

「フランス語 を 勉強す るの が、 いやな のです か？」 

「私、 大 すきな のです。 でも —— 」 

「何 か 物 を いいつけられた 時、 『でも』 などと いう もの 

ではありません。 さ、 御 本 を 見る のです よご 

セ エラ は 本 を 見ました。 「ル • フィス」 は 「むすこ」、 


r ル . フレ エル」 は 「兄弟」。 わかりきった ことでした 

が、 セ エラ はお かし さ を 耐えつ づけました。 セ エラ は 

心の中で、 

「ジ ュフ アジ 先生が いらし つたら、 わかって 下さる で 

しょうご と 思って いました。 

ジ ュフラ アジ 先生 はじき 来られました。 大変 立派な、 

賢そう な 中年の フランス 人でした。 彼 は 熟語 読本 に 身 

を 入れようと している セ ェ ラ のしと やかな 姿に 眼 をと 

めます と、 心を惹 かれた ような 様子 をし ました。 

「これが、 私の 方の 新入生です か？」 と、 彼 は ミンチ 

ン 女史の 方へ 振り向きました。 「うまく 行けば いいで 


すがね ご 

「この 子のお 父さん は、 大変 フランス 語 を 習わせが つ 

ている のです が、 この 子 は 何だか 勉強した くな さそう 

なのです ご 

マド モア ゼ— ル 

「それ はいけ ません ね、 お嬢さん ご 彼 は 親切そう にい 

いました。 

「一緒にお 始めにな りさえ すれば、 きっと 面白くな り 

ますよ ご 

セ エラ は 辱められ でもした かの ような 気持で、 立 上 

りました。 彼女 は 大きな 青 鼠色の 眼で、 ジ ュフラ アジ 

氏の 顔 を じっと見ました。 話し さえ すれば、 先生 はわ 


かって 下さる の だと 彼女 は 思いました。 で、 セ エラ は 

何の 飾りけ もな しに、 美しい 流暢な フランス語で 話し 

出しました。 女 先生に はもち ろん 何 をい つてい るの だ 

かわかり ませんで した。 が、 セ エラ はこうい つたので 

した。 「先生が 教えて 下さる のなら、 何でも よろこん 

で 勉強し ます。 しかし、 この 本に ある こと はとうに 

知っている という こと を、 女 先生に 申し開き したいの 

です ご 

ミン チン 先生 はセ エラが 語り 出した の を 聞く と、 飛 

び 立つ ばかりに 驚いて、 眼鏡 越しに、 何 か 忌々 しそう 

に、 セ エラ を 見つめました。 ジ ュフラ アジ 先生 は 微笑 


み はじめました。 先生の 微笑 は 非常に 喜んでい るし る 

しでした。 セ エラの 子供ら しい 美しい 声が、 自分の 母 

国語 をこう まで 率直に、 可愛らしく 語る の を 聞いて い 

ると、 まるで 故郷に でもい るよう な 気がする のでした _ 

暗い 霧の ロンドンに いると、 いつも は 故郷が 世界の は 

て のように 遠く 思われる のでした が。 ： ： セェ ラが語 

り 終える と、 彼 は 情愛の 深い 顔 付で、 熟語 読本 を 取り 

上げ、 ミン チン 女史に いいかけました。 

マダム 

「ねェ 先生、 もう 教える ほどの ものはありません よ。 

この 子 は フランス語 を 覚えた のじ ゃァ ない、 この 子自 

身が フランス語で すよ。 アクセントなん ぞ 素敵な もの 


だ ご 

「なぜ、 私に いわなかった のです ご ミン チン 女史 は ひ 

どく 感情 を 害して、 セ エラに 向き 直る のでした。 

「私 —— 私、 お話しし ようと 思った のです けど、 私、 

まず 

切り出しが 拙 かったんで しょうご 

ミン チン 女史に はセ エラの いい 出そうと していた こ 

とが 解って いました。 また セ エラが いい 出し 得な かつ 

たの は、 ミン チン 女史に 恥 を かかさない ためだつ たと 

いう こと も 解りました。 けれども、 女史 は、 生徒 達が 

セ エラの 話 を 聞き、 仏語 文法書の かげで 忍び笑い をし 

ている の を 見る と、 急に むらむ らして 来ました。 


「静かに なさい、 皆さん ご 女史 は 机 を 叩いて、 きびし 

い 声 を 出しました。 「静かに なさい つたら？」 

その 時 以来、 女史 はセ エラに 対して、 いくらか 敵意 

を 感じた ようでした。 

三 ァ アミ ンガ アド 

その 最初の 朝、 セ エラ は、 室内の 生徒 全体が 自分 を 

熱心に 見守って いるの を 感じながら、 ミン チン 女史の 

そばに 坐った 時、 自分と 同じ年 頃の 少女が 一 人、 明る 

ものう 

い、 瀬げ な 青い 眼で セ エラ を じっと見て いるのに じ 


き 気が付きました。 肥った、 唇の つき 出た その子 は、 

リ こう  き だ て 

あまり 怜悧 そうではありませんで したが、 気質 は 大変 

よさそう に 見えました。 亜麻色の髪 を かたく 結び、 リ 

ボン をつ けて いました。 ジ ュフラ アジ 氏が セ エラに 話 

しかけた 時、 その 少女 はちよ つと 怯えた 眼 をし ました。 

が、 セ エラが いきなり フランス語で 答える と、 少女 は 

び つ くリ  まっか 

吃驚して 飛び 上り、 真紅に なりました。 何 週間 も 何 週 

間 も、 仏語の 「父、 母」 さえ 覚えられずに 泣いて い 

たと ころへ、 ふいに 自分の 知らぬ 単語まで 造作なく 動 

詞 でつな ぎ 合せて 話して いるの を 見る と、 少女 はた ま 

ら なくな つたので した。 


彼女 は 夢中で 見つめながら、 思わず リボン を 嚙んだ 

ので、 ミン チン 女史に 見つかって しまいました。 女史 

はちょう どむ しゃくし やして いると ころだった ので、 

たちまち 少女に 喰って かかりました。 

「セント. ジョン！ そのお 行儀 は 何です か。 肱 をお 

直しなさい。 口から リボン をお 出しなさい。 すぐお 立 

ちなさい！」 

セ エラ は それ を 見る と、 その子が ひどく 可哀 そうに 

なり、 お 友達に でもな つて あげたい ような 気持に なり 

ました。 他人が 悩んで いたり、 不幸であった りする と、 

すぐ その 諍 いの 中に 飛び こんで 行きた くなる 性癖の 


セ ェ ラ でした。 

「もし セ エラが 男の子で、 二三 百年 前に 生れて いた 

ら。」 と、 よくお 父さん はいった ものです。 

ぬきみ 

「抜 身 を ひつ さげて、 苦しんで いる 人なら、 誰でも 助 

かば  へんれき 

けたり 庇った リ しながら、 諸国 を 遍歴した だろう にな 

ァ。 この 子 は 困って いる 人達 を 見る と、 いつでも 戦い 

たくなる の だから ご 

課業が 終る と、 セ エラ は 肥った 少女 を 探しに 出 まし 

うずくま 

た。 少女 はしょん ぼり 窓の 下の 席に 蹲 つてい ました。 

セ ェ ラ はこん な 場合 誰でもい うような こと を 云 つ ただ 

けなので したが、 セ エラが いうと、 それ は问 かしら 晴 


こも 

が 籠って いて、 気持よ く 聞え るので した。 

「お 名前、 何て 仰し やる の？」 

肥った 少女 は 吃驚し ました。 新入生 は 初め 妙に 近づ 

きにくい ものである 上、 セ エラ は 前の 晩から 皆の 間で 

いろいろ 噂の 出た 新入生で、 馬車 や、 小馬 や、 おつき 

の 女中 や、 身の まわりの ものから 考えても、 ちょっと 

よりつき にくい 少女な のでした。 

「私、 ァ アミ ンガ アド. セント. ジョ ン つ て 名な のよ ご 

「私 はセ エラ. クル ゥ。 あなたのお 名前、 ほんと に綺 

とぎばなし 

麗ね。 まるでお 伽噺の 名みたい に 聞え る わ。」 

「あなた、 お好き？」 とァ アミ ンガ アド は 飛び 上り そ 


うにな つてい いました。 「私 —— 私 は あなたの 名前 大 

好き。」 

セント. ジョン は、 学者の 父 を 持って いるた めに、 

いつも 苦しめられて いました。 父 は 七八ケ 国語に 通じ、 

何千 巻の 蔵書 を 暗記して いると いうよう な 人でした。 

ですから、 父 は 娘が、 簡単な 歴史 や フランス語 ぐらい 

覚える のが あたりまえ だと 思つ ている のでした。 とこ 

ろが、 セント. ジョン は 学校の 中で も 一 番頭が 悪い ほ 

どだった のです。 

「こいつ は、 無理に も 覚えさせる ようにして 下さらな 

ければ 駄目です ご と、 父 は ミン チン 女史に 頼んだ ので 


した。 

こういう 訳で、 ァ アミ ンガ アド は、 いつでも 恥し め 

られ たり、 泣かされたり していました。 彼女 は 覚えた 

かと 思う と、 すぐ 忘れて しまいました。 覚え こんでも、 

何の こと だか 一向 解らない という 風でした。 で、 彼女 

は、 セ エラ を 感嘆の 眼で 見る ょリ 他ありませんでした。 

「あなた、 フランス語お 上手な のね ご 

セ エラ は 大きな、 奥の 深い 窓際 席に 坐り、 両手で 

縮めた 足の 膝 を 抱いて いました。 

「自家で しょっちゅう 聞いて いたから 話せる のよ。 あ 

なた だって、 聞きつ ければ、 きっと 話せる ようになつ 


てよ ご 

「まァ 、私なん か 駄目よ。 私、 どうしても 話せない の ご 

「な ァ ぜ？」 

おさげ 

ァ アミ ンガ アド は 頭 を 振りました。 下 髪が ぶらぶら 

揺れました。 

「あなた は、 お 利口な のね ご 

セ エラ は 窓越しに 暗い 街 を 眺め やりました。 濡れた 

- りんかん  すす  すずめ 

鉄の 欄干 や、 煤けた 樹の 枝な どに、 雀が 飛び かいな が 

さえず  うち 

ら、 囀って いました。 セ エラ はちよ つとの 間 心の中 

で 考えて みました。 自分 は 何度と なく 「お 利口 だ」 と 

いわれた ことがある。 ほんと にそうな のか しら？  — 


I もしそう だとしたら、 全体 どういう 訳で ぉ怜悧 なの 

だろう。 I 

「私、 わからない わご 

セ エラ は 相手の 丸 ぼち やな、 むつく りした 顔の 上に、 

悲しげ な 眼 付 を 見る と、 かすかに 笑いながら 話 を 変え 

ました。 

「あなた、 エミ リイち やん 御覧に なって？」 

「エミ リイ ちゃんて、 どなた？」 

ァ アミ ンガ アド は、 さっきの ミン チン 女史の ように 

聞き返しました。 

「私のお 部屋に 入らつ しゃいな。 見せて あげる わご 


まど いす 

二人 は 一緒に 窓 席から 飛び降りて、 二階へ 上って 行 

きました。 

「ほんと？」 客間 を 通り抜ける 時、 ァ アミ ンガ アド は 

囁きました。 「あなた 一人の 遊び 部屋が あるって ほん 

と？」 

とうさ ま 

「ええ。 父 様が ミン チン 先生に お願いして 下す つたの。 

だって —— ねえ、 私、 おあそび する 時、 自分で お 話 を 

こしらえて、 自分に 話して きかす からな の。 ひとに 聞 

かれる の はい やでしょう？ それに、 人が 聞いて ると 

思う と、 お 話が 駄目に なって しま うんです もの ご 

その 時 二人 は、 もう セ エラの 部屋の 前の 廊下に 来て 


いました。 ァ アミ ンガ アド はふと 立ち 止って 眼 をみ は 

リ、 息 を 呑んで、 

「お 話 を斿ぇ るんで すって？」 と 喘ぐ ようにい いま 

した。 「そんな こと、 あなたに 出来る の 9  フラン 

ス 語みたい に？ ほんと に 出来て？」 

セ エラ は 驚いて、 少女 を 見返しました。 

「誰に だって 出来 るん じ やない の？ あなた やって み 

たこ とないの？」 

セ ェ ラは何 か 前 ぶれす るよう に 少女の 手 を 握り まし 

た。 

「そう つ と 一 罪のと ころ へ 行きましょう。 それから さ つ 


と 戸 を あける わ。 そうすれば、 きっと 捕まる から ご 

セ エラ は 笑って いました が、 その 眼に は 神秘な 望み 

が 動いて いました。 ァ アミ ンガ アド は、 なぜ どうして 

何 を 捕える の だか、 さっぱり わかりませんで したが、 

セ ェ ラの眼 付に はすつ かり 魅せられて しまいました。 

何でもい い、 きっと 面白い ことに 違いない —— ァ アミ 

ンガ アド は 胸 を 躍らせながら、 爪先 立 つて セェ ラの後 

から 戸口に 近づきました。 不意に 扉が 開く と、 小 綺麗 

に片づ いた 静かな 部屋が 眼に 入りました。 炉に は穏ゃ 

かに 火が 燃えて いました。 椅子の 上に は 見事な 人形が、 

ちゃんと 本 を 読んで いました。 


「あら、 もう 席に かえ つ ている わご とセ ェ ラが 叫び ま 

いなずま 

した。 「いつだつて ああな のよ。 稲妻み たいに 早 いん 

です もの ご 

ァ アミ ンガ アド は、 セ エラから 人形へ、 人形から セ 

エラへ 眼 を 移しました。 

「あのお 人形 —— 歩け るの？」 

「ええ。 どうしても 歩け る はず だと 思う の。 歩け ると 

思 つ てる つも リ なのよ。 そう 思う とほん とに そう 見え 

るんで す もの。 あなた、 いろんな ことのつ もりに なつ 

てみ たこと ある？」 

「いいえ、 ちっともな いわ。 私 —— ね、 お話して ちょ 


うだいな ご 

エミ リイ は、 少女が 今まで 見た こと もない 見事な 人 

形でした が、 少女 はセ エラに すっかり 魅せられ てし 

まった ので、 風 変り な この 新しい お 友達の 方へ 眼 を 向 

けました。 

「ま ァ、 腰 を かけましょう よご セ エラ はいいました。 

「お 話 を 作る なんて、 ほんと に 造作 もない ことよ。 そ 

して、 始めたら とても 止められな いの。 エミ リイ、 あ 

なた も 聞いて なくち ゃァ いけない ことよ。 この 方はァ 

アミ ンガ アド • セント • ジ ョ ン さんな の。 ァ アミ ンガ 

アドさん、 こちら は エミ リイと 申します。 あなた、 抱 


いて やって 下さい ましな？」 

「抱いても いい？ ほんと によく つて？ まァ、 綺麗 

だ こと ご 

それから 一時間 は、 セント • ジョンに とって、 今 ま 

おひる 

で 考えた こと もない ような 楽しい 時間でした。 午餐の 

鈴が 鳴って、 食堂に 降りて 行く の もしぶ しぶな くらい 

でした。 

その 一時間の 間、 セ エラ は炉の 前に 身 を ちぢめて 坐 

リ、 様々 の 不思議な 話 をし ました。 緑色の 目 は 輝き、 

頰には 紅が さしてき ました。 航海の 話、 印度の 話 I 

しかし、 ァ アミ ンガ アド を 一番 恍惚 させた の は、 お 人 


形に ついての セ エラの 空想でした。 お 人形が 皆の いな 

い 間に 歩いたり、 物 をい つたり する 事、 だが それ を秘 

す 必要から、 人の 気配が すると、 「稲妻の ように」 自分 

の 席に 飛び 戻る の だとい う 事な どでした。 

「私達に は 真似 も 出来ない わね ェ。 まァ、 魔術みたい 

な ものね ご 

一度 セ エラが エミ リイ を 探し 廻った 話 をした 時、 ふ 

おもて 

いに セェ ラの 顔色が 変り ました。 暗い 雲が 面 をよ ぎ 

り、 眼に 充 ちた 輝き を 消して しまった ように 思われ ま 

した。 セ エラ は 激しく 息 を 吸い こんだ ので、 声 も 妙に 

悲しく、 低くな りました。 それから 口 を 閉じ、 何 か を 


しょうか、 しまい か、 どっちに しょうかと 思い まどう 

くちびる 

ように、 きり リと 脣 を 引き しぼりました。 ァァ ミン 

ガ アド は、 たいていの 子なら 声 を あげて 泣き出す とこ 

ろ だが、 と 思いました。 セ エラ は、 しかし、 泣き ませ 

ん でした。 

「あなた、 どこかお 痛い の？」 

「ええ。」 セ ェ ラ はちよ つ と 黙つ て、 それからい いまし 

た。 「でも、 体が 痛い のじ ゃァ ない のよ ご それから 何 

事 か をし つか リ言 おうとして、 つい 小声に なりました- 

「あなた だって、 世の中の 何よりも、 お 父 様が お好きで 

しょう。」 


ァ アミ ンガ アド は 微かに 口 を 開けた ままでした。 彼 

女 は 父 を 愛し 得るな どと 思った こと は、 一度 も ありま 

せんでした。 のみならず、 ほんの 十分 間で も 父と 二人 

きり 向き合つ ている こと を 避ける ために は、 どんなす 

てばち な 事で もし かねない 彼女でした。 が、 そんな こ 

と を 口に 出す の は、 模範 学校の 生徒ら しくない と 思い 

ました。 で、 彼女 は ひどく 当惑して、 

「私 —— 私 めったにお 父 様と 会う ことなん かないの 

よご といい ました。 「お 父 様 は 年中お 書斎に いらし つ 

て —— 何 か 読んで ばかりい らっしゃ るんで す もの ご 

「私 は 世界 を 十倍した よりか も、 お 父 様の 方が 好き。 


だから、 私 悲しい のよ。 お 父 様 は、 もう 行って しまい 

になつ たんです もの ご 

セ エラ は 頭 を 静かに 膝の 上に のせ、 しばらく は 身 動 

きもし ませんで した。 ァ アミ ンガ アド は、 セ エラが 今 

にも 泣き出す かと 思い ましたが、 セ エラ はや はり 泣き 

ませんで した。 彼女 はやが て 顔 を 上げずに いい 出し ま 

した。 

「私お 父 様に、 悲しくても 耐える つてお 約束した の。 

まだ 私 もき つと 耐え 通す つもりよ。 誰でも 耐えな けれ 

ばなら ない のね。 兵隊さん たちの 我慢なん か 大変な も 

の だ わ。 私のお 父 様 は 軍人な のよ。 戦争で も あると、 


のど  ふかで 

お 父 様 は 喉の ひりつく ような こと も あるし、 深 傷 を 負 

うこと だってない とはいえない でしよう。 でも、 お 父 

様 は 一 言 だ つ て、 苦しい と 仰し やった こと はない わご 

ァ アミ ンガ アド は、 セ エラ を 見つめる ばかりでした。 

この 少女の 胸に は、 セ エラ を 憬れる 気持が 湧き 始め 

て いました。 

ふと、 セ エラ は 顔 を 上げて、 妙な 微笑 を 見せながら、 

1 つし ろ 

黒い 髪 を 背後に 振り上げました。 

「でも、 こうして つもりに なるお 話なん かしてい ると、 

私 いくらか 楽な のよ。 苦しい こと は 忘れられな いにし 

て も、 いくらか 耐え やすくなる でしよう。」 


ァ アミ ンガ アド は 我知らず 喉が つまつ て、 涙の こみ 

上げて 来そう な 気がしました。 

「ラヴ ィニ ァとジ エツ シィは 仲よ しなの よ。 私達 も 仲 

よしに なれれば いいと 思う の。 あなた、 私のお 友達に 

なって 下す つて？ あなた はお 利口で、 私 は 学校 中で 

一番 出来ない のです けど、 私 は あなたが ほんと に 好き 

なのよ ご 

「私 も 嬉しい わ。 好かれて いると 思う と、 うれしい も 

のね。 ほんとうに、 これからお 友達に なりましょう 

ね ご 不意に セ エラの 顔 は 輝き 出しました。 「あたし、 

あなたの フランス語の おさらい をして あげましょう 


ね ご 

四 ロッティ 

セ エラが 普通の 子供 だったら、 次の 十 年間 ミス • ミ 

ン チンの 学校で 送った 生活 は、 ちっとも 彼女の ために 

ならなかった かもしれ ません。 セ エラ は、 生徒と いう 

より は、 大事な お 客で でも あるよう に 待遇され てい ま 

した。 ミン チン 女史 は、 心で はセ エラ を 嫌って いまし 

たが、 こんな 金 持の 娘 を 失って はならない という 慾 か 

ら、 事 ごとに セ エラ を ほめそやして、 学校生活 を あか 


あたま 

すまいと しました。 セ エラ は 幸い 利発な よい 頭脳 を 

持って いました ので、 甘やかされ てつけ 上る ような 事 

はありませんでした。 彼女 は 時々 ァ アミ ンガ アドに こ 

んな事 を 打ち あける ようにな りました。 

「人 はふと した はずみで、 いろいろになる ものね。 私 

はふと した はずみから、 あんない いお 父 様の 子に 生れ 

きだて 

たのね。 ほんとう は 私、 ちっとも いい 気質 じゃァ ない 

のでしょう けど、 お 父 様 は 何でも 下さる し、 皆さん は 

親切に して 下さ るんで す もの、 気質が よくなる ょリ他 

ないじ ゃァ ありま せんか。 私が ほんとう にょい 子な の 

か、 いやな 子な のか、 どうしたら わかる でしよう ね。 


きっと 私 は 身ぶ るいの 出る ほどい やな子な のよ。 でも 

私 は 一度 も ひどい 目にあわなかった もの だから、 どな 

たも 私の わるい 所が わからな いの だ わね ご 

「ラヴ ィニァ だって、 ひどい 目に なんか あわない けど 

：: 」 ァ アミ ンガ アド は のろのろと いいました。 「で 

も あの人 は、 ほんとうに いやな 人 だ わご 

セ エラ は 小さな 鼻先 を 擦って、 何 か を 思い出そうと 

しました。 

「きっと あの人 は、 大人に なり かけて いるから なの 

よご 

いっか ァメ リア 嬢が、 ラヴ ィニァ に、 あまり 育ち 方 


が 早い ので、 気質まで 変り 出して いるの だろう、 といつ 

ていた ことがありました。 セ エラ は それ を 思い出して、 

こう 云った のでした。 

ひと かた 

ラヴ ィニァ はまった く 不快な 娘でした。 彼女 は 一方 

ならず セ エラ を嫉ん でい ました。 セ エラが 来る まで は、 

彼女 こそ この 学校の 首領 だと 思って いました。 彼女 は 

他の 生徒 達が いう こと をき かないと、 意地悪く 当リ散 

ら すので、 皆 怖がって、 仕方なく 彼女に 従ってい たの 

でした。 ラヴ ィニァ は どちら かとい うと 綺麗な 方で、 

生徒が 二列に 並んで 散歩に 出る 時な どに は、 中で 一番 

よい 着物 を 着て いたので したが、 今はセ エラの 贅沢な 


衣裳に 押されて いる 形でした。 天鵞絨の 服 や、 貂 皮の 

手套を 着けた セ エラ は、 いつも ミン チン 女史と 並んで 

先頭に 歩かされる ことにな りました。 セ エラ は 初めは 

それが いやで なりませんで したが、 いっか セ エラ は、 

事実上 皆の 上に 立つ ようにな りました。 それ ももち ろ 

ん、 ラヴ ィ 二 ァ のように 意地悪 をす るからで はなく、 

かえって 決して 意地悪な どし なかった ために、 皆から 

敬われる ようになった のでした。 

「でも、 セ エラ. クル ゥには 一 つ こんな 事が あってよ ご 

と、 ある 時ジ エツ シィは 正直に いったた めに、 かえつ 

て 仲よ しの ラヴ ィ 二 ァを 怒らせた ことがありました。 


「それ は、 セ ェ ラ はち つ とも 偉がらな いという ことなの。 

私が セ エラなら、 威張らずに はいられな いけど。 でも、 

ミン チン 先生が、 父兄に セ ェ ラを 見せびらか すの を 見 

ている と、 胸が むかむか する わご 

『さ、 セ エラさん、 応接室へ 行って マス グ レエ ヴの奥 

さんに 印度のお 話 をして 上げる のです よ。』 ラヴ ィニ 

ァは、 得意な ミ ン チン 女史の 口真似 を 始めました。 

「『さ、 セ エラさん、 ピトキン 夫人に フランス語 を 聞か 

して さし 上げる のです よ。 この 子の アクセント は、 そ 

れは 確かな もので ございま すよ。』 です つて、 フランス 

語 を 学校で 習った わけで もない のにね。 ただお 父さん 


の 喋って るの を 聞いて たから 話せる というまで のこと 

よ。 それに、 お父さんが 印度の 軍人 だからって、 ちつ 

とも 偉い ことなん か あり やしない わご 

「それ はそう ね。 そのお 父さんの 殺した 虎の 皮が、 セ 

エラの 部屋に あるの よ。 セ エラ は 毛皮の 上に 寝て は、 

頭の 所 を 撫でたり、 猫に 話す ように 何 かいい かけたり 

している のよ ご 

「あの 子 は、 いつでも 何 かしら 莫迦げ た 事 をして いる 

のね。」 ラヴ ィニァ は、 声 を 高く していい ました。 「う 

ちのお 母さんが いってた わ。 あの 子みたい に、 あり も 

せぬ こと を ありそうに 考える の は 莫迦げ て いるって。 


ェク センド リック 

そういう 女 は 大きくな つてから 変 物に な るんで 

すって。」 

ほんとう 

セ エラの 『偉がらなかった』 の は 真実でした。 彼女 

つ つま 

は 思いやり があって、 慎し やかな 少女でした。 で、 

おしげ 

持って いるもの は、 惜気 もな く 分けて やりました。 い 

じめ られ ている 小さい 子供達 は、 よく 劬 つて 〔# 「よ 

く劬 つて」 は 底本で は 「よく※ 〔# 「旬+ 力」、 つて」〕 

やりました。 転んで 膝小僧 をす りむいたり している と、 

母ら しく 蚯け 寄って 助け 起し、 ポケットから ボン ボン 

を 出して やる という 風でした。 

だから、 年下の 少女 達はセ エラ を 崇拝して いました。 


彼女 は 幾度 も 嫌われて いる 少女 達 を 自分の 部屋に 招い 

て、 お茶の 会 をし ました。 そんな 時には エミ リイ も 一 

あそび 

緒に 遊の 相手をしました。 そして、 エミ リイ もや は 

りお 茶の 仲間入り をす るので した。 エミ リイのお 茶 は、 

青い 花模様の あるお 茶碗に、 うすめて 注がれる のでし 

た。 少女 達 は、 人形 用の 茶道具な ど 見た こと も ありま 

せんでした。 で、 それ以来 初級の 少女 達 は、 セ エラ を 

女神 か 女王 様の ように 崇め はじめました。 

ロッティ. レエな ど は、 しっこい ほど セ エラに つき 

まとうて いました。 セ エラ は 母ら しい 気持 を 持って い 

ましたので、 別にうる さいと も 感じませんで したが、 


ロッティ も 早く 母 を 失った 一人でした。 彼女 は 誰かが、 

母の ない 子 は 特別 可愛がらなければ ならない といつ て 

わがまま 

いるの を 聞き、 いい 気になって 我儘 をつ のらせました。 

若い 父親 は 彼女 を もてあました あげく、 学校に でも 入 

れ るよ リ 他ない と 思って、 ここに 伴れ て 来たので した。 

セ ェ ラが 初めて 口 ッ ティ の 面倒 をみ て やった の は、 

ある 朝の ことでした。 セ エラが ある 部屋の 前 を 通る と、 

誰かが 怒って 泣き喚く 声と、 それ をお し 鎮めよう とし 

ている ミス • ミン チンと、 ァメ リア 嬢との 声 を 聞き ま 

むしゃ 

した。 少女 は なだめられ ると よけい 武者ぶ りついて 泣 

き 立てる のでした。 さすがの ミス • ミン チン も それに 


はた まりかね、 室外に 聞え る ほどの 声で 喚き はじめ ま 

した。 

「何で、 泣 くんです ご 

「うわ ァ、 うわ ァ、 うわ ァ、 わたい —— おおお 母ち や 

んカな レノ — 」 

「ま ァ、 ロッティったら！」 ァメ リア 嬢 は 金 切 声 を 上 

げ ました。 「泣く の はやめて ちょうだいね。 いい 子 だ 

から、 泣かない でね。 後生 だから ご 

「うわ ァ、 うわ ァ、 うわ ァ」 ロッティ は 嵐の ように 吠 

え 立てました。 「おおお おおか あち やん —— い —— い 

ない ィ！」 


「この 子 は、 鞭打って やる ご と ミス • ミンチ ンは 宣告 

しました。 「鞭で 打って やる。 我儘 者め ご 

ロッティ は 更に 大きな 声を立てました。 ミン チン 女 

史の声 も 雷の ようでした。 とふい に、 女史 は 裾 を 蹴つ 

て 廊下に 飛び出して 来ました。 女史 はセ エラ を 見る と、 

困った 顔 をし ました。 あの 声 を 聞かれて 困った のでし 

た。 

「あら、 セ エラさん ご と、 女史 はっくり 笑い をし まし 

た。 

「私 あの ロッティ ちゃんだ と 思いました ので、 立ち 

止って 居り ましたの。 —— それに、 私 あの、 きっと I 


I き つ と、 あの 子なら 鎮めて さし 上げられる だろうと 

思いまして、 行つ てみ てあげても よろし ゆう ございま 

すか？ 先生 ご 

「出来るなら やって 御覧なさい。 あなた は 利口 だか 

ら」 先生 は 口 を 尖らし ましたが、 セ エラが 自分の 剣幕 

に、 おどおどして いるの を 見る と、 急に 顔 を やわらげ 

ていい そえました。 「あなた は 何でもお 出来になる か 

ら、 きっと あの 子の 世話 も 出来る でしよう。 お 入ん な 

さいご 

ロッティ は 床に 転って、 ひい ひいい いながら、 小さ 

な 肥った 脚で 猛烈に 蹴り 立てて いました。 ァメ リア 嬢 


まっか 

は 真紅に なって、 ロッティの 上に のしかかって いまし 

た。 

「ま ァ、 可哀 そうね、 お 母 ちゃんの ない こと も 知って 

てよ。 可哀 そうにね ェ  」 という かと 思う と、 今度 

は 調子 を がらり と 変えて、 「黙らない と 振り 廻して や 

るぞ！ そら、 そら、 また！ この 根性 曲り の 憎まれつ 

子。 打って やる から！」 

セ エラ は 静かに 二人の そばへ 行きました。 

「ァメ リアさん ごと、 セ エラ は 低声で いいました。 「あ 

の ミン チン 先生が、 とめて みても いいと 仰し やい まし 

たので ご 


ァメ リア 嬢 はふり 返って、 

「あなたに とめられる つもりな の？」 とお ぼっかな さ 

そうに 喘ぎました。 

「出来る かどう か、 判りません けど、 まァ やって みま 

すわ ご 

ァメ リア 嬢 は ほっと 嘆息して、 膝 を 立て直しました。 

ロッティ はむ くむく した 脚 を、 またはげ しく、 じたば 

たやり 出しました。 

セ エラ はァメ リア 嬢 を 送り出す と、 しばらく 吠え 立 

てる ロッティの そばに、 黙って 立って いました。 喚き 

声の 他に は 何の 音 もしませんでした。 ロッティに とつ 


てこん な 事 は 初めてでした。 涙の 眼 を 開いて 見る と、 

そこに 立って いるの は あの セ エラでした。 ロッティ は 

みとめ 

セ エラ を認 るまで、 ちょっとの 間 泣き やんで いまし 

たが、 すぐ また 泣き はじめなければ なるまい と、 思つ 

たようでした。 が、 そこら は あまり 静か だし、 セ エラ 

は 黙って 立って いるので、 泣く のに も 気が のりません 

でした。 

「わた い —— お —— お —— おか あ ちゃんが —— な い 

ィ！」 

「あたし だって、 ない わご 

思いがけない セェ ラの 言葉に、 ロッティ はたち まち 


じたばたす るの を やめて、 寝た まま セ エラの 方 を じつ 

と 見 はじめました。 ロッティ はま だ 泣き 足りない 気持 

でした が、 やっと 少し 拗ね 泣きが 出来た だけでした。 

「お 母ち やん、 どこ？」 

「お母様 は 天国へ いらし つたの よ。 でも、 きっと 時々 

私達に 逢いに いらっしゃ るの だ わ。 私達の 眼に は 見え 

ない けど、 あなたの お母様 だって、 きっとそう なのよ。 

お 二人 は 今頃、 私達 を 見て いらっしゃる かもしれ ない 

わ。 お 二人とも、 きっと この 部屋に いらっしゃ るの 

よご 

ロッティ はいきな り しゃんと 坐って、 あたり を 見廻 


しました。 彼女 は 美しい 巻毛 を 持って いました。 円ら 

わすれなぐさ 

な 彼女の 眼 は、 濡れし とった 忘 勿 草の ようでした。 

セ エラ は、 母の こと を いろいろに 話しつ づけました。 

「天国 は 花の 咲いた 野原ば かりなの よ。 微風が 吹く と、 

百合の 匂いが 青空に 昇って 行く のよ。 そして、 皆い つ 

でも その 句い を 吸って いるの よ。 小さい 子 達 は 花の 中 

を蚯け 廻って、 笑ったり、 花輪 を 造ったり している の。 

街 は ぴかぴか光つ てるの。 いくら 歩いても 疲れる なん 

てこと はない の。 どこに でも 行きたい ところへ 飛んで 

行ける の。 それから 町の まわりに は、 真珠 や 金で 出来 

た 壁が 立って いるの。 でも、 みんなが 行って 寄り かか 


れ るよう に 低く 出来て いるの よ。 みんな そこから 下界 

を視 いて は、 につ こリ 笑って、 そしてい いお 便り を 送つ 

て 下さる のよ ご 

セ エラが どんな 話 をした にしても、 ロッティ はきつ 

と 泣き やんで、 うっとりと 聞き とれた ことでしょう。 

まして この 話 は、 他の どんな 話よりも 美しい もので し 

た。 ロッティ はセ エラの 方に すり 寄って、 一言々々 に 

夢中に なって いるう ち、 いつの 間に かもう おしまいに 

なって しまいました。 ロッティ は あまりの 残り惜し さ 

に、 またしても 泣き出し そうな 口の 尖らせ 方 をし まし 

た。 


「わたい も、 そこへ 行きたい わ。 わたい —— 学校、 お 

母 ちゃんい ない ィ！」 

セ ェ ラは ロッティ がまた 泣き出しそう なの を 知る と 

自分の 夢から さめて、 ロッティの むつち りした 手 をと 

り、 自分の そばへ ひきよせました。 

「私、 あなたのお 母 ちゃんに なって あげてよ。 あなた 

は 私の 娘、 エミ リイ は あなたの 妹よ ご 

ロッティの 泣 顔に、 えくぼが 湧いて 来ました。 

「ほんと？」 

「ええ」 セ エラ は 飛び起きました。 「さ、 行って、 エミ 

リイ ちゃんに も、 〔# 「も、」 は 底本で は 「 も 匕 お 姉 さ 


んが 出来た つて 話して あげましょう。 それから、 あな 

たのお 顔 を 洗って、 髪 を 結って あげる わご 

ロッティ はすつ かり 元気に なって 肯 きました。 彼女 

ちゅうはん まえ 

は 今まで 小一時間 も 騒いで いたの は、 昼飯 前に 顔 を 

洗ったり、 髪を梳 いたりす るの がいやだった からだと 

いう こと も、 けろ リと 忘れて いるよう でした。 彼女 は 

セ エラと 一緒にち よこち よこと 部屋 を 出て、 二階へ 

上 つ て 行きました。 

か あ 

その 時 以来、 セ エラ は 養母 さまにな つたので ありま 


五 ベッキ ィ 

セ エラ は 贅沢な 持物 や、 学校の 『看板 生徒』 である 

事実に よっても、 たくさんの 崇拝者 を 造りました が、 

それに もまして 人を惹 きつけた の は、 お 話が 上手 だと 

いう ことでした。 セ エラが 話す と、 どんなく だらない 

事で も、 立派な お 話に なって しまう のでした。 ラヴ ィ 

ニァ など はセ エラの その 力 を 大変 羨ましが つてい まし 

たが、 多少の 反感 を 持って 近づいて 行っても、 セ エラ 

うま 

の 話の 巧 さに は、 つい 酔わされて しまう のでした。 

あなた 方 も 学校で、 皆が 夢中に なって、 話の 巧い 人 


を 取 りかこむ 所 を 見た ことがある でしよう。 セ エラ は 

お 話が 巧い ばかりでなく、 彼女 自身お 話 をす るの が大 

好きでした。 皆に とりまかれて 自分で つくった お 話 を 

する 時、 セ エラの 緑色の 眼 は 輝き、 頰は紅 を さすので 

した。 彼女 は 話して いるう ちに 知らず 識らず 物語に ふ 

さわし い 声色 や 身 振 を 始める のが 常でした。 セ エラ は 

少女 達が 耳を澄ま している ことな ど、 いつの 間 かに 忘 

れて しまいました。 セ エラの 眼に 見える の は、 お 話の 

中の 妖精 達 や、 王様、 女王 様、 美しい 貴婦人 達な どな 

のでした。 語り 終った 時、 セ エラ は 興奮の あまり 息 を 

切らして しまう こと も ありました。 そんな 時、 セ エラ 


は どきどき する 胸に 手 を 当て、 自分 を 嘲笑 うかのよう 

にこうい うのでした。 

「私、 お 話 をして いると、 あなた 方 や、 この 教室より 

も、 話して いる ことの 方が、 ずっと ほんと らしく 思え 

てく るの よ。 私 はお 話の 中の 人に なって いるよう な 気 

がする の、 何だか 変ね ご 

セ エラが ミン チン 先生の 塾に 入って から、 一 一年 目の 

冬でした。 ある 薄 霧の 日の 午後、 セ エラが 厚い 天鵞絨 

や 毛皮に くるまって 馬車から 降リ ると、 みすぼらしい 

小娘が、 地下室の 入口に 立って いました。 少女 は 首 を 

長く して、 一生懸命に セ エラ を 見て いました。 セ エラ 


は おどおど している 少女に ふと 目を惹 かれました。 眼 

が 合う とセ エラ はいつ ものよう に、 にっこり 笑い まし 

た。 

ぬす 

が 少女の 方 は、 有名な セ エラ を竊み 見たり したら、 

きっと 叱られる とで も 思ったら しく、 まるでび つくり 

函の 中の 人形の ように、 ひよこり と 台所の 中へ 隠れて 

しまいました。 ふいに ひよこり と 消えて なくなつ たの 

で、 セ エラ は危く 笑い出す ところでした。 が、 その 少 

女 は あまり みすぼらしく、 あま リ寂 しそうな ので、 笑 

うこと も 出来ませんでした。 その 晚の ことでした。 セ 

エラが 教室で いつものお 話 をして いると ころへ、 その 


少女 は 重そう な 石炭 函を 持って、 こそこそと 入って 来 

ました。 少女 は炉の 前に 跪き、 火 をお こしたり、 灰 を 

かき 取ったり していました。 

少女 はさつ きょり はき ちんと してい ましたが、 相 変 

らず おどおどして いました。 話 を 聞きに 来たの だと 思 

われて はならない とで も 思って いるら しく、 音を立て 

ないように 手で そっと 石炭 を 入れたり、 火箸 を 動かし 

たリ 〔# 「た リ」 は 底本で は 「たた 匕 していました。 しか 

しセ エラ はすぐ、 少女が セ エラの 話に 気を取られ てい 

る こと、 セ エラの 言葉 を 聞き 洩す まいと、 休み休み 火 

をお こして いる ことな ど を、 見て とりまし たので、 セ 


エラ は 声 を はり 上げて は、 はっきりと 話しつ づけ まし 

た。 

「人魚 達 は、 真珠で 編んだ 綱を曳 いて、 青 水晶の よう 

な 水の 中 を 静かに 泳ぎ 廻りました。 お 姫様 は 白い 岩の 

上に 坐って、 それ を 見守って いらっしゃいました ご 

それ は、 人魚の 王子 様に 愛された お 姫様の 面白い お 

まぶ 

話でした。 姫 は 海の 底の 眩しい ような 洞穴の 中に 王子 

と 住んで いたのでした。 

少女 は 一 度炉を 掃き 清めて しまう と、 同じ 事 を 二度 

も 三度 も 繰り返しました。 三度 目の 掃除が 終る と、 跪 

力 力と 

いていた 踵の 上に ぺ たりと 腰 を 落して、 酔った よう 


にセ エラの 話に 聞き入りました。 彼女 は、 いっか 海の 

底の 立派な 御殿に 引き こまれて いました。 身の 廻りに 

は 珍しい 海草が なびき、 遠くの 方から 美しい 音楽が 聞 

えて 来る ような 気がしました。 

箒が 少女の 荒れた手から ことりと 落ちました。 ラ 

ヴィ ニァは 少女の 方へ 振り向きました。 

「あの 娘、 聞いて たのよ ご 

ほうき 

とがめられた 少女 は、 いきな リ箒を 取り上げ、 石炭 

のうさぎ 

函を 抱えて、 怯えた 野兎の ように そそく さと 出て 行き 

ました。 

それ を 見る と、 セ エラ は むらむ らして 来ました。 


「私、 あの 娘が 聞いて いるの を 知ってい たのよ、 なぜ 

聞いて ちゃ ァ いけない の？」 

ラヴ ィニ ァは 大気 取りで 頭 を 振り上げました。 

「そり ゃァ、 あなたの お母さん は、 女中に お 話 をして 

やっても いいと 仰し やる かもしれ ません さ。 だけど、 

私のお 母さん は、 そんな ことしち ゃァ いけない と 仰 

しゃ つ てよ ご 

「私のお 母さんです つて？」 セ エラ は 吃驚した ように 

いいました。 「ママ はきつ といけ ない なんて 仰し やら 

ない と 思う わ。 ママ は、 お嬢さん であれ、 女中で あれ、 

誰で あれ、 同じよう にお 話 を 聞いて いいとお 思いに 


な つ てる わご 

「でも、 あなたの ママ は、 もうお 亡くなりに なつたん 

でしよう。 亡くなった 方に、 どうして そんな ことが 解 

るの？」 

「じ ゃァ、 ママに それが 解ら な 〔# 「ら な」 は 底本で は 

「なら 匕 いって 仰し やる の？」 セ エラ は 低い、 きびしい 

声で いいました。 すると、 ロッティが そこへ 口を出し 

ました。 

「セ エラの ママ は、 何でも 知つ てるのよ。 あたいの マ 

マ もよ。  ここで は、 セ エラが あたいの ママ だけど 

もう 一人の ママに は 何でも 解る のよ。 往来 は ぴかぴか 


光って て どこも かしこ も 百合の 原で、 皆 百合 を 摘んで 

るの。 いつだつ たか、 あたいが 寝る 時、 セ エラち やん 

が 話して くれた わご 

「まァ 悪い 人 ご ラヴ ィ ニァ は、 セ ェ ラの 方に 向き 直つ 

ていいました。 「天国の こと を、 ぉ伽噺 にして 話すな 

んてご 

もくじろ く 

「でも、 聖書の 黙示録の 中には、 もっと 素敵な ことが 

書いて あってよ。 ちょっと 開けて 読んで 御覧なさい。 

私のお 話が ぉ伽噺 だか、 ぉ伽噺 でない か、 どうして 解 

るの？ もう 少しお 友達に 対して 親切な 心 持 を 持って 

ごらんなさい。 そうすれば、 私のお 話が お 伽噺じ やな 


いこと も 解る でしよう。 さ、 ロッティ 向う へ 行き ま 

しょう。」 

セ エラ は ロッティと 伴れ 立って 歩いて 行く 間 も、 そ 

こら を 見廻して みました が、 あの 小娘 は どこに も 姿 を 

見せませんでした。 

その 晚、 セ エラ は 女中の マリエットに、 

「あの 火 をお こしに 来る 子 は、 何てい うの？」 

と 訊ねて みました。 マリエット は、 その子に ついてい 

ろい ろの こと を 話して くれました。 

いかにも、 セ エラの 嬢 様のお 訊きに なりそう な こと 

だと、 マリエット は 思いました。 あの 寂しそう な 小娘 


は、 ついこの 間 日 働きに 雇われた ばかりな のでした が、 

台所に 限らず、 どこに でも 追い 使われて いるので した。 

靴 や 金具 を 磨かされたり、 重い 石炭 函の 上げ 下し を さ 

せられたり、 床 や 窓の 雑巾が け を させられたり。 —— 

身体の 発育が 悪い ので、 十四な のに 十二く らいに しか 

見えませんでした。 マリエット も、 少女が 可哀 そうで 

ならない と 思って いると ころでした。 ひどく 内気で、 

人から 物 をい いかけられたり すると、 眼が 顔から 飛び 

出しそう に 怯える のでした。 

ほお づ え 

セ エラ は テ エブルに 頰杖 をつ いて、 マリエットの 話 

を 聞いて いました が、 そこまで 来る と 


「何て 名前な の？」 とまた 訊ねました。 

名前 はべ ッ キイでした。 マリエット は 台所で、 五分 

と 間 をお かず、 「ベッキ ィ、 これ をお しご とか 「ベ ッ 

キイ、 あれ をお しご とかいう 声 を 聞く のでした。 

セ エラ は 一人に なつてから しばらくの 間、 炉の火 を 見 

つめながら、 ベッキ ィの 事ば かリ 考えて いました。 い 

つか セ エラ は、 ベッキ ィ を可哀 そうな 物語の 女 主人公 

にして いました。 あの 娘 は 食物 さえお 腹一杯 は あてが 

われて いないのに 違いない と、 セ エラ は 思いました。 

それから 二三 週間 経った 頃でした。 やはり 薄 霧の か 

かった 午後でした。 居間に 帰って きた セ エラ は、 自分 


の 安楽椅子の 中に、 ぐっすり 眠り こんでいる ベッキ ィ 

を 見付けました。 ベッキ ィの 鼻の 先 や、 前掛の そこ こ 

こに は、 炭が ついていました。 見すぼらしい 帽子 は 落 

ちかけ ていました。 

ベッキ ィは その 午後、 生徒 達の 寝室 を 片付ける よう 

にいい つけられた のでした。 彼女 はお 姫様の 部屋の よ 

うに 美しい セ エラの 部屋 は、 一番お しまいに 片付ける 

ことにしました。 寝室 はかなり たくさんあった ので、 

それ を 片付け 終って、 セ エラの 部屋に 来た 時には、 小 

さな 足 も 痛む ばかりでした。 で、 暖かな 炉の そばに 腰 

を 下す と、 汚れた 顔に ものうげ な 微笑 を湛 えた まま、 


つ い 快い 眠りに おちて しまった のでした。 

ベッキ ィが 足の 痛くなる ほど 働き 廻って いた 間、 セ 

エラ は 舞蹈のお 稽古で 夢中に なって いました。 薔薇色 

の 服 を 着け、 黒い 髪の 上に は 薔薇の 冠 を 載せ、 まるで 

ちょうちょう 

薔薇色の 蝶 々 のように、 新しい 舞蹈の 練習 をして い 

たのでした。 習った ばかりの 足 どり で、 踊りながら 居 

間に 飛び こんで、 そして あの 眠って いる 小娘 を 見付け 

たのでした。 

「まァ ご セ エラ は 思わず 小さい 声で いいました。 「可 

哀 そうに！」 

セ エラ は、 大事な 椅子に 薄汚い 子が 掛けて いるの を 


見ても、 腹 を 立てる どころ か、 かえってべ ッ キイに 逢 

えてよ かった と 思いました。 ここに 眠って いるの は、 

セ エラの 作った お 話の 主人公で、 彼女が 眼を覚 しさえ 

すれば、 セ エラ は その 主人公のお 話 をす る こと も 出来 

るので す。 セ エラ は、 そっとべ ッ キイの 方に 歩みより 

ました。 ベッキ ィは 微かに いびき を かいていました。 

「自然に 眼を覚 して くれれば いいが ご とセ エラ は 思 

いました。 「そっと 眠らし といて あげたい けど、 ミン 

チン 先生に 見つかり でもす ると、 きっと 叱られる から 

可哀 そうだ わ。 もうち つとの 間、 そっとし といて あげ 

ましょう。」 


セ エラ は テェ ブルの 端に 腰かけて、 細い 脚 を ぶら ぶ 

ら させながら、 どうす るの が 一 番ぃ いかと、 思い まど 

いました。 今にも ァメ リア 嬢が 入って 来ない とも 限り 

ません。 そうすれば、 ベッキ ィ はきつ と 叱られる に 違 

いありません。 

「でも、 とても 疲れて いるの ね ご 

ひと かたま リ 

セ エラが そう 思った とたん、 一 塊の 石炭が 燃え 砕 

け、 炉枠 にぶつつ かって、 音を立てました。 ベッキ ィ 

は 怯えて 飛び 上り、 息 を はずませながら、 大きな 眼 を 

あけました。 ベッキ ィ はいつ の 間に か 寝て しまったの 

だと は 思いませんでした。 ちょいと 坐って、 身体 を暖 


めて いただけ なのに —— と、 ここでべ ツキ ィは、 自分 

ようせ い 

が 眼 をお 皿の ようにして、 薔薇色の 妖精み たいな あの 

評判な お嬢さんと 向き合って いるのに、 気がつき まし 

た。 

ベッキ ィは 躍り 上って、 落ち かけた 帽子 を摑 みまし 

た。 私 はとうとう 罰 を 受ける ような こと をし でかして 

しまった。 しゃあしゃあ とこの 小さい 貴婦人の 椅子の 

中で 眠ったり して、 きっと 私 はお 給金 ももら えずに、 

逐ぃ 出されて しまう のだろう。 

すす リなき 

ベッキ ィは息 もつ まるば かりに、 欷戯を はじめ ま 

した。 


「お 嬢 様、 お 嬢 様！ か、 かんにんして 下さい まし、 

どうか、 かんにんして 下さい まし ご 

セ エラ は 椅子から 飛び降りて、 ベッキ ィの そばへ 行 

きました。 

「何にも 怖い こと はない のよ ご セ エラ は 自分と 同じ 

身分の 娘に でもい うように いいました。 「ここで は、 

眠った つて ちっとも かまわな いのよ ご 

「私 は、 眠る つもりなん かちっと もなかつ たので ござ 

いますよ、 お 嬢 様。 ただこの 火が あんまり ほかほかと 

いい 気持な ので —— それに 私、 疲れて いた ものです か 

ら、 決して I! 子 かまし く 寝 こんだ わけで はな いので ^  ざ 


いますから ご 

セ エラ はふと 親しげ に 笑って、 ベッキ ィの 肩に 手 を 

かけました。 

「あなた 疲れて いたのね。 眠る の も 無理はありません 

わ。 まだ 眼が 覚め きらないんで しょうご 

ベ ツキ ィは たまげた ように セ ェ ラを 見返しました。 

ベ ツキ ィは 今まで こんな やさしい 情の 籠った 声 を 聞い 

たこと はありませんでした。 用 を いいつけられたり、 

叱られたり、 耳 を 打 たれたり ばかりし ている ベッキ ィ 

でした。 それな のに、 この 薔薇色の 舞蹈 服 を 着た お 嬢 

さん は、 同じ 身分の 娘で でも あるかの ように、 ベッキ 


ィを 見て いるので す。 そして、 ベッキ ィは 疲れる のが 

あたりまえ だ  居眠りす るの さえ あたりまえ だ、 と 

いうよう な 眼で ベッキ ィを 見て いるので す。 セ エラ は 

その 細い 柔 かな 手先 を、 ベッキ ィの 肩に のせて います。 

あじわ 

そんな こと をされ る 気持 もべ ツキ ィは、 まだ 味った 

ことがありませんでした。 

「あの、 あの、 お 嬢 様。 怒って らっしゃる のじ ゃァご 

ざいません の？ 先生 達に いいつけたり なさり ゃァし 

ません？」 

「いいえ、 そんな ことす る ものです かご 

汚れた 小娘の 顔が、 おどおどして いるの を 見る と、 


セ ェ ラは 見て いられない ほど 気の毒に なりました。 

「だって、 あなた も 私 も、 同じ 小娘 じゃァ ありません 

か。 私が あなたの ように 不幸で なく、 あなたが 私の よ 

アクシデント 

うに 幸せで な いのは、 いわば 偶然よ ご 

ベッキ ィに は、 セ エラの そういう 意味が ちっとも 解 

りませんでした。 ベ ッ キイが 『アクシデント』 だと 思つ 

ている の は、 人が 車に 鑠 かれたり、 梯子から 落ちたり、 

あのい やな 病院へ 伴れ て 行かれた りする、 そうした 災 

難の ことだった のでした。 ベッキ ィの 解らない の を 察 

しると、 セ エラ は 話題 を 変えました。 

「もう 御 弔 すんだ の？ もうしば らくこ こにいても 大 


丈夫？」 

「ここにで すって？ お 嬢 様、 あの 私が？」 

「そこらに は 誰もい ないようよ。 だから、 ほかの 寝室 

を 片付けて しまった のなら、 ちょっと ぐらい ここにい 

て もい いでしょう？ お菓子で も 一つ 上らない？」 

それから 十分 ほどの 間、 ベッキ ィ はまる で 熱に 浮か 

された ようでした。 セ エラ は 戸棚から 厚く 切った ぉ菓 

ひときれ 

子 を 一切 出して、 ベッキ ィ にやり ました。 セ エラ は、 

ベッキ ィ がそれ をが つがつ 食べる の を、 うれしそうに 

見て いました。 セ エラが 心 おきなく 話しかけ るので、 

ベッキ ィも、 いっか 怖れ を 忘れ、 思いきって こんな こ 


とまで 問う ようになりました。 

「あの、 そのお 召ね？ —— それ、 お 嬢 様の 一番い い 

お着 物？」 

「まだ こんな 舞蹈 服 はいくら も あるけ ど、 私 はこれ が 

好きな のよ。 あなた も 好き？」 

ベ ツキ ィは 感嘆の あまり、 しばらく 言葉 も 出ない よ 

うな 風でした が、 やがてび くびく した 声で いいました。 

プリンセス 

「私い つか、 宮様 を 見た ことがあ るの。 公園の 外の 

人 混に 混って 見て いると、 いい 着物 を 着た 人達が 行く 

中に、 一人 桃色 づ くめの 衣裳 をした、 もう 大人に なつ 

みやさま 

た 女の 方が あつたの。 それが 宮様だった のよ。 今し が 


た、 あなたが テ エブルに 腰かけて いらっしゃ るの を 見 

た 時、 私 は その 女の人 を 思い出し たのよ。 お 嬢 様 は 

プリンセス 

ちょうど、 その 宫様 そっくり なの だもの ご 

セ ェ ラは 一 人 ごとの ように い いました。 

「私、 時々 こんな こと を 考えた ことがある わ。 私 も 

プリンセス  プリンセス 

宮様に なりたい なァ つて。 宮様に なったら、 どんな 

プリンセス 

気持でしょう。 きっともう じき、 宮様に なった つも 

リを 始める のでし ようご 

ベッキ ィは眼 をお 皿の ようにして、 セ エラに 見 とれ 

ていました。 が、 相 変らず、 セ エラが 何 を いっている 

の だか 判りませんでした。 セ エラ は、 じき 我に かえつ 


て、 ベッキ ィに 問い かけました。 

「ベッキ ィ、 あなた この間、 私のお 話 を 聞いて いたん 

でしよう ご 

「聞いて ました ご ベッキ ィ はちよ つとまた どぎ まぎ 

しました。 「私、 聞いたり しちや ァ いけない と 思った 

ん だけど、 でも、 あのお 話、 あんまり 面白く つて、 私 

 聞くまい と 思っても、 聞かずに いられなかった 

の ご 

「私 も、 あなたに 聞いても らいたかった のよ。 誰 だつ 

て 聞きたい 人に 話して あげたい ものでしょう？ あの 

話の つづき 聞きたくない？」 


「私に も 聞かして 下さる つて？ あのお 嬢 様が たのよ 

うに？ 王子 様の こと や、 白い 人魚の 子の こと や、 お 

星 様の 飾り をつ けた 髪の こと や、 みんな 聞かして 下さ 

るので すつ て？」 

「でも、 今日はもう 時間が ないから 駄目 じゃァ ない？ 

これからお 掃除に 来る 時間 を 教えて 下されば、 私 その 

時お 部屋に いて、 少しずつ お話して あげる わ。 かなり 

長くて、 綺麗な お 話よ。 それに 私、 繰り返して 話す た 

びに、 何 かしら 新しい こと を 入れる のよ ご 

セ エラの 部屋 を 出た ベッキ ィは、 今までの 可哀 そう 

なべ ッ キイで はなくな りました。 彼女の ポケットに は、 


余分に もらった お菓子が ありました。 いかにも 満腹 そ 

うです。 そして 暖かそう でした。 彼女のお 腹を充 し、 

身体 を 暖めて くれたの は、 お菓子 や 火ば かりで はあり 

ません。 お菓子で も 火で もな く、 ベッキ ィを 養い 暖め 

て くれた もの は、 もちろん セ エラでした。 

ベッキ ィが 出て 行った あと、 セ エラ は、 テ エブルの 

端に 腰 を 下し、 椅子の 上に 脚 をのせ、 脚に 肱 をつ いて、 

それに 顎 をのせ ました。 

プリンセス 

「もし、 私が ほんとうの 宮様 だったら、 私 は 人民に 

おくりもの  ま  プリンセス 

贈物 を 撒き ちらす ことが 出来 るんだ けどな。 宮様の 

つもりに なった だけで も、 皆さんの ためにし てあげら 


れる こと は、 いろいろ ある わ。 たとえば、 ベッキ ィを 

いい 気持に してやる という こと は、 贈物 をす るよう な 

もの だ わ。 私 は、 これから 人 を よろこばす こと は、 贈 

物 をす るのと 同じ だとい うつ もりに なろう。 そうする 

と、 私 は 今、 ベッキ ィにー つの 贈物 をした ばかり だと 

いう ことになる のね ご 

六 ダイヤモンド 鉱山 

セ ェ ラ がべ ッ キイと 近づきに な つ てから しばらくの 

後、 心 を 躍らす ような ことが 起り ました。 セ エラ 自身 


胸 を 躍らした ばかりでなく、 学校 中の 生徒 も 胸 を 躍ら 

して、 それから 何 週間 もの 間、 寄ると触ると、 その 話 

ばかりし ていたと いう ほどの 事でした。 それ は、 クル 

ゥ 大尉から セ エラへ 来た 手紙の 中に 書いて あつたので 

した。 ある 日、 クル ゥ 大尉の 同窓生の 一 人が、 印度に 

訪ねて きて、 現在 採掘 中の ダイヤモンド 鉱山が、 順調 

に 行けば 非常な 利益 を 挙げる ことになるので、 クル ゥ 

大尉 もこの 事業の 仲間入り をして はどう かと、 勧めた 

の だそう でした。 何 かほ かの 事業で したら、 セ エラ 初 

め 学校の 中の 少女 達 は、 どんなに お金が 儲かる にして 

も、 あまり 気に とめずに すんだ でしよう が、 ダイヤ モ 


ンドの 鉱山 だとい うので、 『アラビア ン- ナイト』 を 聞 

いた 時の ように、 耳を聳 てた のでした。 

セ エラ は そのこと で 夢中に なりました。 で、 ァ アミ 

ンガ アド や ロッティに 説明す るた め、 地の 底の 迷 園の 

ような 道 を 描いて 見せたり しました。 その 穴 道の 中で 

は、 黒ん坊が、 そこら 中に 光って いる 宝石 を 掘り出し 

ている のでした。 

ラヴ ィニァ は、 その 話 をせ せら 笑って、 ジ エツ シィ 

にいい ました。 

「私のお 母さん は、 四百 円 もす る ダイヤモンド を 持つ 

てるのよ。 でも、 それ だって そんな 大きい 石 じ ゃァな 


いのよ。 それな のに、 ダイヤモンドの 山なん か 持って 

る 人が あると すれば、 お 金が ありすぎ て 莫迦げ て 見え 

る わご 

「セ エラさん は、 莫迦げ た ほどのお 金 持になる のか も 

しれない わね ご 

「あの 子 は、 お金が あつたって、 なくたって、 莫迦げ 

た 子 じゃァ ない の ご 

「あなた、 セ エラが 嫌いら しいの ね ご 

「嫌い じゃァ ない わ。 でも、 ダイヤモンドの 鉱山が あ 

るなん て、 私信 じられ ない わご 

「山がない とすると、 ダイヤモンド は どこから 採って 


くるので しょうね ご ジ エツ シィは くすくす笑 いなが 

らいいました。 「あなた、 ガァ トル ウドが、 何とい つた 

とお 思いになる？」 

「知らない わ。 セ エラの ことなら、 もう 聞かないでも 

いいこと よご 

「ところが、 やつば リセ エラの ことなの よ。 あの人、 

プリンセス 

この頃 宮様の つもりっての も 始めたん です つて。 ァ 

アミ ンガ アドに も、 プリンセスの つもりに なれって い 

うんだ そうよ。 でも、 ァ アミ ンガ アド は、 宮様に して 

は 肥りす ぎている から 駄目 だ つてい つてる のよ ご 

「あの 子 は、 ほんと に 肥つ ちょね。 そして、 セ エラ は 


痩せ つぼち ときて いる わご 

ジ ェ ッシィ は 吹き出しました。 

「セ エラ は、 そのつ もりになる ために は、 顔と か 持物 

とか は、 どんなで も かまわな いってい うのよ。 何を考 

え、 何 をす るかと いう ことが、 かんじん なんです つ て ご 

こじき  プリンセス 

「きっと あの人 は、 自分が 乞食で あっても、 宮様に な 

れ ると 思って るんで しょうよ。 これから、 セ エラ を 『殿 

下』 と 呼んで やりましょう かご 

煖炉の 前で、 ラヴ ィ ニァ がま だしゃべ つ ている 所へ、 

戸が 開いて、 セ エラが ロッティと 一緒に 入って 来 まし 

た。 ロッティ はまる で 小犬の ように、 セ エラの 行く 所 


へ は どこに でもつ いて 行く のでした。 

「ほら、 セ エラが 来た。 また あのい やな子 を 伴れ て ご 

ラヴ ィニァ は 小声で いいました。 「そんなに 可愛い な 

ら、 自分の 部屋の 中に 飼つ とけば いい じ やない の。 い 

まに またき つ と 吠え 出す ことよ ご 

ロッティ は 果して、 何程 もた たない うちに 吠え 出し 

ました。 セ エラ は その 時、 窓の そばで フランス 革命の 

本 を、 夢中に なって 読んで いたのでした。 で、 ロッティ 

の 喚き声 を 聞いて、 夢から 覚まされた 時には、 さすが 

にい やな 気持が しました。 本の 好きな 人 は、 誰でも そ 

うでし ようが、 セ エラ は 読書の 邪魔 をされ ると、 妙に 


腹が立って ならない 性質でした。 その 気持 をセ エラ は 

い つか ァァ ミン ガ アドに ないしょで 話した ことがあり 

ました。 

「そんな 時には、 誰かに 打 たれた ような 気がする の。 

すると、 私 も 打ち かえして やりた くなる の。 だから、 

そんな 時には、 つい 失礼な ことな ど 口走る といけ ない 

から、 大急ぎで いろいろの 事 を 思い出さなければ なら 

ない のよ ご 

すべ 

ロッティ はは じめ 教室の 床の 上 を 、にり 廻って いたの 

でした が、 とうとう 転んで 丸い 膝 をす りむいた のでし 

た。 


「たった今 お黙り、 泣 虫 坊主！ 早く 黙らない か！」 

と、 ラヴ ィニァ がいいました。 

「わたい、 泣 虫 じ やない、 泣 虫 じゃァ ない。 セ エラち や 

ァん、 セ エラち や ァんご と、 ロッティ は 金 切 声で 喚き 

ました。 

ジ エツ シィ は、 ミン チン 先生に 聞え ると 大変 だと 

いって、 ロッティに、 

「五 銭 玉 を あげる から、 お 黙ん なさい ね ご といい まし 

た。 

「五 銭 玉なん か、 欲し かァ ない！」 

そこへ、 セ エラが 本を棄 てて 飛び出て きたので した。 


「ほうら、 ロッティ ちゃん。 セ エラに 約束した の を 忘 

れ たの？」 

「あの人が、 わたい を 泣 虫って いったん だいご 

「でも 泣けば、 泣 虫になる わ。 いい 子の ロッティ ちゃ 

ん、 あなた は 泣かない つてお 約束し たんじ ゃァ ない 

の ご 

ロッティ は その 約束 は 思い出し ましたが、 それでも 

泣 声 を あげる ばかりでした。 

「わたい、 お 母 ちゃんがない ィ。 わたい、 お 母ち やん、 

これん ばかし も、 ない ィ！」 

「いいえ、 あります とも ご と、 セ エラ はに こに こしな 


がらい いました。 「もう 忘れた の？ セ エラが あなた 

の ママ だって こと を 忘れた の？ お 母 ちゃんの セ エラ 

は、 もう 要らない の？」 

ロッティ はやつ と 少し 笑顔に なって、 セ エラに 鎚リ 

つきました。 

「さ、 一緒に 窓の 所に 坐りましょう。 そして、 小さい 

声で あなた だけにお 話して あげましょう ご 

「ほんと にして くれる？ あの、 ダイヤモンドのお 山 

のお 話、 して くれる？」 

それ を 聞く と、 ラヴ ィニァ は、 

「ダイヤモンドの 山です とさ ご と 口を出しました。 


「私、 あの 意地悪の 駄々 つ 子 を、 打って やりたい わご 

セ エラ はいきな リ 立ち上りました。 セ エラ とても 

天使で はない 以上、 ラヴ ィニァ まで 愛す わけに はいき 

ませんで した。 

「あなた を こそ 打って あげたい わ。 だけど、 私 あなた 

を 打つ のなん かい や だ わ。 打って やりたい けど、 打つ 

の はよ すわ。 あなた だって、 私 だって、 もう 物が 解つ 

て もい い 年頃なん です ものね ご 

ラヴ ィニァ は、 えたり とそ こへ つけこみました。 

プリンセス 

「さようで ございま すよ、 殿下。 私共 は 宮様なん で 

ございます ものね。 少く とも 二人のう ちの 一 人 はそう 


プリンセス 

なんで ございます ものね。 ミン チン 先生 は、 宮様 を 

生徒に お持ち だから、 私達の 学校 も 今 は 有名な もので 

すね ご 

宮様の つもりになる 事 は、 セ エラに とって、 たくさ 

んの つもりの 中で、 一番 大切な ものでした。 大切な だ 

け、 人に 知られたくない つもりでした。 それ を、 ラヴ ィ 

ニァは 今、 ほとんど 学校 中の 生徒の 前で、 嘲った ので 

した。 セ エラ は 顔が ほてり、 耳が 鳴る の を 覚えました。 

彼女 は 今にも ラヴ ィニァ を 打ちそう でした が、 セ エラ 

こら  プリンセス 

はやつ とのこと で 怒 を 耐えました。 かりにも 宮様と 

呼ばれる ものが、 怒りに 駆られた りして はならない と 


彼女 は 思いました。 セ エラ は 手 を 垂れて、 しばらく 

じっと 立って いました。 口 を 開いた 時、 セ エラの 声 は 

もう 落 付いて、 しっかりして いました。 「仰し やる 通 

プリンセス  プリンセス 

リ私 は、 時 々宮様に なった つもりで いるの よ。 宮様 

プリンセス 

のつ もリ になれば、 自然 宮様の ように 立派な 振舞が 

出来る かもしれ ないで しょうご 

今までに もよ くそん な 事が ありまし たが、 ラヴ ィニ 

ァ はセェ ラに 何と 答えて いいかわ かりませんでした。 

まわ リ 

というの は、 周囲の 人達が、 何かセ エラの 方に 味方し 

ている ようだった からです。 少女 達 は、 実 をい うと、 

プリンセス  プリンセス 

皆 宮様が 好きだった のです。 で、 今 話に 出た 宮様と 


プリンセス 

いうの は、 どんな 宮様な のか それ を もっと 詳しく 知 

ろうとして、 セ エラの そばへ 寄り 集って 来ました。 

ラヴ ィニァ はやつ と 一 言、 いうべき こと を 考え出し 

ました。 が、 それ も 奇抜な ものではありませんでした。 

「ああ あ、 じ ゃァ、 あなたが 玉座に 上る 時には、 私達 

のこと もお 忘れに ならない でね ご 

「忘れる ものです かご 

セ ェ ラは それだけ いうと、 ラヴ ィ 二 ァがジ ェ ッ シィ 

と 腕 を 組んで 出て 行く の を、 黙って 見て いました。 

それ以来、 セ エラ を嫉ん でい る 少女 達 は、 何 か 辱し 

プリンセス 

めて やりたい 時に 限って、 セ エラ を 『宮様』 といい ま 


した。 また セ エラの 好きな 少女 達 は、 セ エラへの 愛の 

プリンセス 

しるしに、 セ エラ を 『宮様』 と 呼ぶ ようになりました。 

それ を 聞いた ミン チン 女史 は、 生徒の 父兄が 見えた 時、 

プリンセス  プリンセス プリンセス 

幾度 も 『宮様』 の 話 をし ました。 『宮様、 宮様』 と 

いうと、 この 塾が 何 か 貴族の 学校の ように、 お 上品に 

見える だろうと 思 つたから でした。 

ベッキ ィは、 セ エラ を 『プリンセス』 と 呼ぶ ほど ふ 

さわし いもの はない と 思いました。 彼女 はいつ かの 薄 

霧の 日 以来、 ミン チン 女史 や、 ァメ リア 嬢に 隠れて、 

セ エラと 親しくなる ばかりでした。 セ エラから お菓子 

を もらって、 屋根裏の 自分の 部屋に 帰る 時、 ベッキ ィ 


はいいました。 

「このお 菓子、 気を付けて 食べない と 大変な のよ、 お 

嬢 様。 うっかり パン屑 なんかと 一 緒に 置い とくと、 

鼠が 出て きて、 食べて しまう のよ ご 

「鼠が？」 セ エラ は 怖くな りました。 「あそこに、 鼠が 

いるの？」 

「どつ さりい ますよ、 お 嬢 様 ごべ ツキ ィは 平気でした。 

はつかねずみ 

「大鼠 や、 廿日鼠が たくさん いる わ。 ちょろちょろ 出 

やか ま 

て 来て、 うるさい けど、 慣れれば 暄 しいと も 思わない 

わ。 ただ 枕の 上 を 飛び越え たりされ ると、 いやです け 

どご 


「あら ご 

こづかい むすめ 

「何 だって 少し 慣れれば 平気になる のよ。 小 使 娘に 

生れる と、 いろんな 事に 慣れな けり ゃァ なりません よ 

油虫なん かより は、 鼠の 方が よつ ぼ どまし だ わご 

「私 もそう 思う わ。 鼠と なら、 時が たてば お 友達に な 

れる かもしれ ない けど、 油虫と なんて、 とても 仲よ く 

なれない と 思う わご 

時と すると、 ベッキ ィはセ エラの 部屋に 五分と いら 

れ ない ことがありました。 そんな 時には、 セ エラ は 

ちょっと 話して、 それからべ ッ キイの ポケットに 何 か 

を 入れて やる のが 常でした。 セ エラ はよ くべ ッ キイに 


与える ために、 量の ない 何 か 変った 食物 を 探し 歩き ま 

した。 初めて 肉饅頭 を 買って 帰った 時には、 セ エラ は 

いい もの を 見付けて きたと 思いました。 ベッキ ィはそ 

れを 見る と 眼 を 輝かせて、 

「ま ァぉ嬢 様、 これ はおい しくて、 お腹が ふくれて、 

ほんと に 結構です わ。 カステラ なんか、 それ はおい し 

いけど、 じきお 腹が すいて しまって —— お 嬢 様なん か 

に は、 おわか リ にならない かもしれ ません けど ご 

そのほかべ ッ キイの 気に入つ たの は、 牛肉の サンド 

ウイ ツチ、 巻 パン、 ボ ロニ ァ 腸 詰な どでした。 で 今 は 

ベッキ ィも、 お腹が すいたり、 疲れ はてたり する よう 


な こと はなくな りました。 石炭 函も そんなに 重い と は 

思わ なくなりました。 料理人な どに いくら いじめられ 

て も、 午後に セ エラの 部屋へ 行ける と 思う と、 辛く は 

ありませんでした。 セ エラの 顔 さえ 見る ことが 出来れ 

ば、 おいしい ものな どもらわないでも いいくら いでし 

た。 

セ エラが 十一 歳のお 誕生日 を 迎える 二三 週間 前、 印 

度の 父から 一 通の 手紙が 届きました。 手紙 を 見る と、 

父が いつもの ような 子供ら しい 元気に 充 ちて 書いた の 

ではない という ことが、 セ エラに はわ かりました。 父 

は 身体が あまりよ くないら しいので した。 ダイヤ モン 


せわ 

ド 鉱山の 仕事が 忙しす ぎる のに 違いありませんでした。 

手紙に は、 こう 書いて ありました。 

「セ エラよ、 お父さん は、 知っての 通り 事務家で はな 

い。 数字 や、 書類 は ひどく 私 を 苦しめる。 熱が あるせ 

いだろう、 夜中まで 寝られないで、 よろよろ 歩き 廻つ 

ている。 やっと 寝つ いたかと 思う と、 いやな 夢ば かり 

だ。 私の 小さい 奥さんが そばに いて くれたら、 きっと 

何 かよい 忠告 を して くれる にちがいない と 思う。 き つ 

と 何 かい つ て くれる だろう ねェご 

セ エラ はませ た 様子 をして いたので、 父 はよ く 

じょうだん 

戯談に 『小さな 奥様』 と 呼んで いたのでした。 


父はセ エラの 誕生日の ため、 パリィに 新しい 人形 を 

あつらえた のでした。 その 人形の 衣裳と いったら 大し 

たもので した。 父はセ エラに、 人形の 贈物 は 好ましい 

かどう かと 訊ねて 来ました。 それに 出した セ エラの 返 

事 は、 なかなか ふるった ものでした。 

「私 は、 だんだん 年 をと つてき たので、 またお 人形 を 

戴く まで 生きて いられない だろうと 思います。 だから 

今度 戴く お 人形 は、 最後のお 人形と なる でしよう。 そ 

う 思う と、 何だか いろいろ 考えさせられます。 出来る 

なら 『最後の 人形』 という 題の 詩で も 作りたい のです 

が、 でも、 私に は 詩 は 書け ません。 幾度 も 書いて みた 


のです が、 吹き出す ような ものば かりし か出来ません 

でした。 詠んで みても、 ワッツ や、 コル リッジ や、 シェ 

イクス ピアの ように 美しく は 聞えない のです。 どんな 

お 人形 も、 エミ リイの 代りに はなり ません。 が、 今度 

下さる 『最後のお 人形』 は 十分 大事に する つもりです。 

皆さんが き つ と 大騒ぎな さるでしょう。 人形の きらい 

な 子なん てありません もの。 もっとも 十五く らいの 方 

達 は、 もう 大きくな つたから、 お 人形と なんか 遊ばな 

いという ような 顔 をして おいでで すが、 その 方 達 だつ 

て、 好きで ない わけはな いのです ご 

印度の バンガ ロウに この 手紙の 着いた 時、 クル ゥ大 


尉 はちょう ど 割れそう な 頭痛に 苦しめられて いたので 

したが、 手紙 をよ むと、 幾 十日 目 かで 思わず 笑い出し 

ました。 

「あの 子 は 一年 ごとに 面白くな つてく る。 神様、 どう 

かこの 仕事が ひとりでに 片付いて、 私が 自由に あの 子 

の 所へ 飛んで 行ける ようにして 下さい。 たった今、 あ 

の 子の 腕が 私の 首に まきついて くるとしたら、 そのた 

めに は 何でも あげる。 どんな もので も あげる ご 

セ エラのお 誕生日 は、 大げさに 祝われる ことにな り 

ました。 贈物の 函は、 飾った 教室で、 皆の 目の前で 開 

けられ、 その後で、 ミン チン 先生のお 部屋で 御馳走が 


ある はずでした。 その 日が 来る と 学校の 中 は 妙に そわ 

うち 

そわと してお リ ました。 朝の 中 は 皆 夢中に なって 飾り 

つけ をし ました。 

その 朝、 セ エラが 居間に 入って 行く と、 テ エブルの 

上に、 褐色の 紙に 包んだ、 小さな ふくれ 上った ものが 

置いて ありました。 誰から 贈られた の だか、 セ エラに 

はたいて いわかって いました。 そっとと いてみ ると、 

中 は 針 さしでした。 あま リ 美しく もない 赤 フランネル 

に、 黒い ピンが 『お目出度う』 という 字の 形に 並んで 

ささ つ ていました。 

「 一 生 懸命 こしらえて くれたの だ わ。 あんまり うれし 


くて、 何だか 悲しい ような 気がする わご 

が、 針 さしの 下に 着けて ある 名刺 を 読んだ 時には、 

セ ェ ラは 何だか 狐に つままれ たような 気がしました。 

名刺に はきれ いな 文字で、 『ミス • ァメ リア • ミン チン』 

と 書いて ありました。 

「ァメ リアさん です つて？ そんな はず はない わご 

セ エラが 名刺 を 見ながら、 そういって いると ころへ、 

扉 を そっと 押して、 ベッキ ィが顔 を 出しました。 

「それ、 お 気に入って？ お 嬢 様 ご 

「気に入らない はずが ある ものです か。 ベッキ ィ さん、 

あなた 何から 何まで 自分で 作つ て 下す つたの ね。」 


ヒステリック 

ベッキ ィは 神経 的に、 しかし うれしそうに、 鼻先で 

笑いました。 眼 は うれし さの あまり 潤んで いました。 

「フランネルの 古 切なんで すけ どね、 お 嬢 様に 何 かさ 

し 上げたい と 思って、 幾晚も 幾晚も かかって こさえ た 

んで すの。 お 嬢 様 はきつ とそれ を、 糯 子の 地へ ダイヤ 

モ ンドの ピンが ささ つ たつ もりに な つ て 下さる と 思 つ 

たから。 わたし だって、 そのつ もりで こさえ ていたの 

よ。 それから、 その 名刺 はねえ、 お 嬢 様。 それ、 私 

ごみばこ 

塵箱から 拾って 来たんだ けど、 いけなかった かしら？ 

ァメ リアさん が棄 てた 名刺な の。 わたし、 名刺なん て 

持って ないし、 名刺が なくち や ァ ほんとの 贈物に なら 


ない と 思った もんだ から —— それで、 ァメ リアさん の 

をつ けて あげたの よご 

セ エラ はべ ッ キイに 飛びつ いて、 ひしと 彼女 を 抱き 

しめました。 なぜか、 妙に 喉の つまる 気がしました。 

「ベッキ ィ ちゃん ご セ エラ は 一種 変った 笑い 方 をし 

ました。 「私、 ベッキ ィ ちゃんが 大好きよ。 それ は そ 

れは 好き！」 

「ま ァぉ嬢 様。 もったいな いわ、 お 嬢 様。 そんなに し 

ていた だくよう な 贈物で もない のに。 あの、 —— あの 

フランネル は 古物 だし ご 


七 その後の ダイヤモンド 鉱山 〔# 「ダ 

ィャ モンド 鉱山」 は 底本で は 「ダ トャ モンド 鉱山 匕 

お 誕生日の 午後、 セ エラ は 着飾った ミン チン 先生に 

手 を 引かれ、 先頭に 立って、 柊で 飾られた 教室に 入つ 

て 行きました。 セ エラのう しろに は、 『最後の 人形』 の 

しもべ 

箱 を 持った 僕が 続きました。 次 は 第二の 贈物の 箱 を 

持った 女中、 それから さっぱりした 前掛を 掛け、 新し 

い 帽子 を 被った ベッキ ィが、 やはり 贈物の 箱 を 持って 

つ いてきました。 

ぎ ようさん 

セ エラ はほんと うは、 そんな 仰山な 真似 はした く 


なかった のでした が、 ミン チン 先生 は わざわざ セ エラ 

を 自分の 部屋に 呼んで、 自分と 一緒に 行列の 先頭に 立 

てと 仰し や つたので した。 セ ェ ラが ぎょうぎょうしく 

教室に 入って 行く と、 上級の 少女 達 は 肱 をつ きあい ま 

した。 小さい 少女 達 はた だ 嬉しそうに ざわざわ いいは 

じめ ました。 それ を 見る と、 セ エラ は 何となく 気 はず 

かしくなる のでした。 ミン チン 先生 は 

「皆さん、 静かに なさい ご と 一 応 注意して から、 

しもべた ち 

僕達 に 向つ て、 

「ジェ —ムス、 その 箱をテ エブルの 上に 置いて、 蓋 を 

お開けなさい。 ェム マ、 お前の は 椅子の 上に お置きな 


さい。 それから、 ベッキ ィ！」 と 急に きびしい 口調で 

いいました。 ベッキ ィ はちょう ど ロッティと 眼 を 見合 

せながら、 にゃにゃして いると ころで したので、 ミン 

チン 先生の 尖った 声 を 聞く と、 びっくりして 一種 滑稽 

なお 辞儀 をし ました。 それ を 見る と、 ラヴ ィニァ や 

ジ ェ ッシィ はくす くす 笑い出しました。 

わきみ 

「傍見なん かしてち ゃァ いけません。 その 箱 を 下に 置 

くんです よ。 それが すんだら、 お前 達 は 向う へ 行 くん 

です よご 

僕と 女中が 退いて しまう と、 ベッキ ィは 思わず テェ 

ブルの 上の 箱の 方へ 首 を 伸しました。 青糯 子で 出来た 


何 かが、 薄い 包紙の 皺の 間に、 透いて 見えました。 

「あの、 ミン チン 先生 ご とセ エラ は 突然い いました。 

「ベ ッ キイさん だけ は、 もうち よ つとの 間、 ここにいて 

もい い で ござ いましょう？」 

「ベッキ ィ なんか を、 どうして ここに 置く のです ご 

「でも、 あの 娘 だって 贈物 を 見たい でしよう から。 あ 

の 娘 だって、 私達と 同じ 小さい 女の子な のです もの。」 

「ま ァ、 セ エラさん、 ベッキ ィは 下女です よ。 下女な 

んて —— あなた 方の ような お嬢さんと は 身分が 違い ま 

すご 

ミン チン 女史 は、 今までに  一 S も、 ベ ツキ ィを セェ 


ラ達 と比べて 考えて みた 事はありませんでした。 女史 

の 考えに 従えば、 小 使 娘な どと いう もの は、 石炭 を 運 

ん だり、 火 をお こしたり する 機械で しかなかった ので 

した。 

「でも 私、 ベッキ ィ だって、 私と 同じ 女の子 だと 思い 

ます。 今日は 私のお 誕生日で すから、 私のお 願い を か 

なえて、 あの 娘 を よろこば してやって 下さいません 

ゝ o  _ 

力 」 

「じ ゃァ、 今日は 特別に 許して あげましょう。 レべ 力、 

お前 セ ェ ラ さんに お礼 を 仰し や いご 

この 話の 間、 ベッキ ィは、 部屋の 片隅に しりごみし 


ながら、 前 掛の縁 をい じくって いました が、 ミン チン 

女史に そうい われます と、 ひょこひょこ 出て きて お 辞 

儀 をし ました。 彼女 は 思うよう にお 礼の 言葉 もい えま 

せんので した。 

「ほんと に、 どうも、 お 嬢 様。 もう うれしく つて、 私 

はお 人形が 見たくて たまらなかった の。 ありがとう ご 

ざいます。 それから、 先生、 ありがとう ございま すご 

「あっちの 隅に 立って お出で ご ミン チン 先生 は 出口 

の 方 を さしてい いました。 

「あんまり 皆さんの そばに 寄つ ちゃ ァ いけない よご 

ベ ツキ ィは にゃにゃ 笑いながら その 隅へ 退きました。 


どんな 隅に でも 居残る こと を 許された の は、 台所で 胸 

を わくわく させて いるより、 どんなにい いかしれ ませ 

ん でした。 ミン チン 先生 はやが て 一 ッ 咳払い をして、 

そうしてい いました。 

「皆さんが たにち よ つ と 申し上げて おきた い ことがあ 

ります。 御存じの 通り、 セ エラさん は 今日 十一 歳に な 

られ ました ご 

「ひいきの セェ ラ嬢だ ご と、 ラヴ ィ 二 ァ がそ つ と 囁き 

ました。 

「あなたがたの 中に も、 もう 十一に なられた 方が 五六 

人 は あるでしょう。 が、 セ エラさん のお 誕生日 は、 そ 


れらの 方々 のお 誕生日と は、 少し 意味が 違います。 と 

いうの は、 セ エラさん はもう 少し 大きくな ると、 非常 

な 財産 を 相続な さるから です。 その 時が 来たら、 セェ 

ラ さん は、 世の中の ためになる ように、 そのお 金を使 

わなければ ならない と 思います ご 

「ダイヤモンド 鉱山の ことか ご とジ エツ シィは 小声 

でい つて、 忍び笑い をし ました。 

セ ェ ラは 先生の いう こと を 聞いて いたわけ では あり 

ませんで したが、 青 鼠色の 眼で じっと 先生 を 見て いる 

と、 何となく くわつ として 来る の を 覚えました。 先生 

がお 金の こと を 話して いると 知る と、 私 は あの 先生が 


好きだつ たためし はない というよ うな 気持に なり まし 

た。 子供の くせに、 大人 を 憎む なんて、 生意気な こと 

だと は 解って いました が。 —— 

ミ ン チ ン 女史 は 訓話 を 続け ま した。 

「クル ゥ 大尉が、 セ エラさん を 印度から 伴れ て 来て、 

じょうだん 

私に 預けた 時、 大尉 は戯談 らしく こうい われました。 

『先生、 私 はこの 娘が 近い将来に 大変な 成金になる の 

だと 思う と 心配です。』 で、 私 は 大尉に こうお 答え 申し 

上げた のです。 『私の 教育 は、 お 嬢 様の 財産の 飾りと 

なる ような もので なければ なりますまい。』 と。 今セ 

エラさん は、 学校 中で 一番よ くお 出来になる 生徒さん 


まこリ 

です。 セ エラさん の フランス語 や 舞踏 は、 学校の 誇 

と 申さねば なりません。 それに セ エラさん のお 行儀 は、 

プリンセス . セ エラと 呼ぶ に ふさわしい ほど、 非の 打 

ち どころ がありません。 セ エラさん は 今日、 皆さんに 

対する 愛情の しるしと して、 このお 茶の 会 を 開く こと 

にな さった のです。 皆さん はセ エラさん の 物惜しみし 

ない 気持 を、 きっと うれしく お思いになる ことと 存じ 

ます。 その しるしに 皆さん、 大きい 声で 『セ エラさん、 

ありがとう。』 と 仰し やって 下さい ご 

皆 は、 いっか セ エラが 初めて 来た 時の ように、 いつ 

せいに 立ち上って、 


「セ エラさん、 ありがとう ごとい いました。 ロッティ 

など は、 いいながら 高く 飛び 上った ほどでした。 セェ 

はず 力 

ラは羞 しそうに もじもじして いました が、 やがて 裾 

をつ まんで、 優雅な 礼 をし ました。 

「皆さん、 ようこそ お出で 下さいました ご 

「セ エラさん、 よく 出来ました ご と ミン チン 先生 は褒 

プリンセス 

めました。 「まるで 宮様が 人民から 『万歳』 を あびせ 

かけられた 時と そっくりです。 ラヴ ィニァ さん、 今 あ 

いびき 

なた は 鼾の ような 声 をた てました ね。 セ エラさん が 

嫉 ましい のなら 嫉 ましいで、 もう 少し 上品に、 嫉 まし 

さ を 表したら いいでしょう。 さ、 皆さん は 何でも 好き 


な こと をして お遊びな さいご 

うしろ  ドア 

先生 の 背後に 扉が 閉さ れるゃ 否や、 少女 達 はま る で 

呪文 を 解かれた ように、 椅子から 飛び出して、 箱の 

まわり 

周囲に 龃け 集りました。 セ エラ もうれ しそうに、 箱の 

一 っを視 きました。 

「これ は、 きっと 本よ。」 

すると、 ァ アミ ンガ アド は 

「あなたの パパ も、 お 誕生日に 本 を 下さる の？ 私の 

パパと ちっとも 違わない のね。 そんな もの 開ける のお 

よしなさい よご 

「でも、 私 は 本が 大好きな のよ ご 


『最後の 人形』 は 実に 見事な ものでした。 少女 達 は そ 

れを 見る と、 声 を あげ、 息 もつ まる ほど 喜びました。 

「ロッティと 大してち がわない くらいね ご 

いわれて ロッティ は 手を叩き、 笑い こけながら 踊リ 

廻りました。 

「まるでお 芝居に でも 行く ように 盛装して いるの ね ご 

と、 ラヴ ィニァ までい いました。 「外套に は貂の 毛皮 

が ついている わご 

「あら、 オペラ. グラスまで 持って てよ ご とァァ ミン 

ガ アド は 前 へ 出て きました。 

「トランク も ある わ。 開けて みましょう よご 


セ エラ は 床に 坐って、 トランクの 鍵 を 外しました。 

懸子 がー つ はずされる ごとに、 いろいろの 珍しい もの 

が 出て きました。 たとえば レ エスの 衿 飾 や、 絹の 靴下、 

それから 首 飾 や、 ペルシャ 頭巾の 入った 宝石 函、 長い 

海獺の マツ フゃ 手套、 舞踏服、 散歩 服、 訪問 服、 帽子 

や、 お茶 時の 服 や、 扇な どが、 あとからあとからと 出 

てく るので した。 

セ エラ は 無心に ほほえんで いる 人形に、 大型の 

黒 天鵞絨の 帽子 を かぶせて やりながら、 こういい まし 

た。 

「ことによると、 このお 人形に は 私達の いっている こ 


とが 解る のか もしれ ない わね。 皆さんに ほめられて、 

得意に なって いるの かもしれ ない わね ご 

すると、 ラヴ ィニァ は 大人ぶ つてい いました。 

「あなた は、 いつも あり もせぬ ことば かり 考えて いる 

のね ご 

「そり ゃァ そうよ。 私 空想 ほど 面白い もの はない と 思 

うわ。 空想 はまる で 妖精の ような ものよ。 何 か を 一 生 

懸命に 空想して いると、 ほんとうに その 通りに なって 

くるよう な 気がする ものよ ご 

「あなた は 何でも 持って いるから、 何 を 空想し ようと 

御 勝手よ。 でも、 万一 あなたが 乞食に なって 屋根裏に 


住む ようになる としたら、 それでも あなた は、 空想し 

たり、 つもりに なったり して いられる でしよう かね ご 

「私き つ と 出来る と 思う わ。 乞食 だ つ て 空想したり、 

つもりに なつたり 出来ない こと はない と 思う わ。 でも、 

辛い こと は、 辛いで しょうねえ ご 

そのと たんに、 ァメ リア 嬢が 入って 来ました。 セェ 

ラは あとで 思い返して、 ほんとうに 不思議な とたん 

だった とよく 思いました。 

「セ エラさん、 あなたのお 父 様の 代理人の バァ ロウ さ 

ん がいら し つ て、 ミン チン 先生と お 二人き りで 御 相談 

なさらねば ならな い ことがある そうです から、 あなた 


がた は 客間に 行って、 御馳走 を 食べて らっしゃい。 そ 

の 間に 姉 は、 この 教室で バァ ロウさん とお 話 を 済ます 

でしよう から ご 

御馳走と 聞いて、 皆 は 眼 を 光らせました。 ァメ リア 

嬢 は 皆 を 並ばせ、 セ エラ を 先頭に 立てて、 客間の 方へ 

出て 行きました。 あとに は、 あの 『最後の 人形』 だけ 

おびた だ 

が、 夥 しい 衣裳と ともに 教室に 残されて いました。 

ベッキ ィ だけ は、 御馳走 をいた だく こと も 出来ない 

と 思いました ので、 悪い ことと は 知りながら、 ちょつ 

と あとに 残って、 美しい 人形 や、 衣裳 を 眺め 廻して お 

りました。 ちょうどべ ッ キイが そっと マフ を 摘み 上げ 


それから 外套 を 手に 取って 見て いる 時でした。 ベッキ 

ィは ミン チン 女史の 声が、 戸の すぐ 外にす るの を 聞き 

震え 上って、 テ エブルの 下に 身 を 隠しました。 

ミン チン 女史 は、 骨張った 体つ きの、 小柄な 紳士 を 

伴れ て 入って きました。 紳士 は 何 か 落ちつかない 風で 

した。 ミン チン 先生 も 確かに 落ちつい ていたと はいえ 

ません。 彼女 はいらい らした 顔つきで、 この 小柄な 紳 

士を 見つめました。 

「バァ ロウさん、 どうかお 掛け 下さい ご 

バァ ロウ 氏 は、 すぐに は 腰 を 下しませんでした。 氏 

は、 そこらに 散らばつ ている 人形 や、 人形の 小道具に 


眼を惹 かれて いるよう でした。 彼 は 眼鏡 を かけ 直し、 

何 か 咎め だてる ように、 それらの もの を 見詰めました。 

『最後の 人形』 は、 そんな こと は、 一 向 無頓着に、 ただ 

ま つ すぐ 

真直に 立って、 彼 を 見返して いるば かりでした。 

「千円 はする だろう な。 皆 高価な 材料で 出来て いるし、 

しかも パリィ 製 だからな。 あの 若僧 は、 めちゃくちゃ 

に 金を使つ ていたと みえるな ご 

ミン チン 女史 はむかむ かとしました。 バァ ロウ 氏 は、 

いくら 代理人で も、 クル ゥ 大尉の する ことに、 さし 出 

がましい こと をい う 権利 はない はずです。 ミン チン 女 

史は、 セ エラと セ エラの 学校の ために、 惜しげ なくお 


金 を 出して くれる、 大事な クル ゥ 大尉の こと を、 悪く 

いわれたくなかった のでした。 

「バァ ロウさん、 失礼です が、 どうして、 そんな こと 

を 仰し やる のです かご 

「十一になる 子供の 誕生祝いに、 こんな もの を 贈るな 

んて、 まったく 気違い じみて いる じゃァ ありません 

ゝ o  _ 

力 」 

「しかし、 クル ゥ 大尉 は 財産家で いらっしゃる じゃァ 

ありません か。 ダイヤモンド 鉱山 だけで も —— 」 

バァ ロウ 氏 は、 くるりと 女史の 方へ 向き 直りました 

「ダイヤモンド 鉱山なん て、 そんな もの、 ある もので 


すか。 そんな もの は、 あつたた めし もない ご 

ミン チン 女史 は、 たちまち 椅子から 立ち上りました 

「え？ 何と 仰 しゃいます？」 

バァ ロウ 氏 は、 意地悪く 答えました。 

「とにかく、 そんな もの は、 なかった 方が よかった く 

らいです ご 

「なか つ た 方が よか つたって？」 

ミン チン 女史 は、 椅子の 背 をし かと 摑んで 叫び まし 

た。 何 か 素敵な 夢が 消えて 行く ような 気がしました。 

「ダイヤモンド 鉱山な どと いう もの は、 富よりも 破産 

を 意味す る 場合が 多い ものです。 事業に 明るくない 人 


うち 

が、 親友の 手の 中に まるめこまれて、 その 親友の 鉱山 

に 投資す るなん て、 大間違いです。 死んだ クル ゥ 大尉 

にしても  」 

今度 は、 ミン チン 女史が 皆まで いわせませんでした。 

「死んだ 大尉です つて？ まさか、 あなた は クル ゥ大 

尉が —— 」 

「大尉 は 亡くなられました。 事業が 面白くな いところ 

へ、 マラ リャ 熱に 襲われて 亡くなられ たのです ご 

ミン チン 女史 は、 どか リと腰 を 落しました。 女史 は 

ぼんやりして しまいました。 

「面白くな か つたと 申す の は？」 


「ダイヤモンド 鉱山が です。 大尉 は その 親友の ために 

も、 破産の ために も、 悩まれた ようです なご 

「破産です つて？」 

「一文な しに なられた のです。 大尉 は 若い くせに 金が 

ありすぎ る くらいだ つたので したが、 その 親友が ダイ 

ャ モンド 鉱山に 夢中に なって、 大尉の 金まで すっかり 

その 事業に 注ぎ こんで しまった のでした。 親友が 逃げ 

たと 聞いた 時には、 大尉 はもう 熱病に とりつかれ てい 

ました。 おそろしい 打撃だった に 違いありません。 大 

尉 は昏々 と 死んで 行きました。 娘の こと を 口走りな が 

ら —— が、 その 娘の ために は、 一文 も 残さずに ご 


ミン チン 先生 は、 それで やっと 事情 をのみ こむ こと 

が 出来ました。 こんな ひどい 目にあつ たの は 初めてで 

した。 お 自慢の 生徒と、 お 自慢の 出資者が、 一 度に 模 

範 学校から、 浚い 取られて しまった のです。 女史 は 何 

か 盗まれた ような 気がしました。 クル ゥ 大尉 も、 セェ 

ラも、 バァ ロウ 氏 も、 皆 悪い の だとい うような 気がし 

ました。 

「じ ゃァ、 あなた は、 大尉が 一 文 も 残さずに 死んだ と 

仰し やる のです ね。 つま リ、 セ エラに は 財産がない。 

あの 娘 は 乞食 だ。 お金 持になる どころ か、 食いつ ぶし 

として、 私の 手に 残された の だと 仰し やる のです ね ご 


バァ ロウ 氏 は、 抜 目の ない 事務家で したので、 もう 

ここらで 自分の 責任 を 果してし まった 方が いいと 思い 

ました。 

「乞食と して 残された に 違いありません。 また あなた 

の 手に 残された のに も 違い ございません。 他に 身より 

と いう もの はない ようです からな ご 

ミン チン 女史 は 急に 歩き 出しました。 女史 は 今にも 

部屋から 飛び出して、 今た けな わな 祝宴 を やめさせ 

てし まおうと 思 つ ている ようでした。 

「莫迦に している。 あの 子 は 今 私の 部屋で、 私のお 金 

で、 御馳走 をして いるの だ ご 


「そり ゃァ その 通りです なご バァ ロウ 氏 は 平気で い 

いました。 「我々 代理人 は、 もう 何の 支払い も 出来 ま 

せんから な。 クル ゥ 大尉 は、 我々 への 支払い もせずに 

死んで しまいました。 それ も、 かなりな 額だった ので 

すご 

ミン チン 女史 は、 ますます 不機嫌に なって、 ふり 返 

りました。 こんな 災難が ふりかかろうと は、 今の 今 ま 

では、 夢にも 思わない ことでした。 

「私 は、 あの 娘の ために、 どんなにお 金を使つ たって、 

きっと 払って くれる こと を、 信じき つていた のです。 

あの 莫迦々々 しい 人形の 代 も、 衣裳の 代 も、 皆 この 私 


が 立て かえて おいた のです。 あの 子の ためなら、 何で 

も 買って やってくれ、 といわれて いたのです からね。 

あの 子 は 馬車 も 持って いるし、 小馬 も 持って いるし、 

女中 もっけて ある。 この 前の 送金が あってから こっち 

は、 私が みんな その 費用 を 立て かえて いるので すよ ご 

バァ ロウ 氏 は、 それ 以上 ミン チン 女史の 愚痴 話 を 聞 

こうと しません でした。 

「これ 以上 は、 もうお 支払いな さらん がいいでしょう。 

あの 御令嬢に 贈物 をな さる 思 召しなら 別です がな ご 

「です が、 私 は、 この 際どう したら いいので しょうご 

女史 は、 バァ ロウ 氏に 処置 をつ けても らうの が あた 


り まえ だとい うように、 訊ねました。 

「どうす る も、 こうす る もないです な。」 バァ ロウ 氏 は 

眼鏡 をた たんで、 ポケットに 入れました。 「クル ゥ大 

尉 は 死んで しまったと。 子供 は 食いつ ぶしに なって し 

まった と。 あの 娘に ついて 責任の ある ものが あると す 

れば、 あなたぐ らいな ものです なご 

「何で、 私に 責任が あると 仰し やる のです。 そんな 責 

任 は、 断然お ことわり します ご 

ミン チン 女史 は、 立腹の あまり 蒼白くな リ ました。 

バァ ロウ 氏 は 立ち かけて、 気のない 声で いいました。 

「あなたが、 責任 をお 持ちに なろうと、 お持ちになる 


まいと、 私 はこの 際どう する こと も 出来ません。 こん 

な ことにな つて、 お気の毒と は 存じて おります がご 

「それで、 私に あの 娘 をお しっけた おつもりなら、 大 

だま 

間違いで すよ。 私 は 泥棒に あつたの だ、 欺され たんだ。 

あの 娘 は、 おもてに 追い出 してやる ばかり だ ご 

バァ ロウ 氏 は、 平然と 戸口に 立って いいました。 

「私なら、 そんな こと はしません な。 世間の 眼に よく 

見える はずはありません からね。 この 学校に 関して 悪 

い 評判が たつば かりでしょう からね。 それよりも いつ 

そ、 あの 子 を 養って おいて、 役に立てたら いかがです。 

なかなか 利口な 子 だから、 大きくな りさえ すれば、 あ 


の 子から うんと しぼれます ぞご 

「大きく ならない うちに だって、 うんと しぼりとって 

やる から ご 

「確かに しぼれる でしよう。 では、 さようなら ご 

バァ ロウ 氏 は、 皮肉に 笑って お辞儀 をしながら、 戸 

を 閉めて 去りました。 ミン チン 女史 は、 しばらく 突つ 

立った まま、 閉 された 戸 を 睨んで おりました。 男の 

いった こと はほんと うだと、 彼女 は 思いました。 もう 

どうす る こと も 出来ない のです。 今まで 一 番 大事な 生 

徒だった セ エラ は、 いきなり 乞食 娘に なって しまった 

のです。 今まで セ エラの ために 立て かえた お金 は、 も 


う 戻しても らう 術 もな いのです。 

ふと、 宴会場に あてた ミン チン 女史の 部屋から、 わつ 

という 歓声が 聞え て 来ました。 この 宴会 だけで も 中止 

して、 そのために 使った お金 を 取り戻そうと、 女史 は 

思いました。 が、 女史が その 方へ 立ち かけた とたんに、 

ァメ リア 嬢が 戸 を 開けて 入って 来ました。 ァメ リア 嬢 

は 姉の ただならぬ 様子 を 見る と、 思わず あとじ さりし 

ました。 

「姉さん、 どうしたの？」 

姉 は、 咬みつ くような 声で いいました。 

「セ エラ . クル ゥは どこに いる？」 


「セ エラ？ セ エラ は 子供達と 一緒に、 姉さんのお 部 

屋 にいる のにき ま つ てます わご 

「あの 子 は、 黒い 服 を 持って るかい？」 

「え？ 黒い 服？」 

「たいていの 色の 服 は 持って るよう だけど、 黒 いのは 

あつたか しら、 というんだ よご 

ァメ リア 嬢 〔# 「ァメ リア 嬢」 は 底本で は 「サメ リア 嬢 匕 

まっさお 

は 真 蒼に なりました。 

「黒い のはないでしょう。 あ、 ある わ。 でも、 あれ は 

もう 丈が 短す ぎる わ。 古い 黒 天鵞絨の 服で、 あの 子が 

小さい 時 着て いたのです わご 


「あの 子に そういって おくれ、 早く その 大 それた 桃色 

の 服 を 脱いで、 短くても 何でも、 その 黒い 服 を 着ろ つ 

て。 いい 着物 どころ の 騒ぎ じ ゃァな いんだから ご 

「まァ 姉さん、 何事が 起きた の？」 

「クル ゥ 大尉が 死んだ のさ。 一文な しで 死ん じ やった 

の だよ。 あの 気まぐれな 我儘 娘 は、 私の 居候に なった 

わけさ ご 

ァメ リア 嬢 は、 手近の 椅子に どか リと腰 を 下し まし 

た。 

「莫迦々々 しい。 私 は あの 子の ために 何千 円って お金 

を 使って しまったん だよ。 もう 一 銭 だって 返しち ゃァ 


もらえな いんだ。 だから、 早く あいつのお 誕生祝いな 

んか 止めて しまわなければ。 すぐ 着物 をき かえろ つて 

いってお くれ ご 

「あの、 あたし、 もう 少した つてから じゃァ いけ ませ 

ん？， - 

「たった今 行って 話せと いって るんだ よ。 何 だい、 鵞 

鳥みたい な 眼つ きをして さ。 早くお いでったら ご 

ァメ リア 嬢 は、 鵞鳥と 呼ばれる ことに は 慣れき つて 

いました。 鵞鳥み たいな 人間 だから こそ、 いやな こと 

ばかり いいつけられ るの だと、 自分で も 思って いたく 

らいでした。 でも、 子供達の よろこんで いる 最中に 出 


て 行って、 その 会の 主人公で ある セ エラに、 お前 はも 

う 乞食に なり 下った の だ、 父の 喪の ため ちんち くりん 

の 黒い 服に 着かえなければ いけない、 というの は、 何 

だかい やで なりませんでした。 

ハ ンケチ 

ァメ リア 嬢 は 眼の 赤くなる ほど、 手 巾で こする と、 

黙って 姉の いる 部屋から 出て 行きました。 妹が 出て 

行って しまう と、 ミン チン 先生 は、 思わず 大きな 声で 

ひと リ ごと 

独 言 をい いながら、 部屋の 中 を 歩き 廻りました。 こ 

の 一年間、 ダイヤモンド 鉱山の こと は、 ミン チン 女史 

にいろい ろの 未来 を 想わせて いたのでした。 ダイヤ モ 

ンド 鉱山の 持主が 助けて くれれば、 株で お金 を 儲ける 


こと も 出来る と 思って いたのでした。 が、 今 はお 金 儲 

けの 代りに、 自分が セ エラの ために 使って 失く したお 

金の こと を 考えなければ ならない のでした。 

クウ イン 

「ふん、 セ エラ 女王 殿下 か。 あいつ は、 まるで 女王で 

でも あるかの ように、 したい 放題に ふるまつ ていたの 

だ ご 

そういいながら、 女史 は 腹立たしげ に、 部屋の 隅に 

かたわら 

ある テ エブルの 傍 を 掠め 過ぎようと しました。 と、 

すすりなき 

テ エブル 掛 のかげ から、 急に 欷歐 の 声が 響き 出て 来 

びっくり  あし み 

るのに 吃驚して、 思わず 一歩 身 を ひきました。 

「どうしたと いうんだろう。」 


すすり泣く 声が また 聞え たので、 女史 は 身をかがめ 

て、 テ エブル 掛を 捲り 上げました。 

「こんなと ころで、 立ち聞きし ていたな。 さっさと 出 

ておいで ご 

這い 出して きたの はべ ッ キイでした。 ベッキ ィは泣 

こら  まっか 

き 声 を 出すまい と 耐えて いたので、 真紅な 顔 をして い 

ました。 

「あのう、 御免下さい。 私 悪い と は 思った のです けれ 

ど。 でも、 私、 お 人形 を 見て いたんで すの。 そこへ、 

奥様が 入って いらし つたので、 私 吃驚して、 この 中に 

隠れて しまったんで すの？」 


「じ ゃァ お前 は、 そこで 初つ から 立ち聞き をして い 

たわけ だね ご 

「いいえ、 奥様。 立ち聞きす るつ もりなん ぞ あり ゃァ 

しません。 見つからずに 逃げ出せる ものなら、 逃げ出 

そうと 思った のです けど、 とても 駄目 だと 思いました 

から、 仕方なし に、 ここに 隠れて いたんです。 立ち 聞 

きなんて する つもり、 ちっともな かったんです けど、 

でも、 聞え たんだから 仕方ありません ご 

ベッキ ィは、 おそろしい 奥様が 目の前に いると いう 

こと も 忘れた かの ように、 わつ と 泣き出しました。 

「お、 お、 奥様。 わたし 叱られる と 知っても 申さずに 


はいられません。 わたし、 あの セ エラ 様が ぉ可哀 そう 

で、 ぉ可哀 そうで  」 

「出て 行きな さいご 

「ええ、 まいります。 でも、 ちょっと わたし 奥様に 伺 

いたい ことがあ るんで ございま すの。 セ エラ 様 は、 あ 

ん なに 御 不自由な く暮 してお いでだった のに、 これ か 

ら、 女中な しで はどうす る こと も 出来ないでしょう。 

ですから、 もしなん でしたら、 わたしに お 勝手の 御用 

がすんだ 後で、 あの方の 御用 をして あげさせて 下さい 

ません か。 出来るだけ 早く 片付け ますから ご ベッキ 

ィは 更にす すりあげながら、 「奥 康、 セ エラ 康は、 お 可 


プリンセス 

哀 そうで ござ います わね。 宮様 とさえ いわれ てら 

しったの にご 

ミン チン 先生 はべ ッ キイに こうい われて、 なぜかよ 

けいに 腹 を 立てました、 小 使 娘の 分際で、 セ エラの 肩 

を 持つ なんて 怪しからん。 —— すると ミン チン 先生 は、 

初めて はっきりと、 セ エラなん かちっと も 可愛くな 

かった の だとい う 事実 を 悟った ような 気がしました。 

先生 はがたが たと 床 を 踏み 鳴しながら いいました。 

「あの 子の 用 をして やる ことなん て、 断じて 許さない 

よ。 あの 子に は 自分の 用 はもち ろん、 ほかの 人の 用 ま 

でさせなければ ならな いの だから ご 


ベッキ ィは前 掛で顔 を 隠しながら、 逃げて 行き まし 

た。 

「まるで、 何 かのお 話の 中の よう だ わ。 あの 辛い 世の 

プリンセス 

中に 追い出される 不幸な 宮様 のお 話 そっくり だ わご 

氺  氺 

*  氺 

それから 二三 時間た つと、 セ エラ は ミン チン 先生の 

所に 呼び迎えられました。 その 時の 先生 は、 今までに 

ない ほど 冷 かな、 無情な 顔 をして いました。 


もう その 時セ エラに は、 あのお 誕生日の 宴会 は 夢と 

しか —— あるいは ずっと 昔 生きて いた、 誰か 別の 少女 

の 生涯に 起った ことと しか、 思えませんでした。 

その 間に 教室 や、 先生の 居間 はすつ かり いつものよ 

うに 片付けられて しまいました。 先生 はじめ 生徒 達 は、 

平常の 着物に 着かえ てし まいました。 少女 達 は 教室の 

そこ ここに かたまって、 ひそひそと 囁き 合ったり、 昂 

奮して 話し合った リ していました。 

ミン チン 女史が 妹に、 セ エラ を 呼んで 来い といった 

時、 ァメ リア 嬢 はこうい いました。 

「お姉さん、 あの 子 はずい ぶん 変つ てる子ね。 この 前 


クル ゥ 大尉が 印度へ 発った 時 もそう でした が、 今度 も 

私が 事の 次第 をい つてき かすと、 あの 子 はた だ 黙って、 

私の 顔 を 見つめて いるんで すの。 あの 子の 眼 は 見る 見 

る 大きくな つて、 そして 顔色 は 真 蒼に なって 来ました。 

そうして ちょっとの 間 立った ままで したが、 わな わな 

と 顎が ふるえ 出した と 思 つ たら、 ふいにく るりとう し 

ろ を 向いて、 部屋 を 飛び出して 行って しまいました。 

ほかの 子 達が かえって 泣き出しました けれども、 セェ 

ラは 子供達の 泣 声に など は 耳も藉 さない 風でした。 あ 

の 子 はまる で 生きて いる 以上、 こんな ことになる のが 

あたりまえ だ、 というよ うな 顔 をして いました。 あの 


子が 何にもい つて くれないので、 私 は 変な 気持に なつ 

て 困りました。 誰 だって、 ふいに あんな こと をい われ 

れば、 何とかい わずに はいられない はずです ものね ご 

セ エラが、 二階の 部屋の 中で 何 をして いたか、 セェ 

ラ 以外に は 誰に も わかりませんでした。 セ エラ 自身 も 

その 時 は ほとんど 夢中でした。 ただ 彼女 は、 しきりに 

部屋の 中 を 歩き 廻って、 「お 父 様 はお なくなり になつ 

たのよ。 お 父 様 はお なくなり になった のよ ごと、 自分 

にいい 聞かして いたの は 憶えて います。 そういう 声 も 

自分の 声と は 思えない ほどで したが、 一 度な ど は 椅子 

の 上から じ つと セェ ラを 見守つ ている ェ ミ リイの 前に 


立って、 狂わしそう にいい ました。 

「エミ リイち やん、 お前 わかって？ パパが おな くな 

りに なった の、 わかって？ パパ はね、 遠い 遠い 印度 

で、 おなくなり になった のよ ご 

セ エラが 呼ばれて ミン チン 先生の 部屋に 来た 時、 彼 

女の 顔 は 蒼白く、 眼の まわりに は 黒い くまが 出来て い 

ました。 セ エラ は、 今まで 苦しみぬ いた こと、 いまだ 

に 悲しくて ならない こと を、 人に 見破られ るの がいや 

なので、 きっと 口 をし めて 我慢して いました。 さっき 

こちょう 

の 薔薇色の 胡蝶と は 別人と しか 思われませんでした。 

セ エラ は マリエットの 助け も 借りず、 古い 天鵞絨の 


服 を 着て 来たので した。 その 服 はもう 小さす ぎる ので、 

短い 裾の 下に 出た セ エラの 細い 脚が、 よけいに 細く 長 

く 見えました。 黒い リボンがなかった ので、 短い 黒髪 

が 蒼 ざめ た頰に 乱れ 落ち、 頰の色 をよ けい 蒼白く 見せ 

ていました。 セ エラ は エミ リイ を ひしと 抱いて いまし 

た。 エミ リイ も 何 か 黒い もの を 着て いました。 ミンチ 

ン 先生 はすぐ それ を 見 とがめて い いました。 

「人形なん か、 下にお 置きなさい。 何のた めに 人形な 

んか 持って きたので す？」 

「下に 置く のなん かい やです。 このお 人形 だけ は 私の 

ものです。 お 父 様が 私に 下す つたので すから ご 


ミン チン 先生 はセ エラに 何 かいわれ ると、 いつも 妙 

に いらいらして 来る のでした が、 今 もこう きっぱりい 

われる と、 何 か 御し がたいよ うな 気がして、 落ち着い 

て いられませんでした。 殊に 今日は、 酷い 人間ら しく 

ない こと をしょう としてい る だけ、 何 か 気が とがめる 

のでしょう。 

「もう これから は、 人形 ど ころの さわぎ じ や ァな い の 

だよ。 お前 は 働かなければ —— 悪い 所 を 直して、 役に 

立つ ような 人間に ならなければ ならな いんだよ ご 

セ エラ は、 大きな 眼で ミン チン 女史 を 見つめた まま 

一 言 も 口 をき かずに 立って いました。 


「もう、 ァメ リアさん から 聞いて 知ってい るだろう が、 

何もかも、 今まで 通り だと 思ったら 大間違い だよ ご 

「よく わか つ ています ご 

「お前 は 乞食なん だ。 身より はない し、 世話 をして く 

れる 人なん て、 一人 もない の だからね ご 

セ エラ はちよ つと 痩せた 小さい 顔 を 顰めました。 が、 

やはり 何ともい いません でした。 

「何 をそう じろじろ見 てるんだ よ。 乞食に なった つて 

ことが わからない ほど、 莫迦で も あるまい にね。 もう 

一度い つてき かして あげよう か。 お前 は みなし子で、 

私が お 慈悲で 置いて やらない 限り は、 誰も かまって く 


れる もの はない の だよ。」 

「わか つ てます ご 

セ エラ は 低い 声で いいました。 何 か 喉に 詰って いる 

もの を 呑み こもうと している ようでした。 ミン チン 先 

生 は、 すぐ そこに 置きす てられて あつたお 誕生祝いの 

お 人形 を 指して いいました。 

「その 人形 も —— その 莫迦々々 しい 人形のお 金 を 払つ 

たの も、 私なん だ ご 

セ エラ は 椅子の 方に 顔 を 向けて、 「最後の 人形、 最後 

の 人形」 と、 思わず 口の 中で いいました。 

「最後の 人形 だって？ まったく だよ、 この 人形 は 私 


の もの だ。 お前の 持って る もの は、 何もかも 私の もの 

なの だよ ご 

「じ ゃァ、 どうか、 そのお 人形 を 持って らしって 下さ 

い。 私、 そんな もの 要りません ご 

セ エラが 喚いた リ 怯えたり したら、 ミン チン 女史 は 

セ エラ をもう 少し は劬 つて やった かもしれ ません。 

女史 は 人 を 支配して、 自分の 力 を 試して みるの が 愉快 

まこり 

だった のでした。 が、 セ エラの 凛と した 顔 を 見、 誇の 

ある 声 を 聞く と、 自分の 力が 空しく 消えて 行った よう 

な 気がして、 口惜しくなる のでした。 

「勿体ぶった 様子なん かおし でない よ。 もう、 お前 は 
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宮様 じゃァ ない の だからね。 お前 は、 もう、 ベッキ ィ 

と 同じ こと さ。 自分で 働いて、 自分の 口す ぎ をし なけ 

れ ばなら ない の だよ ご 

意外に も、 セ エラの 眼に は、 ふと 輝きが —— 救いの 

かげが 浮んで 来ました。 

「働かして 下さい ますの？ 働け さえす り ゃァ、 何も 

そう 悲し かァ ありません わ。 何 を さして 下さいます 

の？」 

「何でも、 いいつけられ たこと をす るんだ よ。 お前 は 

よく 気の つく 子 だから、 役に立つ ように 心がける のな 

ら、 ここに 置いて あげても いいと 思う の だよ。 フラン 


ス語 もよ く 出来る の だから、 小さい 人達のお さらい も 

して あげられ るだろう ご 

「おさらい、 させて 下さいます？ 私、 フランス語な 

ら 教えられ ると 思います わ。 小さい 人達 は 私 を 好いて 

下さる し、 私 も 小さい 人達が 好きです から ご 

「人が 好いて くれる なんて、 莫迦な こと をお いいで な 

い。 小さい 人達のお さらい をす る ほか、 お前 はお 使い 

に 行ったり、 お 台所の 手伝い をしたり しなければ なら 

ない の だよ。 私の 気に入らな いこと でも あったら、 す 

ぐ逐ぃ 出して しまう から、 そのつ もりで おいで。 じ や 

ァ、 向う へお いで ご 


そうい われても、 セ エラ はま だ ちょっとの 間、 ミン 

チン 先生 を 見つめて いました。 幼い 心の中で、 セ エラ 

はいろ いろの こと を 考えて いたのでした。 やっと 立ち 

去ろうと します と、 

「お待ち！」 と 先生 はいいました。 「私に、 ありがとう 

ございます、 という 気 はない のかい？」 

「何のた めに？」 

「私の 親切に 対して さ。 お前に 家庭 を 恵んで やる 親切 

に対して さ ご 

セ エラ は 小さい 胸 を 波立てながら、 二三 歩 先生の 方 

に 進み出ました。 


「先生 は、 御 親切 じゃァ ありません。 それに、 ここ は 

家庭で も 何でもありません ご 

いいすてて セ エラ は、 龃け 出しました。 ミン チン 先 

生 は それ を 止める 術 もな く、 憤りの あまり 石の ように 

立って、 セ エラ を 見送る ばかりでした。 

セ エラ は、 落ち着いて 梯子 を 登って 行き ましたが、 

息 はきれ るば かりでした。 彼女 は エミ リイ をし かと 脇 

に 抱きしめて いました。 

「この 子に 口が きけ たら —— 物が いえさえ したら、 ど 

ん なにい いだろう ご 

セ エラ は 自分の 部屋に 行き、 虎の 皮の 上に 寝ころん 


で、 炉の 火に 見入りながら、 考えられる だけ いろいろ 

のこと を 考えて みょうと 思って いました。 が、 まだ 彼 

女が 一 一階へ 登り きらない うちに、 ァメ リア 嬢が セ エラ 

の 部屋から 出て 来ました。 嬢 は ぴたりと 戸 をし め、 戸 

の 前に 立ち 塞って、 気づか わしげ な 顔 をし ました。 嬢 

は、 姉に いいつけられ たこと をす るの が、 うしろめ た 

くて ならない のでした。 

「もう、 ここへ 入って はいけ ない のです よご 

「入つ ちゃ ァ いけない のです つ て？」 

セ エラ は 一歩 あとじ さりし ました。 ァメ リア 嬢は少 

し 紅くな つ て、 


「ここ は、 もうあな たのお 部屋 じゃァ ない のです よご 

と い いました。 

「じ ゃァ、 私のお 部屋 は、 どこな の？」 

「今晩から あなた は、 屋根裏の、 ベッキ ィ のお 隣の 部 

屋に寝 るんで すよ ご 

セ エラ は、 かねてべ ッ キイから 聞いて いたので、 そ 

の 部屋が どこに あるか、 よく 知っていました。 セ エラ 

はくる リ とうしろ を 向いて、 二つ 続いた 梯子段 を 登つ 

て 行きました。 二つ目の 梯子 は 狭くて、 きれぎれな 

ふる じゅうたん 

古 絨毯が 敷いて あるば かりでした。 セ エラ は そこ を 

登り 登り、 今までの  今 は 自分と も 思えぬ 昨日まで 


の、 あの 幸福な 少女の 住んで いたと ころから、 ずっと 

遠くの 方へ 去って 行く ような 気がしました。 小さす ぎ 

る 古い 服 を 着て、 梯子 を 登って 行く 今の 少女 は、 事実 

昨日までの セェ ラとは 別人に な つ て いました。 

屋根裏の 戸 を 開けた 時には、 さすがに 侘しい 気がし 

ました。 が、 セ エラ は 中に 入る と、 戸に 寄り かかって、 

そこら を 見廻しました。 

まったく、 これ は 別な 世界です。 天井 は 屋根の 傾斜 

で 片方が 低くな つてい ますし、 壁 は 粗末な 白 塗です。 

その 白 塗 も、 もう 薄汚くな つていて、 はげ 落ちて いる 

ところ さえあります。 銷の ふいた 煖炉、 それから こち 


こちな 寝床。 階下の 部屋に は 置け ない ほど 使い ふるし 

ひきまど 

た 椅子、 テ エブル。 明りと りの 天窓に は、 物憂い 灰色 

の 空が のぞいて いるば かりです。 その 下に、 こわれた 

紅い 足 台が あるの を 見つけて、 セ エラ は そこに 腰 を 下 

しました。 セ エラ は 膝の 上に エミ リイ を 寝かし、 両手 

で 抱きながら、 エミ リイの 上に 自分の 顔 を 伏せて、 し 

ばらく じ つ と 坐 つ ていました。 

ひかえめに 戸 を 叩く 音が して、 戸の 間に 泣き濡れた 

ベッキ ィの 顔が 現れました。 ベッキ ィは、 さっきから 

泣 きづめに 泣きながら、 前掛 であ まり 眼 を こすった も 

のです から、 すっかり 顔が 変って いました。 


「お、 お、 お 嬢 様、 ちょっと、 あの、 ちょっと 入つ ちゃ 

ァ いけません かご 

セ エラ は、 ベッキ ィに 笑って みせようと しました が、 

どうしても 笑う ことが 出来ませんでした。 が、 ベッキ 

ィが 心から 悲しんで いるの を 見る と、 セ エラ は 急に 子 

供ら しい 顔に なり、 手 を さしのべて、 しくしく泣き 出 

しました。 

「ベッキ ィ ちゃん、 いっか 私 あなたに、 私達 は 同じよ 

うな 娘 同士 だとい つた ことがある でしよう。 ね、 噓 

じゃァ なかった でしよう？  二人の 間に は、 もう 身分 
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の 違いなん てな いんです もの。 私 は、 宮様で もなん 


でもな くな つ てし ま つたの よ。」 

ベッキ ィは龃 けよ つて、 セ エラの 手 をと リ、 自分の 

胸に おしあてました。 ベッキ ィ は欷戯 きながら、 セェ 

かたわら 

ラの 傍 に 跪いて いいました。 
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「ぉ孃 様 は、 どんな ことが 起った つて、 やっぱり 宫様 
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よ。 何が 起った つて、 どうしたって、 宫様 以外の もの 

に はなる もんです かご 

八 屋根裏に て 

セ エラ はいつ まで も、 初めて 屋根裏に 寝た 晚 のこと 


を 忘れる こと は 出来ませんでした。 夜もすがら セ エラ 

は、 子供に して は 深す ぎる、 狂わしい 悲しみに ひたさ 

れ ていました。 が、 セ エラ は そのこと を 誰に も 話し ま 

せんでした。 また 話した とて、 誰に も 解る 悲しみで は 

なかった でしよう。 セ エラ は、 寝られぬ 夜の 闇の 中で、 

ともす ると、 寝 慣れぬ 堅い 寝床 や、 見慣れぬ あたりの 

わずら 

ものに 心 を 煩わされました。 が、 それ はかえ つて 彼 

女の 気 を まぎらして くれたよ うな ものでした。 そんな 

まぎれがなかったら、 セ エラ は 悲しみの あまり どう 

なった かわからなかった でしよう。 

「パパ は、 おなくなり になった の だ。 パパ は、 おな く 


なりに なった の だ ご 

寝床に 入って しばらくの 間 は、 そのこと ばかり 考え 

ていました。 寝床が 堅い と 気の ついた の は、 寝てから 

ずいぶん たった 後の ことでした。 寝返り を 打って いる 

うちに、 そこらが ひどく 暗い のに 気がつきました。 そ 

れ から、 風が 屋根の 上で、 何 か 大声に 泣き 悲しんで い 

るよう なのに 気がつきました。 更に 気味の 悪 いのは、 

壁の 中 や、 戸棚のう しろから、 きいきい、 がりがりと 

いう 音が 聞こえて 来た ことでした。 セ エラ は、 いっか 

ベッキ ィ から 話 を 聞いて いました ので、 すぐ 鼠の いた 

ずら だな と 気づきました。 セ エラ は  一 二度、 鋭い 爪が 


床を搔 いて 走る 音 を 聞いて、 思わず 床の 上に 飛び起き 

ました。 それから、 頭から 夜具 を かぶって 横にな リま 

した。 

セ エラの 生活 は、 その 日から がらり と 変り ました。 

マリエット は 翌朝 暇 を 出されました。 昨日まで セ エラ 

のいた 部屋 はすつ かり 片付けられ、 新入生の ための あ 

たり まえの 寝室に されました。 

朝食 堂へ 出て 見る と、 ラヴ ィニァ が、 昨日まで セェ 

ラの 坐って いたと ころに 坐って いました。 ミン チン 先 

生 は 冷 かに セ エラに いいました。 

「セ エラ、 お前 は、 お前の 用 をす ぐ 始め るんだ よ。 小 


さい 方 達と、 小さい 方の テ エブルに 坐って、 皆さんが 

お 行儀よ く 食べる ように、 見て あげ るんだ よ。 これ か 

らもつ と 早く 出て 来 なきや ァ いけない よ。 ほら、 ロッ 

テ ィ はもう お茶 を こぼし てるじ や ァな いかご 

セ エラの 仕事 は、 この 様に して 始まりました。 来る 

日 ごとに 用事 はふえ るば かりでした。 フランス語 を 見 

てあげる の は、 一 番 楽な 仕事で したが、 そのほかお 天 

気の 悪い 時で も かまわず お使いに やられたり、 皆の 

残 為した 用事 を いいつけられた りしました。 料理番 や、 

女中まで が、 ミン チン 女史の 真似 をして、 今まで 永い 

こと ちゃほやされ ていた この 娘つ 子 を、 いい 気持に こ 


き 使う のでした。 

セ エラ は、 初めの  一 二 ヶ月の 間 は、 素直に 働いて い 

やわら 

れば、 こき使う 人達の 心 も、 そのうちに は柔 ぐだろう 

と 思って いました。 自分 は、 お 慈悲 を 受けて いるので 

はなく、 食べる ために 働いて いるの だとい うこと も、 

そのうちに は 解って くれる だろう、 と 思って いました 

が、 やがて 彼女 も、 皆が 心 を 柔げて くれる どころ か、 

素直に すれば つけあがる だけ だとい うこと を、 悟らな 

ければ なりませんでした。 

セ エラが、 もう 少し 大人ら しくな つていたら、 ミン 

チン 女史 も、 セ エラ を 大きい 子 達の フランス語の 先生 


にした でしよう が、 何分 セ エラ はま だ 子供々々 してい 

ますので、 大きくな るまで、 女中 代りに 使った 方が 得 

だと 思った のでした。 セ エラなら、 むずかしい 用事 や、 

ことづて 

こみいった 伝言な ども、 安心して 頼む ことが 出来 まし 

た。 お金 を 払いに やっても 間違い はない し、 ちょっと 

したお 掃除 も、 器用に やっての ける のでした。 

セ エラ は、 今 はもう 勉強 どころ ではありません でし 

た。 楽しい こと は、 何も 教わりませんでした。 忙しい 

一 日が すんで から、 古い 本 を 抱えて、 人気の ない 教室 

へ 行って、 一人 夜学 を 続ける ばかりでした。 

「気をつけな いと、 習った ことまで 忘れて しまいそう 


だ わ。 これで、 何にも 知らない とすれば、 ベッキ ィと 

選ぶ ところがなくなる わけ だ わ。 でも、 私 忘れる こと 

なんて 出来そう もない わ。 歴史の 勉強なん か、 殊に や 

めら れな いわ。 ヘンリイ 八 世に 六 人の 妃 があった こと 

なんか、 忘れられる もんです かご 

セ エラの 身の上が、 こういう ように 変る と 同時に、 

お 友達との 関係 も 妙な ものに なって 来ました。 今まで 

は、 何 か 皇族で でも あるかの ように 尊ばれて いたのに、 

今 はもう 皆の 仲間入り もさせて くれな そうでした。 セ 

エラが 一 日中 忙しい ので、 少女 達と 話す 暇がな いのも 

事実で したが、 同時に ミン チン 女史が、 セ エラ を 生徒 


達から ひきはなそうと している 事実 も、 セ エラ は 見の 

がす わけに はいきませんでした。 

「あの 子が、 ダイヤモンド 鉱山 を 持って いたなん て ご 

と、 ラヴ ィニァ は ひやかしました。 「ほんとうにお 笑 

い 草って な 顔し てるじ ゃァ ない の。 あの 子 は、 ます ま 

す 変人に なって 来た わね。 今まで だって、 あの 子 好き 

じゃァ なかった けど、 この頃の ような 変な 眼 付で 黙つ 

て 見て いられる と、 たまらなくなる わ。 まるで 人 を 探 

るよう な 眼 をして さ ご 

それ を 聞く と、 セ エラ はすぐ やり 返しました。 

「その 通りで ございま すよ。 まったく 私 は、 探る ため 


に 人 を 見る のです よ。 いろいろ のこと を 嗅ぎつ けて、 

そして、 あとで そのこと を 考えて 見 るんで すよ。」 

そういつ たわけ は、 ラヴ ィニァ のす る こと を 見張つ 

ていたお かげで、 いやな 目に 逢う こと を 避ける ことが 

出来た からでした。 ラヴ ィニァ はいつ も 意地悪で、 こ 

の 間まで 学校の 誇と されて いた セェ ラを 苛める の は、 

殊にい い 気味 だと 思って いたのでした。 

セ エラ は、 自分で 人に 意地悪 をしたり、 人の する こ 

との 邪魔 をしたり する こと は、 少しもありません でし 

た。 セ エラ は、 ただ 奴隸 のように 働きました。 だんだ 

ん 身なりが みすぼらしく、 みなし子 らしくな つて 来 ま 


すと、 食事 も 台所で とる ようにい われました。 彼女 は 

誰から も 見離された ものの ように 扱われました。 彼女 

の 心 は 我 強く、 同時に 痛み やすくな つて 来ました。 が、 

セ エラ は どんなに 辛い こと も、 決して 口に 出して いつ 

たこと はありませんでした。 

「軍人 は 愚痴なん かこ ぼさない ご セ エラ は 歯 をく い 

しばりながら いうので した。 「私 だって、 愚痴なん か 

いう もの か。 これ は 私、 戦争の 一 つ だってい うつ もり 

なの だから ご 

そうはい う ものの、 彼女 を 慰めて くれる 三人の 友が 

なかったら、 セ エラの 心 は 寂し さの あまり 破れた かも 


しれなかった でしよう。 

その 友の 一人 は、 あのべ ッ キイでした。 初めて 屋根 

裏に 寝た 晚も、 壁 一 つ 越した 向う に は、 自分の ような 

少女が いるの だと 思う と、 セ ェ ラは 何とな しに 慰めら 

れ るよう な 気がしました。 その 慰めの 気持 は、 夜ごと 

に 強くな つて 来る のでした。 日の 中 は 二人とも 用が 多 

くて、 言葉 を 交す 折 は ほとんどありませんでした。 立 

ち 止って ちょっと 話そうと すると、 すぐ 怠ける とか、 

暇 をつ ぶす とか 思われる ので、 それ も 出来ない のでし 

た。 初めての 朝、 ベッキ ィはセ エラに 囁きました。 

「私が 丁寧な - J と を 言わな いで も、 気にしな い で 下さ 


いね。 そんな こと をい つてる と、 きっと 誰かに 叱られ 

るから ね、 私、 心の中で は 『どうぞ』 だの、 『もったい 

ない』 だの、 『御免なさい』 だのと いってる つもり だけ 

ど、 口に 出す と 暇が かかる からね ご 

しかし、 ベッキ ィは、 夜の 明ける 前に、 きっと セェ 

ラの 部屋に こっそりと 入って きて、 ボタン を はめたり 

その他 いろいろ 手伝って くれる のでした。 夜が くると 

ベッキ ィ はまた そっと 戸 を 叩いて、 何かセ エラの 用 を 

しに 来て くれる のでした。 

三人のう ちの 第二 は、 ァ アミ ンガ アドでした。 ァァ 

ミン ガ アドが セ ェ ラを 慰めに 来る までに は、 いろいろ 


思いがけない いきさつが ありました。 

セ エラの 心が、 やっと 少し 新しい 生活に なじんで 来 

ると、 セ ェ ラ はしば らく ァ アミ ンガ アドの こと を 忘れ 

ていたのに 気づきました。 二人 はいつ も 仲よ くして い 

ましたが、 セ エラ は 自分の 方がず つと 年上の ような 気 

持で いました。 ァ アミ ンガ アド は 人な つっこい 子で し 

たが、 同時に また 頭の 鈍い こと も 争われませんでした。 

彼女 は、 ただ ひたむきに セ エラに 鎚リ ついていました。 

おさらい をして もらったり、 お 話 をせ がんだり —— が、 

ァ アミ ンガ アド 自身に は、 別に 話す こと もない という 

風でした。 つまり 彼女 は、 どんな 事が あっても 忘れら 


れ ない、 という 質の 友達ではありませんでした。 だか 

らセ ェ ラも、 ァ アミ ンガ アドの こと は 自然 忘れて いた 

のでした。 

それに、 ァ アミ ンガ アド は 急に 呼ばれて、 二三 週間 

自宅に 帰って いました ので、 忘れられる のが あた リま 

えだった のです。 彼女が 学校へ 帰って来た 時には、 セ 

エラの 姿 は 見えませんでした。 二三 日 目に やっと 見 付 

つくろい もの 

けた 時には、 セ エラ は 両手に 一杯 繕 物 を 持って いま 

した。 セ エラ はもう 着物の 繕い 方まで 教わって いたの 

でした。 セ エラ は 蒼 ざめ て、 人の ちがった ような 顔 を 

していました。 小さくな つた、 おかしな 着物 を 着て、 


黒い 細い 脚 をに よきり と 出して いました。 

「ま ァ、 セ エラさん、 あなただった の！」 

「ええ。」 

セ ェ ラは顔 を 紅ら めました。 

うずた か 

セ エラ は 衣類 を 堆 く 重ねて 持ち、 落ちない ように 

顎で 上 を 押えて いました。 セ エラに まともに 見つめら 

れ ると、 ァ アミ ンガ アド はよ けいどう していい か 判ら 

なくなりました。 セ エラ は 様子が 変った と 同時に、 何 

かまる で 知らない 女の子に な つ てし ま つたので はない 

か 9  ァ アミ ンガ アドに はそう も 思える のでした。 

「ま ァ、 あなた、 どう？ お 丈夫？」 


「わからな いわ。 あなた、 いかが？」 

「私 は —— 私 は、 おかげ 様で、 丈夫よ ご ァ アミ ンガァ 

ドは羞 しくて わけが わから なくなって 来ました。 で、 

急に、 何 かもつと 友達ら しい こと をい わなければ なら 

ない と 思いました。 「あなた —— あなた、 あの、 ほんと 

にお 不幸な の？」 

その 時の セ エラの しうち は、 よくありませんでした 

きず つ  たか 

セ エラの 傷いた 心臓 は、 ちょうど 昂 ぶって いる 時で 

したので、 こんな 物の いいよう も 知らない 人から は、 

早くの がれた 方が いいと 思いました。 

「じ ゃァ、 あなた はどう 思う の？ 私が 幸 だとお 思 


いになる の？」 

セ エラ はそう いい 残して、 さっさと 去って 行って し 

ま いました。 

その後、 時が たつに つれて、 セ エラ は、 ァ アミ ンガ 

アド を責 むべ きで はな か つたと 思うよう になり ました- 

ただ あの 時 は、 自分の 不幸の ため、 何もかも 忘れて し 

ま つ ていたので、 ァ アミ ンガ アドの 心ない 言葉に 腹が 

立って ならなかった のでした。 それに、 落ち着いて 考 

えて 見る と、 ァ アミ ンガ アド はいつ も 気の きかない 子 

で、 心を籠めて 何 かしょう とすると、 よけい やり そこ 

なう のが 常だった のでした。 


それから 五六 週間の 間、 一 一人 は 何 かに 遮られて いて、 

近よ る ことが 出来ませんでした。 ふと 行きあった リす 

わき 

ると、 セ エラ は 傍 を 向いて しまい ますし、 ァ アミ ンガ 

アド はァ アミ ンガ アドで、 妙に かたくなって しまって、 

言葉 を かける こと も 出来ませんでした。 時には、 首 だ 

け 下げて 挨拶す る こと も ありまし たが、 時と すると、 

また 目礼 さえせ ずに 過ぎる こと も ありました。 

「あの 子が、 私と 口 をき きたくな いのなら、 私 は あの 

子になる ベく 会わない ようにしょう。 ミン チン 先生 は 

会わせまい としてい るんだ から、 避ける の は 造作ない 

わけ だ わご 


で、 自然 二人 は ほとんど 顔 も 会わさない ようになり 

ました。 ァ アミ ンガ アド は、 ますます 勉強が 出来な く 

なりました。 彼女 はいつ も 悲しそう で、 そのく せ そわ 

そわして いました。 彼女 はいつ も 窓の そばに 蹲 まり、 

黙って 外 を 見て いました。 ある 時、 そこへ 通りかかつ 

たジ エツ シィ は、 立ち 止って、 怪訝そう に 訊ねました。 

「ァ アミ ンガ アドさん、 何で 泣いて るの？」 

「泣いて なんて、 いやしない わご 

「泣いて る わよ。 大粒の 涙が、 そら、 鼻柱 をった つて、 

鼻の 先から 落ちた じゃァ ない の。 そら、 また ご 

「そう。 私な さけない の —— でも、 かまって 下さらな 


い 方が いいのよ ご 

ハンケ チ 

ァ アミ ンガ アド は 丸々 とした 背 を 向けて、 手 巾で 

おもて 

面 を かくしました。 

その 晚、 セ エラ はいつ もよりも 遅く、 屋根裏へ 登つ 

て 行きました。 と、 自分の 部屋の 扉の 下から、 ちらと 

光の 洩れて いるの を 見付けて、 吃驚し ました。 

「私の ほか、 誰も あそこへ 行く はず はないけ ど、 でも、 

ろうそく 

誰かが 蠟燭 をつ けたと みえる ご 

誰かが 火 をと もした のにち がいありません。 しかも、 

その 光 は、 セ エラが いつも 使う 台所 用の 燭台ので はな 

く、 生徒が 寝室に つける 燭台の 火に 違いない のです。 


ねまき 

その 誰か は、 寝 衣の まま 紅い ショ オルに くるまって、 

くず 

壊れた 足 台の 上に 坐って いました。 

「ま ァ、 ァ アミ ンガ アドさん！」 セ エラ は 怯える ほど 

吃驚し ました。 「あなた、 大変な ことにな つてよ ご 

ァ アミ ンガ アド は よろよろと 立ち上りました。 彼女 

は 大きす ぎる 寝室 用の スリッパ を ひっかけて、 すり 足 

にセ エラの 方へ 歩いて 来ました。 眼 も、 鼻 も、 赤く 泣 

き 腫ら していました。 

「見付かれば、 大変な ことになるの はわ かってい る わ。 

でも、 私、 叱られた つて かまわな いわ。 ちっとも かま 

わない わ。 それよりも セ エラさん、 お願い だから 聞か 


してち ようだい。 ほんとう にどうな すった の？ どう 

して、 私が 嫌いに なった の？」 

ァ アミ ンガ アドの 声 を 聞く と、 セ エラの 喉に はまた 

いつもの かたまりが こみ上げて 来ました。 ァ アミ ンガ 

アドの 声 は、 いっか 仲よ しにな つてち ようだい といつ 

た 時の 通り、 人な つっこく、 真率でした。 この 数 週間 

の 間、 よそよそしく する つもり なんか、 ちつ ともな か つ 

たのに、 というよ うな 響でした。 

「私、 今でも、 あなたが 大好きな のよ ご と、 セ エラ は 

いいました。 「私ね —— もう 何もかも、 前と は 違って 

しまったでしょう。 だから、 あなた も、 前と は 変つ ち 


まったん だろうと 思った の ご 

ァ アミ ンガ アド は、 泣き濡れた 眼 を 見張りました。 

「あら、 変った の は あなたの 方よ。 あなた は、 私に 物 

をい いかけても 下さらなかった じゃァ ない の。 私、 ど 

うして いい か 判らなかった の。 私が うちへ 行って 来て 

から、 変った の は あなたよ ご 

セ エラ は 思い返して、 自分が 悪かった の だと 知り ま 

した。 

「そうよ、 私 変った わ。 あなたの 考え てるような 変リ 

方で はないけ ど。 ミンチ ン 先生 は 皆 さ んと お話しち や 

ァ いけない つて 仰し やる のよ。 皆さん だって、 私と 話 


すの はおい やらし いの。 だから、 私 あなた もき つと、 

おいやなん だろうと 思って、 なるべく あなた を 避けて 

いたのよ ご 

「ま ァ、 セ エラさん ご 

ァ アミ ンガ アド は、 セ ェ ラを 咎める ように 泣き じ や 

くりました。 二人 は 眼 を 見合わせて、 そして、 お 互に 

抱きつきました。 セ エラ はしば らくの 間、 小さい 黒髪 

お お 

の 頭 を、 赤い ショ オルで 被われた ァァ ミン ガ アドの 肩 

にじつ と 乗せて いました。 ァ アミ ンガ アドが、 身 を 引 

こうと すると、 セ エラ は ひどく 寂しい 気がしました。 

それから、 二人 は 床に 坐りました。 セ エラ は 手で 膝 


を かかえ、 ァ アミ ンガ アド はショ オルに からだ を 包ん 

で、 

「私 は、 もう とてもた まらなかった のよ。 セ エラさん 

は、 私な しで も暮 せる でしよう けど、 私 は、 セ エラ さ 

ん なしに はいられな いのよ。 私 は 生きて る 気 もしな 

かった の。 今夜 も、 夜具の 中で 泣いて いたら、 ふと 急 

に、 ここへ 登って きて、 あなたに あやまって、 もう 一 

度お 友達に なって いただ こうって 気になつ たの ご 

「あなた は、 私なん かよりよ つぼ どい い 方な のね。 私 

は 我が強いから、 仲直りしょう なんて 気に は なかなか 

なれない のよ。 ほら、 いつ かもいった ように、 今度の 


ように 辛い 目にあって 見る と、 私 はいい 子 じゃァ ない 

という ことが、 あばかれて しまったでしょう。 こんな 

ことにな り はしまい かと、 私 気にして いたのよ ご セェ 

ラは 考え深 そうに 額に 皺 を 寄せて、 「ことによると、 そ 

れを 私に 解ら せる ため、 辛い 目にあわせられ たの かも 

しれない わご 

「そんな 目にあつ たって、 ちっとも ありがたく はない 

と 思う わご 

「私 だって、 ほんとう はありが たいと 思って る わけ 

じゃァ ない のよ。 でも、 私達に はわから ない ところに、 

よい ものがない とも 限らないでしょう。 ミン チン 先生 


にした つ て —— 。」 

セ エラ は 疑わしげ に —— 「いいと ころが、 あるの か 

もしれ ない わご 

ァ アミ ンガ アド は、 怖々 そこら を 見廻して、 セ エラ 

に 訊ねました。 

「あなた、 こんなと ころに 住める と 思う の？」 

「こんな 所で も、 こんな じゃァ ない つもりに なれば、 

住める と 思って よ。 でなければ、 これ は、 あるお 話の 

中の 場面 だと 思って いればね ご 

セ エラ は 静かに 語りました。 うまい 具合に 空想が ま 

た 働き 出して 来ました。 ふいに 辛い 目にあって からこ 


のかた、 セ エラ は 一度 もま だ、 空想に よって 慰められ 

たこと がなかった のでした。 

「もっと ひどい 所に 住んで た 人 も あるの よ。 モント- 

クリスト 伯爵 はシ ャトォ • ディ フの 牢屋に 押し こめら 

ほう 

れ ていたでしょう。 それから、 バスティ ュに 抛り こま 

れた 人達 だ つ て あるで しょうご 

ァ アミ ンガ アド は 口の 中で、 

「バスティ ュご といい ました。 いっか セ エラが 芝居 

がかり で 話して くれた 事が ありまし たので、 ァァ ミン 

ガ アド も フ ラ ン ス 革命の 話 だけ は 覚え こんでいました。 

セ エラの 眼 は、 いつもの ように 輝いて 来ました。 


「つもりになる の は、 バスティ ュ がいい わ。 私 は バス 

ティ ュの 囚人な の。 私 は、 もう 幾年 も 幾年 もこ こに 押 

し こめられ ていたの。 世の中の 人達 は 皆、 私の ことな 

んか 忘れて しまって いるの。 ミン チン 先生 は 監守で、 

それから ベッキ ィは —— 」 ふと 新しい 光が、 セ エラの 

眼に 加わりました。 

「ベッキ ィは、 お 隣の 監房に いる 囚人な の ご 

セ エラ は、 昔の 通りな 顔に なって、 ァ アミ ンガ アド 

の 方 を 向きました。 

「私、 そのつ もりになる わ。 つもりに なって ると、 ど 

ん なに まぎれて いい かしれ ない わご 


ァ アミ ンガ アド は、 たちまち 夢中に なりました。 

「そしたら、 私に もつ もりのお 話 を みんなし てちょう 

だいね！ 見付けられそう もない 晚に は、 いつでも こ 

こに 来て いいでしょう？ そしたら、 あなたが 昼間の 

うちに 作つ といたお 話 を 聞かして ちょうだいね。 そん 

な こと をして いると、 きっと 今までよりも、 もっと 仲 

よしに な つ たような 気がする ことよ ご 

「いい わ。 何 か 事が 起る と、 人の 心 も わかる ものね。 

ふし あ. P せ 

私の 不幸 は、 あなたが ほんとう にいい 方 だって こと 

を 教えて くれたの ね。」 


九 メル チセ デク 

セ ェ ラを 慰めて くれた 三人組の 第三 人目 は ロッティ 

でした。 ロッティ はま だ ねんね ヱでした ので、 不幸と 

は どんな こと だか も、 よく 解りませんでした。 で、 若 

い 養母さん の 様子が すっかり 変って しまったの を 見る 

と、 途方に くれる ばかりでした。 彼女 は、 セ エラの 身 

の 上に 何 か 起った という こと は 耳に しました が、 だか 

ら といって、 どうして あんな 古い 服 を 着て いるの だか 

なぜ 教室で も 自分の 勉強 はせ ず、 他人の 勉強ば かり 見 

てあげて いるの だか、 合点が行きませんでした。 小さ 


い 子供達 は、 あの エミ リイの いた 美しい 部屋に、 セェ 

ラ はもう いないの だとい うこと を、 しきりに 小声で 話 

し 合って いました。 それに セ エラに 何 か 問い かけても 

ろくに 返事 もしません。 

セ エラが、 初めて 小さい 子 達の フランス語 を 見て 

やった 朝、 ロッティ は、 そっと セ エラに 尋ねました。 

「セ エラち やん、 あなた、 ほんと にもう お金 持 じゃァ 

ない の？ あなた は、 乞食み たいに 貧乏な の？ 乞食 

みたい になん かなつ ちゃ ァ いや ご 

ロッティ は 今にも 泣き出し そうでし たので、 セ エラ 

は 周章て ロッティ をな だめに かかりました。 


うち 

「乞食に は、 お 家なん かないけ ど、 私に は、 お 部屋が 

あるの よご 

「どこに あるの？ 私、 行って みたい わご 

「おしゃべり しちや ァ 駄目よ。 ミ ン チ ン 先生が 睨め て 

る じゃァ ない の。 あなたに おしや ベリ させた といって 

いまに 私が 叱られる わご 

が、 ロッティ は、 一度い い 出したら、 なかなか 諦め 

ない 性質の 子でした。 で、 セ エラが いる 所 を 教えて く 

れ ないなら、 何 か 他の 方法で、 セ エラの いる 所 をつ き 

とめようと 思いました。 ロッティ は 大きい 子 達のお 

しゃべりに 耳 をす ましてい るう ち、 ある 時、 ふとした 


言葉尻から、 セ ェ ラが 屋根裏に いるの だとい うこと を 

知りました。 その 日の 暮 近く、  ロッティ は 一人、 今 ま 

であると も 気づかなかった 階段 を 登つ て 行きました。 

二つ 並んで いる 戸の 一 つ を 開ける と、 セ エラ は 古ぼけ 

たテ エブルの 上に 立って、 天窓から 外 を 見て おり まし 

た。 

「セ エラち やん、 セ エラ 母ち やん ご 

ロッティ は 呆気に とられた 形でした。 室内が あまり 

に みすぼらしく、 世の中から あまり かけ 離れた 所の よ 

うに 思えた からでした。 

セ エラ は 振り向く と、 これ も 呆気に とられた 形で し 


た。 これから、 どうなる ことだろう。 もし ロッティが 

泣き出しで もしたら —— 泣 声が ひょっと 誰かの 耳に で 

も 入ったら、 二人とももう おしまいだ。 —— セ エラ は 

テ エブルから 飛び下りて、 ロッティの 方へ 走り 寄り ま 

した。 

「泣いたり、 騒いだ リ しちや ァ 駄目よ。 そうすると、 

私が 叱られる からね。 でなくても、 私 一日中 叱られ 通 

しなんです もの。 ね、 この 部屋 は、 そんなに ひどく も 

ないで しょう？」 

「ひどくない？」 

ロッティ は 唇を嚙 みながら、 部屋の 中 を 見 まわし ま 


した。 彼女 は 甘やかされて はい ましたが、 セ エラが 非 

常に 好きな ので、 この 養母さん のためになら、 どんな 

我慢で もしょうと 思って いました。 すると、 セ エラの 

住んで いる 所なら、 どんな 所で もよ くなる ような 気が 

して 来ました。 

「ひどい なんて ことない わ。 セ エラち やん ご 

セ エラ は ロッティ を 抱きしめて、 無理に も 笑おうと 

しました。 ロッティの むつち りした 身体の 温か さを感 

じる と、 セ ェ ラは何 か 慰められる ような 気がしました _ 

その 曰 は、 セ ェ ラには 殊に 辛い 曰でした ので、 ロッティ 

の 入って きた 時には、 眼 を 紅く して、 窓の 外 を 見つめ 


ていたの でした。 

「ここから はね、 階下で は 見えない ものが、 たくさん 

見える のよ ご 

「どんな ものが 見える の？」 

「煙突 や、 雀 や、 それから よその 屋根裏の 窓 や。 I - 

窓から よく 人の 顔が ひょいと 出て 来る のよ。 すると、 

うち 

あれ は どこのお 家の人 かしらと 思う でしよう。 それに、 

何だか 高い 所に いるよう な 気がする でしよう  まる 

で、 どこか 違った 世界に 来たよう なご 

「私に も 見せて。 抱いて みせて！」 

セ エラ は ロッティ を 抱き上げ、 一緒に 古い テ エブル 


の 上に 立ちました。 二人 は 天井の 明りと りの 窓から 頭 

を 出して、 そこら を 見廻しました。 

屋根裏の 窓から 外 を 見た 経験の ない 方に は、 二人の 

眼に 何が 映った か、 想像 もっかないでしょう。 石盤 葺 

の 屋根が、 左右の 両 樋の 方へ なだれ 落ち、 雀 等が、 そ 

こら を 何の 怖れ もな さそう に 飛び歩きながら、 囀 つ 

ていました。 そのうちの 二 羽 は、 すぐ そこの 煙突の 先 

にと まって、 大暄嘩 をした 末、 一羽 は そこから 逐 いた 

とな リ 

てられて しまいました。 隣家 は 空 家な ので、 屋根裏 部 

屋の 窓も閉 つてい ました。 

「あそこに も 誰かが 住んで いて くれる といい、 と 私 思 


うのよ ご セ エラ はいいました。 「近いから、 あそこに 

娘さんでも 住んで ると したら、 窓越しにお 話 も 出来る 

わ。 落ちる 心配 さえなければ、 屋根から 屋根へ 行き来 

も 出来る と 思う の ご 

空 は、 往来から 見上げた 時よ リ、 ずっと 近くに 見え 

るので、 ロッティ は 恍惚と なって しまいました。 下界 

に 起って いるいろ いろの 事 は、 煙突に かこまれ てこの 

窓から は、 まるで 噓 のように 思われました。 ミン チン 

先生 も、 ァメ リア 嬢 も、 教室 も、 ほんとう にある のか 

ない のか、 判ら なくなって 来ます。 広場の 車馬の 響 さ 

え、 何 か 別の 世界の 物音の ように 聞え て 来る のでした。 


ロッティ は 思わず セ ェ ラの 腕に しがみつきました。 

「セ エラち やん、 私 このお 部屋 好き —— 大好き。 私達 

の 部屋より よっぽど いい わご 

「あら、 雀が 来て よ。 パン屑で も あれば、 やりたい の 

だけど ご 

「私、 持って てよ ご 

雀 は、 屋根裏に お 友達が いようと は 思わなかった の 

で、 パン屑 を 投げられ ると、 驚いて 一 つ 向う の 煙突の 

先へ 飛び退き ましたが、 セ エラが ちゆつ ちゆつ と 雀の 

通りに 口 を 鳴らし ますと、 雀 は せっかくの 御馳走に 脅 

かされた の だと 気づいた らしく、 首 を 傾げて パ ン屑を 


見下しました。 それまで、 おとなしく していた ロッ 

ティ は、 耐え きれ なくなりました。 

「来る でしよう か？」 

「来そう な 眼 をして る わ。 来よう か、 来まい か、 と 迷つ 

ている のよ。 あら、 来そう だ わ。 ほら、 来た わご 

雀 は、 しばらく ためらって 後、 大きな かけら を 素早 

つま 

く 嘴んで、 煙突の 向う へ 飛び去りました。 が、 じき 一 

羽の 友 を 伴れ て、 戻って 来ました。 友 はまた 友 を 伴れ 

て 来ました。 ロッティ 〔# 「ロッティ」 は 底本で は 「ロイ 

テツ 匕 は うれし さの 余り、 初め 部屋の みすぼらし さに 

胸 を 打 たれた ことな ど 忘れて しまいました。 セ エラ 自 


身 も、 ロッティ によって、 今まで 気づかなかった ここ 

の 美し さ を 知りました。 

「この 部屋 は、 小さくて 高い ところに あるから、 鳥の 

巣と いっても いい わね。 天井が かしいで いるの も 面白 

いでしょう。 こっちの 方 は 低くて、 頭が つかえそう ね。 

私 夜が 明ける と、 床の 上に 坐って、 窓から 空 を 見上げ 

つ ぎ 

るの よ。 すると、 窓 はまる で 四角な 明るみの 継 布み た 

いなのよ。 お天気の 日に は、 小さな 薔薇色の 雲が ふわ 

ふわ 浮いて て、 手 を 伸したら 届きそう なの。 雨の 日に 

は 雨だれの 音が、 何 かいい 事 を 話して くれてる ようよ。 

星の 夜 は、 継 布の 中に いくつの 星が 光って るか、 数え 


て 見る の。 あれつ ぱ かしの 所に ずいぶん たくさん あつ 

てよ。 それから、 あの 小さな 炉 にした つて、 磨いて 火 

を 入れれば、 素敵 じ やない の。 ね、 そう 考えて みると 

ここ だ つ てず いぶんい い 部屋で しょうご 

そうい われる と、 ロッティ も、 セ エラの いう 通りの 

ものが 見える ような 気がしました。 セ エラが 描く もの 

なら、 何でも ほんとう だと 思い こむ ロッティでした。 

セ エラ は、 なおつ づけて いいました。 

「床に は 厚い、 柔 かい、 青の 印度 絨毯 を 敷く としまし よ 

う。 それから、 あそこの 隅に は、 クッション を 一杯の 

せた 長椅子 を 置く としましょう。 椅子から 手 を： a すと 


取れる ところに、 本箱 を 置く の。 炉の 前に は 毛皮 を 敷 

くの。 壁 は 壁掛と 額と で 隠して しまう の。 小さい ので 

なきや ァ 似合わな いけど、 小さくても 綺麗な のが ある 

わ。 薔薇色の 置 ラム プが 欲しい わね。 真中に はお 茶道 

具 をのせ たテ エブル。 丸い 銅の 茶釜が、 炉棚の 上で ち 

ん ちん 煮立って るの。 寝台 もす つかり 変えなければ。 

それから、 小雀 達 は 窓に 来て 入っても よう ござんす か 

というよ うに、 慣らして しまう の。」 

「セ エラち やん、 私 もこ こに 来たい わご 

ロッティ を 送り出して しまう と、 セ エラに は 室内の 

惨め さが、 前より ひどく 思われました。 セ エラ はしば 


らく 足 台の 上に 坐って、 両手で 顔 をお おうてい ました。 

「寂しい 所 だ わ。 世の中で 一番 寂しい 所の ように 思え 

る こと さえ ある わ。」 

ふと、 セ エラ はこと という 微かな 音 を 聞きました。 

あとあし 

見る と、 大きな 鼠が 一 匹、 後肢で 立って、 物珍しげに 

鼻 を うごめかして いました。 ロッティの 持って きた パ 

ン 屑が、 そこらに 散らかって いました ので、 鼠 は その 

匂いに 惹 かれて 出て 来た ものの ようでした。 

ほおひげ  こびと 

鼠 はまる で、 灰色の 頰鬚を はやした 侏儒の ようで し 

た。 何 か 問うよう にセ エラ をみ つめている のでした。 

眼 付が 妙に おどおどして いるので、 セ エラ はふと こん 


な こと を 考えました。 

「鼠 はきつ と 辛い に違いない わ、 皆に 嫌がられて。 私 

だって、 皆に 嫌がられて、 罠 を かけられ たりし たらた 

まらない わ、 雀 は、 鼠と は大 違いだ わ。 でも 鼠 は 鼠に 

なりたく てな つたわけ じゃァ ない のね。 雀の 方に 生れ 

たく はない かい？ なんて 聞いて くれる 人が ある わけ 

じゃァ ないから ご 

鼠 は、 初めは セ エラ を 怖がって いるよう でした が、 

雀の ような 心 を 持って いると みえ、 さっきの 雀の よう 

に、 だんだん パン屑の 方に 寄って 来ました。 

「おいで。 私 は 罠 じゃァ ないから。 食べても いいの だ 


よ、 可哀 そうに。 バスティ ュの 囚人 達 は、 鼠と 仲よ し 

になった つてい うから、 私 もお 前と 仲よ くな ろうかし 

ら。」 

どうして 動物に 物が 解る のか。 その 訳 は 解りません 

が、 しかし、 動物に 物の 解る の は 事実です。 ことによ 

ると 世の中に は 言葉で ない 言葉が あつ て、 何に でも、 

それが 通じる のか もしれ ません。 ことによると、 また 

世の中の 事物に は、 何に でも、 目に 見えぬ 魂が あって、 

声 も 立てず、 話し合う ことが 出来る のか もしれ ません。 

それ はとに かく、 鼠はセ エラが こういった 瞬間、 もう 

安心 だと 思 つ たようでした。 彼 は そろそろと パ ン 屑の 


方に 行き、 それ を 食べ はじめました。 彼 は 食べながら、 

さっきの 雀の ように、 時々 セ エラの 方 を 見て、 どうも 

すみません、 というよ うな 眼 をし ました。 セ エラ は、 

それに ひどく 心 を 動かされました。 

それから 一週間 ほどた つた ある 晚、 ァ アミ ンガ アド 

がそつ と 屋根裏へ 忍び 登って、 戸 を 叩きます と、 室内 

は 妙に ひっそりして いました。 セ エラ は 寝て しまった 

のか しら、 と 訝 つてい ると ころへ、 ふいに セ エラの 低 

い 笑い声が 聞え て 来ました。 

「ほら、 メル チセ デク、 それ を 持って お帰り。 おかみ 

さんのと ころへ お帰り ご 


そういうと、 すぐ セ エラ は 戸 を 開きました。 

「セ エラさん、 誰？ 誰と 話して たの？」 

「お話して もい いけど、 あなたび つくりして、 声 を 立 

てたり しちや ァ、 駄目よ ご 

ァ アミ ンガ アド は、 その 場で 危く 声を立てる とこ 

ろでした。 見渡した ところ、 室内に は 誰も いないので、 

セ エラ はお 化と 話して いたの かと、 ァ アミ ンガ アド は 

思った のでした。 

「何 か、 怖い お 話な の？」 

「怖がる 人 も ある わ。 私 だって 初めは 怖かった けど、 

もう 何でもない わご 


「いや ァだ。 —— 鼠よ ご 

ァ アミ ンガ アド は 一飛に 飛んで、 寝台の 真中に 坐り 

ました。 声 は 立てませんで したが、 怖 さの あまり 息 を 

はずませて いました。 

「鼠？ 鼠です つて？」 

「慣れて るから 怖かァ ない のよ。 私が 呼べば 出て くる 

くらいよ。 あなた さえ 怖くなければ、 呼んで みる わご 

ァ アミ ンガ アド は、 初めは 怯えて 寝台の 上で 足 を 縮 

めてば かりい ましたが、 セ エラが 落ち着いた 顔で、 メ 

ルチセ デクが 初めて 出て 来た 時の 話 をす るの を 聞いて 


いると、 だんだん 鼠 を 見て みたくな りました。 彼女 は 

寝台の 端に のリ 出して 来て、 セ エラが 壁の 腰板に ある 

抜穴の そばに 跪く の を じ つ と 見て いました。 

「そ、 その 鼠、 ふいに 龃け 出して 来て、 寝台の 上に 上つ 

て 来たりし ゃァ しなく つ て？」 

「大丈夫。 私達と 同じよう にお 行儀が いいのよ。 まる 

で 人間の よう だ わ。 さ、 見て らっしゃ いご 

セ エラ は 聞え るか 聞えない ほどに、 口笛 を 吹き まし 

とな 

た。 何 か 呪文 を 称える ように、 四 五た び 吹きました。 

すると、 それ を 聞きつ けて、 灰色の 頰鬚を 生やした 鼠 

が、 眼 を きらきら させて、 穴から 顔 を 出しました。 セ 


エラが パン屑 を やる と、 メル チセ デクは 静かに 出て 来 

て、 それ を 食べました。 彼 は 少し 大きな 屑 を 持って、 

こせ わ 

小 忙しげに 帰つ て 行きました。 

「ね、 あれ は、 おかみ さんや 子供達に 持って つて やる 

のよ。 えらいで しょう。 自分 は 小さい の だけ 食べる の 

うち  よろこ 

よ。 帰って 行く と、 家の もの 達が 悦ん で、 ちゅうち ゆ 

う 大騒ぎよ。 ちゅうち ゆうに も 三通リ あるの よ、 子供 

のち ゆうち ゆうと、 メル チセ デク 夫人の ちゅうち ゆう 

と、 それから メル チセ デク 君の ちゅうち ゆうと ご 

ァ アミ ンガ アド は 笑い出しました。 

「セ エラさん は 変って る わね。 でも、 いい 方ね ご 


「私 変って いてよ。 私 はまたい い 人に なりたい と 思つ 

てるのよ ご セ エラ は 小さな 手で 顔 を こすりました。 

そして、 やさしい 少し 悩ましい 顔に なりました。 「パ 

パも よく 私 を 笑った もの だ わ。 でも、 私 笑われて うれ 

しかった わ。 私 は 変人 だけど、 私の いう 出 まかせ は 面 

白い と、 パパ は 仰し やって た わ。 私、 お 話 を 作らずに 

いられな いのよ。 お 話 を 作らずに は 生きて いられない 

のよ ご セェ ラ はちよ つと 口 を噤ん で、 部屋の 中 を 見廻 

しました。 「少 くと も、 こんなと ころに 住んで いられ 

る はず はない わご 

ァ アミ ンガ アド は、 だんだん 惹き 入れられて 来 まし 


た。 

「あなたが 話す と、 何でも、 皆 ほんとの ように 思えて 

くるわ。 あなた は、 メル チセ デク のこと を 人間の よう 

に 仰し やる でしよう。」 

「人間な のよ。 あれ は 私達と 同じように、 ひも じく 

なつたり、 吃驚した りする わ。 それから 結婚して、 子 

供 も 持って る わ。 だから、 あれ だって 私達の ように、 

何も 考えない とはいえないで しょう？ あれの 眼 は、 

人間の 眼の よう だ わ。 だから 私、 あれに 名 をつ けて 

やった のよ ご 

セ エラ は、 いつもの ように 膝 を 抱えて、 床に 坐って 


いました。 

「それに あれ は、 私の 友達と してつ かわされた バス 

ティ ュ鼠 なのよ ご 

「まだ バスティ ュの つもりな の？ いつでも、 ここ は 

バ ス ティ ュ だとい うつ もりで いら つし やる の？」 

「たいてい そのつ もりよ。 時と すると、 どこか 別の 所 

のつ もりに もなる けど、 バスティ ュ のつ もりに なら、 

すぐ なれる わ。 殊に 寒い 日な どに は ご 

ベット  ころが 

ちょうど その 時、 ァ アミ ンガ アド は 寝台から 転り 

落ちそう になり ました。 向う から 壁 を コッ、 コッと 叩 

く 音 を 聞いた からでした。 


「なァ に？ あれ？」 

セ エラ は 立ち上って、 お 芝居の 口調で 答えました。 

「あれ こそ は、 隣の 監房に いる 囚人 じ や ご 

「ベ ッ キイの こと？」 

「そうよ。 こうな の、 コッ、 コッ とニッ 叩く の は、 

『囚人よ、 そこにい るので すか？』 という 意味な の ご 

セ エラ は 返事で もす るかの ように、 こちらから 壁 を 

三度 叩きました。 

「ね、 これ は、 『はいお リ ます。 別に 変り はあり ませ 

ん。』 という 意味な の ご 

すると、 ベッキ ィの 方から、 コッ、 コッ、 コッ、 コ 


ッと、 四つ 叩く 音が しました。 

きょうだい 

「あれ は、 こうな の、 『では、 同胞よ、 安らかに 眠り 

ましょう。 お休みなさい。』」 

ァ アミ ンガ アド は、 うれし さの あまり 眼 を 輝かせ ま 

した。 

「まるで、 何 かのお 話みたい ね。 セ エラさん ご 

「みたい じゃァ なくて、 ほんと にお 話な のよ。 何 だつ 

てかん だって 物語 だ わ。 あなた だって 一 つの 物語 だし 

—— 私 も 一 つの 物語よ。 ミン チン 先生 だって、 やつば 

り 物語 だ わご 

セ エラ はまた 床に 坐って 話し 出しました。 ァァ ミン 


ガ アド は、 自分が いわば 脱走 囚 のよう な もの だとい う 

こと なぞ 忘れて、 セ エラの 話に 聞き とれて いました。 

で、 セ エラ は 彼女に、 この バスティ ュに 夜通しいて は 

ならない から、 そっと 梯子 を 降りて、 自分の 寝室へ 行 

くように、 注意し なければ なりませんでした。 

十 印度の 紳士 

が、 ァ アミ ンガ アド や ロッティ は、 そう 毎晚 屋根裏 

に 忍んで 行った わけではありません。 セ エラ はいつ 

行つ て も 屋根裏に いると いう わけではありません し、 


おそ 

抜け出た あと をァメ リア 嬢に 見舞われる 惧れ もないで 

はありませんでした。 で、 セ エラ はたいて い 一人 ぼつ 

ちでした。 彼女 は 屋根裏に 一人い る 時よりも、 階下で 

皆の 間にい る 時の 方が、 よけい 一人ぼっちな 気がし ま 

した。 

プリンセス • セ エラと して 馬車に 乗り、 女中 を 従え 

ていた 時には、 よく 通りが かりの 人が 振り返って 見た 

もので したが、 今 は、 使に 出歩く セ エラ を、 眼に とめ 

る もの もありませんでした。 ぐんぐん 脊丈は 伸びて 行 

くのに、 古い 着 残りし かないので、 形の 整わな いのは 

もとよりの ことでした。 セ エラ は 時々 商店の 鏡に 映る 


自分の 姿 を ちらと 見て、 思わず 吹き出す こと も ありま 

したが、 時と すると 顔 を 紅ら め、 唇 を嚙ん で、 逃げ出 

さずに はいられませんでした。 

日が 暮れて、 窓の 中に 灯が ともる と、 セ エラ は通リ 

がかり に 暖かそう な 部屋 を視 いて 見る のが 常でした。 

火の 前に 坐ったり、 テ エブル を 囲んで 話したり してい 

る 人達 を 見て、 彼女 は、 よく その 人達の こと を 想像し 

いっかく 

てみ るので した。 ミン チン 女 塾の ある 一 劃に は、 五つ 

か 六つの 家族が 住んで いました。 セ エラ は それぞれの 

家族と、 彼女の 空想の 中で 親しくな つてい ました。 そ 

おおやし き 

の 中で 一 番 好きな 家族 を、 セ エラ は 『大屋 敷』 と 呼ん 


うち 

でい ました。 という わけ は、 その 家の人が 大きい から 

ではなく、 その 家に は 人が たくさんい るからで した。 

そのたく さんの 人達 は、 大きい どころ か、 子供の 方が 

多い くらいでした。 肥った 血色の いいお 母さんと、 

肥った 血色の いいお 父さんと、 これ もまた 肥った 血色 

のい いお 祖母さん と、 八 人の子 供と、 たくさんの 召使 

と —— これが 『大屋 敷』 の 人達でした。 大屋 敷の ほん 

とうの 名 は、 モント モレンシ ィ というの でした。 

ある 晚の ことでした。 非常に 滑稽な ことが 持ち 上り 

ました。 もっとも、 考えよう によって は、 ちっとも 滑 

稽な ことではなかった かもしれ ません。 


セ ェ ラが モント モレンシ ィ 家の 前 を 通りかか ると、 

子供達 は どこかの 夜会へ でも 出かける らしく、 ちょう 

ぺ— ヴ メント  いく 

ど 舗 道 を 横切って 馬車の 方へ 歩いて 行と ころでした。 

二人の 女の子 は、 白い レ エスの 服に 美しい 飾 帯 を 着け 

て、 先に 馬車へ 乗りました。 それに つづいて、 五 歳の 

少年 ギィ • クラ アレンスが 乗り こもうと していました。 

少年の 頰は 紅く、 眼 は 青で、 丸い 可愛い 頭 は 巻毛に 被 

われて いました。 あまり 美しい ので、 セ エラ は 手籠 を 

持って いる こと も、 自分の 身 装の みすぼらし いこと も 

—— 何もかも 忘れ、 もう 一 目 少年 を 見たい 気持で 一 杯 

になり ました。 で、 彼女 は 思わず 立ち 止って、 少年 を 


眼で 追いました。 

こうたん さい 

ちょうど 降誕 祭の 前でした ので、 大屋 敷の 人達 は 貧 

しい 子供達の 話 を いろいろ 聞いて いました。 ギィ • ク 

ラ アレンス は、 そ の 日 そんな 話 を 読んで 涙ぐんだ ほど 

でした。 で、 彼 はどう かして そんな 子 を 見付け、 持 合 

せの 二十 銭 銀貨 を 施したい と 思って いたと ころでした。 

彼 は その 二十 銭で、 貧しい 子の 一 生が 救える ものと 

思って いたのでした。 彼が 姉に つづいて 馬車へ 乗ろう 

とした 時に も、 その 銀貨 は ポケットの 中に ありました。 

乗ろうと して クラ アレンス は、 ふと セ エラが 餓えた よ 

うな 眼で 自分 を 見て いるのに 気づ いたのでした。 


セ エラが 餓えた ような 眼 をして いたの は、 この 少年 

に 抱きついて 接吻したい からでした。 が、 少年 は、 セ 

エラが 一日中 何にも 食べなかった から、 そんな 眼 をし 

ている のだろう と 思いました。 で、 彼 は ポケットに 手 

を 入れ、 銀貨 を 持って、 セ エラの 方へ 歩いて 行き まし 

た。 

「可哀 そうに。 この 二十 銭 を 上げる よご 

セ エラ はび つくりし ました。 が、 すぐ、 今の 自分 は 

昔 自分が 馬車に 乗る の を 見上げて いた 乞食 娘に そつく 

り だと 気づきました。 セ エラ も、 よくそうした 娘 達に 

銀貨 を 施して やった ものでした。 セ エラ は 一度 紅く 


なつてから、 また 真 蒼に なりました。 セ エラ は その 

なさけ 

情の こもった 銀貨に、 手 も 出せない ような 気がし ま 

した。 

「あら、 たくさんで ございます。 わたくし、 ほんとう 

にいた だく わけ は ございま せんご 

セ エラの 声 は、 そこらの 乞食 娘の 声な どと は 似ても 

似つ かぬ もので したし、 ものごし も 良家の 令嬢 そつく 

りでした ので、 馬車の 中の 少女 達 はの り 出して 耳 を 傾 

けました。 

が、 ギィ. クラ アレンス は、 せっかくの 施し を やめ 

るの がいやで したので、 銀貨 をセ エラの 手の 中に 押し 


こみました。 

「君、 とってくれ なくち ゃァ 困る よ。 これで、 何 か 食 

ベる もので も 買いた まえ。 二十 銭 あるんだ からね ご 

少年 は、 非常に 親切な 顔 をして いました。 セ エラが 

この 上 拒みで もす ると、 ひどく 気 を 落しそう なので、 

セ ェ ラは 素直に お金 を 取らなければ 悪 いと 思いました。 

で、 ようよう 我を折り はし ましたが、 頰は真 赤に 燃え 

ました。 

「ありがとう。 坊ちゃん はほんと うに 御 親切な、 可愛 

い 方ね ご 

少年が K ば しげに 馬車へ とびこむ の を 見る と、 セェ 


ラも そこ を 去りました。 息苦しい けれど、 ほほえみた 

い 気持でした。 彼女の 眼 は 霧の 中で きらきら 光って い 

ました。 セ エラ は 自分が 妙な 恰好 をして いる こと、 み 

す ぼらし いこと は、 前から よく 知ってい ましたが、 乞 

食に 間違えられようと は 思い もよりませんでした。 

走り出した 馬車の 中で、 大屋 敷の 子供達 ははし やい 

で、 しゃ ベリ 出しました。 

「どうして、 お金なん かやった の？」 ジャ ネット はギ 

ィ • クラ アレンスに いいました。 「あの 娘 は 乞食なん 

かじゃ ァな いと 思う わご 

ノラ もい いました。 


「口の 利き 方 だって、 乞食み たいじ ゃァ なかった わ。 

顔 も 乞食のと は 見えな か つ てよ。」 

「それに、 おねだり したわけ でもない じゃァ ない の ご 

ジャ ネット はいいつ づけました。 「私、 あの 娘が 怒り や 

ァ しない かと 思って、 はら はらして いたのよ。 乞食で 

もない のに、 乞食と 見られたら、 腹の 立つ のが あたり 

まえ だ わご 

「でも、 あの 娘 は 怒って やしなかった よご と 少年 はい 

いました。 「あの 娘 はちよ いと 笑って、 あなた はほん 

とに 親切な、 可愛い 方 だとい つたよ。 その 通り さ。 僕 

は 僕の 持って る だけ を やつたん だもの ご 


ジャ ネットと ノラ は 眼 を 見合せ ました。 

「乞食の 子なら、 そんな こと はいう はずがない わ。 『お 

ありがとう、 旦那 様、 おありが とうご ざいます』 つて 

いう 風に い つ て、 ぴ よこび よこ 頭 を 下げる はず だ わご 

セ エラ はそんな 話が あつたと は、 知る よし も ありま 

せん。 が、 その 時 以来、 大屋 敷の 人達 は、 セ エラが 大 

屋敷に 感じて いるよう な 興味 を、 セ エラに 対して 持ち 

はじめていた のでした。 セ エラが 通ります と、 子供 部 

屋の 窓に、 子供達の 顔が いくつ も 現れました。 皆 はよ 

く炉 のま わりで セェ ラ のこと を 話し合いました。 

「あの 子 は、 学校で 小 使 娘みたい な こと をして いるら 


しいの よご と、 ジャ ネット はいいました。 「誰も めん 

みなしご 

どう を 見て やる もの はない ようよ。 きっと 孤児な の だ 

わ。 でも、 決して 乞食 じ やない ことよ。 なり は 汚い け 

どご 

で、 それから はセ エラ を 『乞食 じゃァ ない 小さな 女 

の 子』 と 呼ぶ ようになりました。 あまり 長い 名な ので、 

小さ い 子 達が 急 い でい うと、 ひどく 滑稽に 聞え ました。 

セ エラ は、 あの 銀貨に 工夫して 穴 を あけ、 細い リボ 

きれはし 

ンの切 端 を 穴に 通して、 首に 掛けました。 セ エラ は、 

大屋 敷が だんだん 好きに なりました。 好きな もの は 何 

でもます ます 好きになる のが、 セ エラの 癖でした。 


ベッキ ィ にしても、 雀 達に しても、 鼠の 家族に しても 

 エミ リイに 対して は、 殊にそう でした。 セ エラ は 

前から、 エミ リイに は 何でも 解る と 思って いたので し 

たが、 時と すると、 今にも エミ リイが 口 をき き 出し は 

しまい かと 思われる のでした。 が、 エミ リイ は 何 を 訊 

ねられても、 返事 だけ はしませんでした。 

「返事と いえば、 私 だってよ く 返事 をし ない ことがあ 

はず か 

る わ。 恥し い 目にあった 時な ど は、 黙って 皆 を 見返 

して 考えて いると、 一番い いのよ。 怒く らい 強い も 

の はないけ ど、 怒 を じっと 我慢して いるの はなお 偉い 

わ。 だから、 苛める 人達に は 返事 を しないに 限る わ。 


殊によ ると エミ リイ は、 私自身が 私 に似てい るより よ 

けいに、 私 に似てい るの かもしれ ない わ。 エミ リイ は 

味方に さえ も 返事なん かしない 方が いいと 思って いる 

のか もしれ ない わ、 何もかも 自分の 胸 一 つに 包んで ご 

そう 思い はし ましたが、 あまり 酷い 目にあったり、 

恥し い 目にあったり すると、 ただ 棒の ように 立って い 

るき りの エミ リイ を、 生きて る ものと 想って、 自分 を 

慰める の も、 莫迦ら しくな つて 来る ことがありました _ 

ある 寒い 晚の ことでした。 セ エラ は 空いた お腹 を か 

かえ、 煮えく りかえ るよう な 胸 を 抱 い て、 屋根裏 へ 帰つ 

て 来ました。 と、 エミ リイ は 今までに ない うつろな 眼 


をして、 鋸屑 を 詰めた 手足 を 棒の ように 投げ出し てい 

るので す。 たった 一人の エミ リイまで こんなで は —— - 

セ ェ ラ はが つ かりして しまいました。 

「私 は、 もうす ぐ 死んで しまうよ。」 

そうい われても、 エミ リイ は、 うつろな 眼 を 見開い 

ている ばかりでした。 

「もう 我慢が 出来ない わ。 寒い し、 着物 は 濡れて るし、 

お腹 は 死にそう に 空いて いるんだ もの。 死ぬ にき まつ 

てる わ。 朝から 晚 まで、 まァ 何千 里 歩いた ことだろう。 

それな のに、 料理番の 要る ものが 見付からなかった か 

ら といって、 晚 御飯 を 食べさせて くれないの。 ぼろ 靴 


すべ  わら 

のお かげで、 私が ヒ つたら、 皆 は 私を嗤 うのよ。 私 は 

泥 まみれに な つ てるのに、 皆 はげら げら 笑って るの さ。 

エミ リイ、 わかった かい？」 

ガラス だま 

エミ リイの 硝子 玉の 眼 や、 不服 もな さそうな 顔 付 を 

見る と、 セ エラ は 急に むかむかして 来ました。 彼女 は 

小さい 手 を 荒々 しく 振り上げて、 エミ リイ を 椅子から 

すす リな 

叩き 落します と、 急に 欷戯き はじめました。 セ エラが 

泣くな どと は、 今までに ない ことでした。 

「お前 はや はリ、 ただの 人形な のね。 人形よ、 人形よ。 

鋸屑の つまって る 人形に、 何が 感じられる もの かご 

ふと、 壁の 中に ただならぬ 物音が 起り ました。 メル 


チセ デクが 誰か を 折檻して いるので した。 

すすりなき 

セ エラの 欷戯 はだん だんお さまって 来ました。 こ 

ん なにへ こたれ るの は、 いつもの 自分ら しくない、 と 

セ エラ は 意外に 思いました。 彼女 は 顔 を あげて、 エミ 

リイの 方 を 見ました。 エミ リイ は 横 眼 を 使って セ エラ 

の 方 を 見て いるよう でした。 その 眼 は 硝子 玉に はちが 

いありませんでした けれど、 何かセ エラに 同情して い 

るよう でした。 彼女 は 身 を 屈めて 人形 を 抱き上げ まし 

た。 悪かった という 気持で、 胸が 一杯でした。 

「お前が 人形な の は、 あたりまえ だ わね。 お前 は 鋸屑 

なりに、 出来るだけ のこと はして いるの かもしれ ない 


そういいながら、 セ エラ は エミ リイに 接吻し、 着物 

の 皺 を 伸して、 いつもの 椅子の 上に かけさせて やり ま 

した。 

前から セ エラ は、 隣の 空 家に 誰か 住めば いいのに と 

思って いました。 というの は、 その 家の 屋根裏の 窓が、 

セ ェ ラの 部屋の すぐ 向う にある からでした。 その 窓が 

開かれて、 四角い 口から 誰かの 頭 や 肩が 出て 来たら、 

どんなにい いだろうと 思われました。 

「立派な 顔の 人 だったら、 こっちから 挨拶して みょう。 

でも、 こんな 屋根裏に は、 召使の ほかいる はず はない 


ある 朝、 セ エラが お 使から 帰って来 ますと、 引越の 

うち 

荷車が その 家の 前に 止って いました。 セ エラ は 運び こ 

まれる 家具の 類から、 そこに 住む のが どんな 人 か、 た 

いてい 想像の つく 気がしました。 

「お 父 様と 初めて 来た 時、 ここのお 道具 は ミン チン 先 

生 そっくり だ、 と 思った ことがあ つたわ。 大屋 敷に は 

きっと、 むくむ くした 肱掛 椅子 や、 寝椅子が あるに 違 

いない わ。 あの 紅い 壁紙の 色 だって、 大屋 敷の 人達の 

ように 温かで、 親切そう で、 幸福そう に 見える わご 

引越の 荷車から は、 丹念に 加工した 麻 栗樹の 卓 や、 


東洋風に 縫 取の 施して ある 衝立な どが 下されました。 

ノ スタ ルジ ャ ー 

それ を 見る と、 セ エラ は 妙に 懐郷 的な 気持に なリま 

した。 彼女 は 印度に いた 時には、 よくそうし たもの を 

見た ものでした。 ミン チン 先生に 取り上げられ たもの 

の 中に も、 彫刻の ある 麻 栗樹の 机が 一 つあった のでし 

た。 

「綺麗な お 道具 だ こと！ きっと これ を 持って るの は 

立派な お 方よ。 大 がかり なと ころも あるから、 お金 持 

なのか もしれ ない わご 

その 家具に は、 どこか 東洋 的な ところが ある 上、 立 

派な 仏殿に 入った 仏像が 一 つ 運び出され たの を 見る と、 


うち 

この 家の人 は 印度に いた ことがあ るに 違いありません。 

「屋根裏の 窓から 首 を 出す 人 はな いか もしれ ない けど、 

うち 

この 家の人と は、 何だかもう 親しい ような 気がする 

わご 

夕方 牛乳 を 運び入れる 時、 セ エラ は 大屋 敷の 御主人 

が、 新しく 越して きた 家へ 入って 行く の を 見かけ まし 

た。 そのうち 出て 来て、 人夫 達に 指図 をしたり する の 

うち 

でした。 きっと 大屋 敷と この 家と は 親しい 間柄な ので 

しょう。 

うち 

「子供が あれば、 大屋 敷の 子供達 も、 きっと この 家に 

遊びに 来る わ。 そして、 面白がって 屋根裏へ 登って 来 


ない とも 限らない わご 

その 晚、 セ エラのと ころに 来たべ ツキ ィは、 こんな 

こと を いいました。 

「お嬢さん、 お 隣に 越して 来たの は、 印度の 人です つ 

て さ、 色 は 黒い かどう か 知らない けど。 大変な お金 持 

で、 大屋 敷の 旦那 様 は、 その 方の 弁護士 なんです つて。 

あまり 心配事が あつたので、 身体 を 悪く してし まった 

のです つて、 あの人 は、 木 や 石 を 拝む 邪宗 徒な のよ。 

何 か 妙な 偶像 を 運んで 行く の を、 私見て よご 

「でも それ は、 拝む わけ じ ゃァな いんでしょう。 仏像 

に はいい ものが あるから、 拝む ためじ ゃァ なく、 眺め 


るた めに 持って る 人が あるの よ。 うちのお 父 様 も、 一 

ついい の を 持って らしった わご 

うち 

ある 日、 一 台の 馬車が その 家の 前に 止り ました。 

ぎょしゃ 

馭者が 戸 を 開ける と、 大屋 敷の 父親 や、 看護婦が 下り 

ました。 すると、 玄関から 下男が 二人 龃け 降りて 来 ま 

した。 馬車から 助け 下された 印度の 紳士 は、 骸骨の よ 

うに 痩せ衰えた 体 を 毛皮で 包んで いました。 大屋 敷の 

主人 は ひどく 心配そう でした。 まもなく、 お 医者 様の 

馬車が 着きました。 

その 日、 セ エラが フランス語の 組に 出た 時、 ロッティ 

は そっとい いました。 


「セ エラち やん、 お 隣に は 黄色い 顔の 小父さん がいる 

のね。 支那 人 かしら？ 地理の 本に は、 支那 人 は 黄色 

い 顔 をして いる、 と 書いて あった けれど。」 

「支那 人 じゃァ ない ことよ。 あの 小父さん は、 大変お 

からだが 悪い のよ。 —— さァ、 練習問題 をお やん なさ 

い。 『ノン • ムシ ゥ。 ジュネ • パ • ル • カニフ • ド • モ 

ン ノン クル。』 (いいえ、 私 は 伯父さんの ナイフ を 持つ 

ていません。)」 

そうして、 それから 印度 紳士の 話が 始まりました。 

十一 ラム • ダス 


時と すると、 広場で 見る 夕 焼 もなかな か 美しい もの 

です。 が、 街から は、 屋根 や 煙突に 囲まれた ほんの 少 

しの 空し か 見えません。 台所の 窓から は、 その ほんの 

そうれい  くま 

少しも 見え はしないでしょう。 壮麗な 夕 焼の 空 を隈な 

く 見渡す ことので きる の は、 何とい つても 屋根裏の 

ひきまど 

天窓です。 セ エラ は 夕方に なると、 用の 多い 階下から 

そっとぬ けて 来て、 屋根裏部屋の 机の 上に 立ち、 窓 か 

ら頭を 出来るだけ 高く 出して 見る のでした。 大空 はま 

るで セ エラー 人の ものの ようでした。 どの 屋根の 上に 

も、 空 を 眺めて いる 人の 頭 は 見えませんでした。 セェ 


ラは 一人 何もかも 忘れて、 いろいろの 形に かたまった 

り、 解けたり する 雲 を、 見つめて いました。 

ある 夕方、 セ エラ はいつ ものよう にテ エブルの 上に 

こんじき 

立って、 空 を 眺めて いました。 西の 空 は 金色の 光に 被 

うしお 

われ、 地球の 上に 金の 潮 を 流して いるよう でした。 

その 光の 中に、 飛ぶ 鳥の 姿が 黒々 と 浮んで 見えました。 

「素敵、 素敵。 何だか 恐ろしい ほど 素敵な 日没 だ わ。 

何 か 思いがけな いこと でも 起る のじ ゃァ ないか しら ご 

とふい に、 何 か 聞き なれぬ 物音が しました。 振 返る 

タァ ベン 

と、 お 隣の 窓が 開いて、 白い 頭 布 を 捲いた 印度人の 頭 

びゃくえ  ラス カァ 

が、 続いて 白衣の 肩が 出て 来ました。 —— 「東印度 水夫 


だ ご と、 セ エラ はすぐ 思いました。 —— 彼の 胸 もとに 

は、 一匹の 小 猿が まつわ リ ついていました。 さっき 聞 

いた 妙な 音 は、 小 猿の 声だった のでした。 

セ エラが 男の 方 を 見る と、 男もセ エラ を 見返し まし 

ふるさと 

た。 男の 顔 は 悲しげ で、 故郷 恋しい というよう でした。 

霧の 多い ロンドン では、 めったに 太陽 を 見る ことが 出 

来ない ので、 男 はきつ と 印度で 見なれ た 太陽 を 見に 

上って 来たので しょう。 セ エラ は まじま じと 男 を 見て、 

それから 屋根 越に ほほえみました。 セ エラ は 辛い 日 を 

送って 来た 間に、 たとい 知らぬ 人からで も、 ほほえみ 

かけられ るの は うれしい という こと を、 身に 沁みて 感 


じていた のでした。 

ほほえみ 

セ エラの 微笑 は、 男 を 喜ばした に 違いありません。 

ゆうやみ 

彼 は 夕闇の ような 顔 を ぱっと 輝かして、 白い 歯 並 を 見 

せて 笑いました。 

猿 は 男が 挨拶しょう とした 隙に、 ふと 男の 手 を 離れ 

て、 屋根 を 飛び こえ、 セ エラの 肩に 足 を かけて、 部屋 

の 中に 飛び こんで しまいました。 セ エラ は 面白がって 

笑い出しました。 が、 すぐ 猿 を 主人に —— あの ラス 力 

ァが 主人なら、 あの ラス カァに —— 返して やらな けれ 

ばなら ない と 思いました。 が、 セ エラ はどうして 猿 を 

捕えたら いい か、 判りませんでした。 下手に 捕えよう 


として、 逃げ失せられ でもす ると 大変です。 で、 セェ 

ラは、 昔なら い 覚えた 印度の 言葉で、 

「あの 猿 は、 私に 捕る でしよう か？」 と、 訊ねました。 

男 は、 セ エラが 自分の 国の 言葉で 話す の を 聞く と、 

ひどく 驚き、 同時に 喜びました。 そして べらべらと、 

その 言葉で しゃ ベリ 始めました。 彼の 名 は ラム • ダス 

というの だそう でした。 猿 は なかなかい うこと を 聞か 

ないだ ろうから、 セ エラが 許して くれるなら、 自分が 

行って 捕えようと、 彼 はいいました。 

「でも、 屋根と 屋根との 間 を 飛んで 来られて？」 

「造： & ない ことです。 - 


「じ ゃァ 来て ちょうだい。 怯えて 向う へ 行ったり、 

こっちへ 来たり、 大騒ぎして いるから ご 

ラム. ダス は、 天窓から するりと 屋根の 上に 上る と、 

生れてから 今まで 屋根 を 渡って 暮 して 来た かの ように、 

身 も 軽々 とセ エラの 方へ 渡って 来ました。 彼 〔# 「彼」 

は 底本で は 「後 匕 は 足音 も 立てず、 天窓から セ エラの 部 

すべ  サラ アム 

屋にヒ りこみ、 セ エラに 向き 直って、 印度 流の 額 手 礼 

さけびごえ 

をし ました。 猿 は ラム. ダス を 見る と 小さな 叫 声 を 

揚げました。 が、 彼が 天窓 を 閉めて 捕えに かかる と、 

じょうだん  かじ 

戯談 にち よ つと 逃げ 廻つ て、 すぐ ラム ，ダスの 首に 嚙 

りつきました。 


ラム • ダス は、 セ エラに 厚く 礼 をい いました。 彼の 

すばやい 眼 は、 室内の 惨めな 様子 を、 一目で 見て とつ 

たようで したが、 セ エラに 向って は 何にも 気づかぬ ふ 

り をして、 まるで 王女に でも 物 をい うように 話しかけ 

ました。 彼 はじき 暇 を 告げました、 「病気の 御主人 は、 

猿 を 失ったら どんなに 落胆した で ございましよう」 な 

どと、 繰り返し お礼 をい いながら。 

ラム. ダスが 去った あと、 セ エラ はしば らく 屋根裏 

部屋の 真中に 立った まま、 思い出に 耽って おりました。 

セ エラ は ラム • ダスの 印度 服 や、 うやうやしげ な 態度 

を 見る と、 印せ K にいた 時の こと を 思い起さずに はいら 


れ ませんで した。 一 時間 前に は、 料理番にまで 罵られ 

ていた 今の セ エラが、 かって はたく さんの 召使に かし 

づ かれて いたの だと 思う と、 おかしい くらいでした。 

それ はもう 過ぎ去った 昔の ことで、 そんな 身分に また 

なれる と は 思えませんでした。 ミン チン 先生 はセ ェ ラ 

が 相当の 年になる の を 待って、 たくさんの 組 を 受け持 

つとめ 

たせる でしよう。 その 務が、 今の 雑用より 楽 だと は 

思えません。 着る ものな ど は 先生ら しく させられ るか 

もしれ ません が、 それと てきつ と 女中の 着る ような ひ 

どい ものでしょう。 これから 先、 何 かよい 方に 変化が 

起って、 再び 幸福な 身分に なろうと は、 セ エラに は ど 


うしても 思えませんでした。 

ふと、 また 何 か を 思いつい たので、 セ エラの 頰は紅 

くな り、 眼 は 輝き 出しました。 彼女 は 痩せた 身体 を 

しゃんと 伸し、 顔 を 起しました。 

「どんな ことがあっても 変らない ことが、 一 つ ある わ。 

いくら 私が 檻褸 や、 古着 を 着て いても、 私の 心 だけ は、 

いつでも プリンセス だ わ。 ぴかぴか する 衣裳 を 着て 

プリンセス  た やす 

宮様 になって いるの は 容易い けど、 どんな ことがあつ 

プリンセス 

て も、 見て いる 人がなくても、 宫 様になりす ましてい 

る ことが 出来れば、 なお 偉い と 思う わ。 マリィ • アン 

トァ ネット は 玉座 を 奪われ、 牢に 投げ こまれた けど、 


その 時に なって かえって、 宮中に いた 時よりも、 女王 

様ら しかった つてい うわ。 だから、 私 マリィ. アン ト 

ァ ネットが 大好き。 民衆が わ ァゎァ 騒いでも、 女王 は 

びくと もしなかった そうだから、 女王 は 民衆より ずつ 

と 強かった の だ わ。 首 を 斬られた 時に だって、 民衆に 

勝って たんだ わご 

この 考え は、 今 考えついた わけではありません。 セ 

エラ はい ままでで も、 辛い 時には、 いつも この 事を考 

えて、 自分 を 慰めて いたのでした。 ミン チン 先生に ひ 

どい こと をい われる 時な ど、 セ エラ は 心の中で こうい 

いながら、 黙って 先生 を 見返して いるので した。 


プリンセス 

「先生 は、 そんな こと を、 宮様に いってる の だとい う 

こと を 御存じな いのね。 私が ちょっと 手 を 上げれば、 

あなた を 死刑に する こと だって 出来る のです よ。 私 は 

プリンセス 

宮様な のに、 先生 は 愚かな、 意地悪な お婆さん なの だ 

と 思えば こそ、 何とい われても、 赦し てあげて いるの 

よご 

プリンセス 

セ エラ は 宮様で ある 以上、 礼儀 深くなければ いけ 

ない と 思いました ので、 ミン チン 先生 はもと より、 召 

使 達が 彼女に どんな ひどい 事 をした 時 も、 決して 取り 

乱した 様子な どし ませんで した。 

「あの 若つ ちょ は、 バッキンガムの 宮殿から でも 来た 


みて ェに、 いやに もったいぶって やが る ご と、 料理番 

も 笑った ほどでした。 

ラム • ダスと お 猿の 訪問 を 受けた 次の 朝、 セ エラ は 

教室で、 下の 組の 少女 達に フランス語 を 教えて いまし 

た。 授業時間が 終る と、 セ エラ は 教科書 を 片付けな が 

ら、 御 微行 中の 皇族 方が させられた いろいろの 仕事の 

こと を 考えて いました。 —— アルフレッド 大帝 は、 牛 

飼のお かみさんに お菓子 を 焼かされ、 横面 を 張りとば 

されました。 牛 飼のお かみさん は、 あとで 自分の した 

事に 気づ いて、 どんなに 空恐ろしくな つたでしょう。 

みやさま 

もし ミン チン 先生に、 セ ェ ラ がほんと うの 宮様 だと 


解ったら、 先生 は どんなに 狼狽る でしよう。 —— その 

時の セ エラの 眼 付が たまらなかった ので、 ミン チン 先 

生 は、 いきなり セ エラの 横面 を 張りとば しました。 今 

考えて いた 牛 飼の 女の した 通りの こと をした わけです。 

セ エラ は 夢から 醒めて、 この 事に 気がつく と、 思わず 

笑い出しました。 

「何が おかし いんです。 ほんと にず うずう しい 子 だ 

ね ご 

セ エラ は、 自分が 宮様だった という こと を はっき 

り 思い出す まで、 ちょっと まごまごして いました。 

「考え ごと をして いた ものです から ご 


「すぐ 『御免なさい』 といったら いいだろ うご 

セ エラ は 答える 前に、 ちょっと 躊躇いました。 

「笑った のが 失礼で したら、 私 あやまります わ。 でも、 

考え ごと をして いたの は、 悪い と は 思えません ご 

「いったい 何 を 考えて いたの だい？ え？ お前に、 

何が 考えられる というの さ ご 

ジ エツ シィは くすくす笑い 出しました。 それから ラ 

ヴィニ ァと肱 を つ つきあいました。 ミン チン 先生が セ 

エラに 喰って かかる と、 生徒 達 は 皆 面白がって 見物す 

るので した。 セ エラ は 何と 牝られ て も、 少しもへ こた 

れ ない ばかり か、 きっと 何 か 変った こと をい い 出す の 


です。 

「私ね —— 」 と、 セ エラ は 丁寧に いいました。 「私、 先 

生 は 御 自分の なすつ てること が、 何だか 御存じな いの 

だろうと、 考えて いたので すご 

「私の している ことが、 私に 解らない つてい うの か 

い？」 

プリンセス  プリンセス 

「そうです。 私が 宮様 で、 先生が 宮様 の 耳 を 打 つ た 

リ などな さったら、 どんな ことになる かしら  私 は 

プリンセス 

宮様と して、 先生 を どう 処置したら いいだろ うか、 と 

プリンセス 

思って いたと ころです。 それから、 私が 宮様 だ つ たら、 

先生 は 私が 何 をしょう と、 耳 を 打つ なんて こと は、 な 


さらない だろうと 思って いました。 それから また、 お 

気がついたら、 先生 は どんなに 驚いて、 お 狼狽になる 

だろうと  〔# 「 —— 」 は 底本で は 「I 匕」 

「何、 何に 気がついたら というん です よご 

プリン セ ス 

「私が、 ほんとうの 宮様 だとい うこと にご 

教室に いる だけの 少女 達の 眼 は、 お 皿の ようになり 

ました。 ラヴ ィニァ は 席から 乗り出して 来ました。 

「出て 行け。 たった今、 自分の 部屋に 帰れ。 皆さん は 

よそみ 

傍見せ ずに 勉強な さいご 

セ ェ ラ はちよ つ と 頭 を 下げ、 

「笑った のが 失礼で したら、 御免下さい ご といい 残し 


て、 教室 を 出て 行きました。 

「皆さん、 セ エラ を 見て？ あの 子の、 妙な 様子 を 見 

て？」 ジ エツ シィ がまず 口 を 開きました。 

「私 だけ は、 セ エラ は 身分の ある 子 だとい うこと が 今 

にわかっても、 ちっとも 驚き ゃァ しない わ。 もし あの 

子が えらくな つたら、 どうで しょうご 

十二 壁 を 隔てて 

壁つ づきに 出来た 家並の 中に 住んで いますと、 壁の 

すぐ 向う の 物音に、 つい 気 を とられる ものです。 印度 


うち  つなが 

の 紳士の 家 は、 セ エラの 学校と 壁 一 つで 連って いま 

すので、 セ エラ はよ く 紳士の 生活 を 空想して、 心 を 楽 

しませました。 教室と、 紳士の 書斎と は、 背中 合せに 

なって いますので、 セ エラ は 放課後な ど、 やかましく 

はないだ ろうかと 心配し ました。 音の 通らない ように、 

壁が 厚く 出来て いればい いがと も 思いました。 

セ エラ は、 印度の 紳士が だんだん 好きに なりました。 

大屋 敷が 好きに なった の は、 家族が 皆 幸福そう だった 

からでし たが、 印度の 紳士 は 不幸そう に 見えた ので、 

好きに なった のでした。 紳士 は 何 か 重い 病気が 癒り き 

ら ない 虱でした。 台所の 人達の 噂に よると、 彼 は 印度 


人で はなく、 印度に 住んで いた イギリス 人で、 非常な 

失敗の ため、 一時 は 命まで も 失い かけた というの でし 

た。 彼の 事業と いうの は、 鉱山に 関した もの だそう で 

した。 

や ま 

「その 鉱山から ダイヤモンドが 出 るんだ とさ ご と、 料 

や ま 

理番 はいいました。 「鉱山 なんても の は なかなか 当る 

や ま 

もんじ ゃァ ない さ。 殊に、 ダイヤモンドの 鉱山なん て 

もの はね ご 彼 は 横 眼で セ エラ を じろ リと 睨みました。 

「わしら は、 誰 だって、 そんな 事ぐ らい 知って る さ ご 

「あの方 は、 お 父 様と 同様の 目に おあいに なった の だ 

わご と、 セ エラ は 思いました。 「それから、 お 父 様と 


同じ 病気に おかかり になった の だ わ。 ただ あの方 は 生 

き 残ったば かりだ わご 

こうした ことから、 セ エラの 心 はます ます 印度の 紳 

土の 方へ 惹き 寄せられて 行きました。 夜お 使に 出され 

る 時な ど、 窓から、 あのお 友達の 姿が 見られる かもし 

れな いと 思う と、 何とな しにいそい そしました。 そこ 

らに 人影の ない 時には、 セ エラ は 鉄の 格子に つかまつ 

て、 彼に 聞かす つもりで、 「お休みなさい」 といって 見 

たりし ました。 

「聞えない にしても、 きっと 何 かお 感じに はなる わ。 

あたたか 

温 い 気持って もの は、 窓と か、 壁と か、 そんな 


しょうがいぶ つ 

障碍 物 を 越えて、 相手の 心に 通じる もの だと 思う わ。 

貴方 は なぜか、 和んで 温くなる ような 気が なさ リ はし 

ない？ 私が 外で、 御 病気の よくなる ように 祈って い 

るから よ。 私、 あなたが お気の毒で ならない の。 お 父 

様が 頭の 痛む 時して あげたよ うに、 私、 あなたの 『小 

さい 奥様』 になって 慰めて あげたい わ。 お休みなさい、 

安らかに ご 

セ エラ はそう いうと、 セ エラ 自身 温められ、 慰めら 

れる のが 常でした。 

「あの方 は、 今 あの方 を 苦しめて いるもの のこと を、 

考えて いらっしゃ るよう だ わ。 でも、 もう 失った お金 


は 戻って きたの だし、 御 病気 だって じきによ くお なリ 

になる の だから、 あんな 悩ましい 顔 をな さって る はず 

はない のに。 きっと 何 か、 別の 御 心配が あるの よご 

もし 別の 心配が あると すれば、 あの 大屋 敷のお 父 さ 

ん だけ は 知っている はず だ、 とセ エラ は 思いました。 

モント モレンシ ィ氏 は、 よく 印度の 紳士 を 訪ねました。 

モント モレンシ ィ 夫人 も、 子供達 も、 時々 紳士 を 訪問 

しました。 病人 は、 上の 二人の 女の子 —— あの セ エラ 

がお 金 を もらった 時、 馬車の 中に いた ジャ ネットと ノ 

ラを 可愛がって いるよう でした。 病人 は、 子供に 対し 

て —— 殊に 小さい 女の子に 対して、 やさしい 気持 を 


持って いるよう でした。 ジャ ネットと ノラ も、 非常に 

病人に なついて いました。 

おじさ ま 

「小 父 様 は、 お気の毒な 方な のよ。 私達が 行く と、 小 

父 様 は 元気が 出る のです つて。 だから、 静かに してい 

て、 元気の つくよう にして あげなければ ならない わ 

ね ご 

ジャ ネット は 長女で したので、 弟 や 妹が 暴れ出さな 

いように、 気をつけて いました。 病人の 様子 を 見て、 

よい 時には 印度の 話 をして もらった リ、 疲れたよ うだ 

と 思う と、 あと を ラム. ダスに 頼んで そっとい とま を 

告げたり、 そんな 気 使い をす るの もジャ ネットでした 


子供達 は 皆 ラム • ダスが 好きでした。 ラム • ダスに 英 

語が 話せたら、 きっと 面白い 話 をた くさん して くれる 

だろう、 と 思って いました。 

印度の 紳士 は、 名 を カリス フォド といい ました。 あ 

る 時、 ジャ ネットが 彼に 『乞食 じゃァ ない 小さな 娘』 

に 出会った 時の 話 をす ると、 カリ スフ ォド氏 は ひどく 

心を惹 かれた ようでした。 更に ラム • ダスが、 彼女の 

屋根裏部屋で 猿 を 捕えた 話 をす ると、 ますます 心 を 動 

かされた ようでした。 ラム. ダス は、 屋根裏部屋の 中 

の 様子 を、 目に 見える ように 話しました。 その 話 を 聞 

くと、 カリ スフ ォド氏 は 大屋 敷の 主人に いいました。 


「力 アマ イク ル君、 この 近所に は、 そんな ひどい 屋根 

裏が きっとた くさん あるの だろう ね。 そして、 たくさ 

んの 惨めな 少女 達 は、 そんな 堅い 寝床に ねて いる わけ 

だね。 それな のに、 私 は 枕の 上に 身 を 投げて、 財産と 

いう 重荷に 犇 がれ、 悩まされぬ いている の だ。 しかも、 

その 財産と いうの は、 大部分 私の もの じゃァ ない の 

だ ご 

「いや、 しかし ご 力 アマ イク ル氏は 元気 づける ように 

いいました。 「そう 自分ば かリ 責める の は、 早く 止め 

た 方が、 あなたの ためにい いです よ。 たとい 貴方が、 

全 印 S の 富 を ことごとく 持つ てらしった ところで、 世 


わざ わ、， 

の 中から 災 をな くす わけに はいかないでしょう。 こ 

の 近所の 屋根裏部屋 を ことごとく 改築した ところで、 

他の 方面の 屋根裏部屋 は、 やはり 惨めな 状態に あると 

いう ことになります からな。 それまで 改築し ようって 

いうの は、 無理です よご 

カリ スフ ォド氏 は、 炉の火 をみ つめて 坐った まま、 

爪 を嚙ん でい ました。 

「どう だね。 あの 例の 子が —— 私の 忘れた ことのない 

あの 子が —— ひょっとして —— いや ほんと に、 隣家の 

きょうが い 

その 気の毒な 娘みたい な 境涯 におち こむ ような こと 

も、 ない とはいえ ないだろう ご 


「もし、 パリィの パスカル 夫人の 学校に いた 子が、 あ 

なた の 捜して いる 娘 だとす ると —— 」 カァ マイ クル 氏 

は、 宥める ようにい いました。 

「あの 子 は、 何 不自由な く暮 している はずです ね。 そ 

の 口 シャ人 は、 非常な 金 持で、 死んだ 自分の 娘と 仲よ 

しだった というので、 あの 子 を もらい 受けた という 話 

ですからね ご 

「そして、 パスカル という 女 は、 あの 子が どこへ 伴れ 

て 行かれ たかは、 ちっとも 御存じな いの だからな ご 

カァ マイ クル 氏 は、 肩 を すぼめました。 

「何しろ、 あの 女 は 抜 目の ない、 俗物の フランス 女で 


すから ね。 父親 を 失って、 仕送りの 絶えた あの 子 を、 

うまい 具合に 手 離す ことが 出来た ので、 大 よろこび 

だったら しいです よ。 すると、 養父母 達 は、 あとかた 

も 見せず 行方 をく らまして しま つ たわけさ ご 

「だが、 君 は、 その子が、 もし 私の 捜して いる 子で あつ 

たら、 というんだろう。 『もしも』 とね。 『確かに』 じ や 

ァな いんだ。 それに、 名前 も 少し 違う つてい うじ ゃァ 

ヽ ゝ o 一 

レカ 」 

「パスカル 夫人 は、 カル ゥと 発音した ようです。 —— 

が、 ちょっと 発音 を 間違えた だけ じゃァ ない のです か 

ね。 境遇 は 不思議な ほどよく 似て います。 印度に いる 


英国 士官が、 母の ない 娘の 教育 を 頼んだ というの です 

からね。 しかも、 その 士官 は 破産して 死んで しまった 

というの ですからね ご カァ マイ クル 氏 は、 ふと 何 か を 

思いつい たらしく、 ちょっとの 間口 を噤ん でい ました- 

「が、 娘 は 確かに パリィの 学校に 入れられた というの 

です か。 確かに パリィだった のです か？」 

カリ スフ ォド氏 はいら いらと、 切なそう に 口 を 開き 

ました。 

「いや 君、 私に は 何 一 つ 確かな こと はな いんだ。 私 は 

その子 も、 その子の 母と いうの も 見た こと はない の だ 

からね。 ラルフ. クル ゥと は、 少年 時代に は 親友 だつ 


たが、 学校 を 出てから、 印度で 会う まで、 ずっと 離れ 

離れだった の だからね。 私 は、 大 仕掛な 鉱山の 計画に 

没頭して いた。 あの 男 も 夢中に なって いた。 だから、 

二人 は 会えば ほとんど その 話ば かりして いた。 知って 

いるの はた だ、 その子が どこかの 学校に 入って いると 

いう 事 だけな の だ。 だが、 どうして その 事 を 知った か、 

それ も、 今 は 思い起す ことが 出来ない ご 

カリ スフ ォド氏 は 昂奮して 来ました。 彼 は、 病後の 

頭で、 失敗 当時の こと を 考え出す と、 きまって 昂奮し 

て 来る のでした。 

カァ マイ クル 氏 は、 心配そう に 病後の 人 を 見守って 


いました。 大事な こと を 訊かなければ ならない のでし 

たが、 今の 場合 十分 注意して、 静かに 訊ねなければ な 

らな いのでした。 

「でも、 学校 は、 パリィ だとお 考えになる 理由 は ある 

のです かご 

「ある。 というの は、 あの 子の 母 は フランス 人 だつ 

た！ それに、 母親 は、 娘 を パリィで 教育したがって 

いた、 と 聞いた ことがある ご 

「すると、 パリィに いそうです な。」 

印度の 紳士 は、 身体 をのめ り 出させ、 長い 骨ば かり 

の 手で、 テ エブル を 叩きました。 


「力 アマ イク ル君、 私 はどうしても その 娘 を 見付け出 

さに ゃァ ならん。 生きて るなら、 見付かる はず だ。 そ 

の 娘が ひとりぼっちで 一文 無に なって でもいたら、 私 

が 悪い からだと いう ことになる。 こんな 煩いが 心に あ 

るのに、 何で のんきな 顔 をして いられる？ 我々 の 夢 

が 実現され て、 ふいに 幸運が 舞い こんで 来たと いうの 

に、 あの 娘 は 往来で 物乞い をして いるか もしれ ない の 

だ ご 

「いや、 そう 昂奮な さらないで。 あの 子が 見付かり さ 

え すれば、 一 財産 渡して やれる の だと 思って、 お 気 を 

静めて 下さい ご 


「あれ は、 いつも 娘の こと を 『小さい 奥様』 と 呼んで 

やまめ 

いた。 だが、 あの 鉱山 奴のお かげで、 我々 は 何もかも 

忘れて しまったの だ。 あれ は 娘の 学校の 話 をした かも 

しれない。 が、 私 は 忘れて しまった。 すっかり 忘れて 

しまった。 どうしても 思い出せな いご 

「しかし、 まだ その 娘 を 見付ける こと は 出来ます。 パ 

いわゆる 

スカル 夫人の 所謂 『御 親切な ロシャ 人』 の 捜索 を 続け 

るんで すな。 あの 女 は、 何だか モス コゥ にいる ような 

気がする といって いました よ。 それ を 手がかり として 

とにかく、 私 は モス コゥへ 行って みる ことにし ましよ 

う。」 


「旅行の 出来る 身体なら、 私 も 一緒に 行きたい の だけ 

れど、 この 健康で は、 こうして 毛皮に くるま つて、 じつ 

と 火 を 見て いるより 他ない の だ。 何だか 火の 中から、 

クル ゥ 大尉の 若い、 快活な 顔が、 私 を 見返して いるよ 

うな 気がする。 何 か 私に 訊ねて いるよう な 顔 付 だ。 私 

はよ く あれの 夢を見る。 夢の 中で は、 その 訊ねたい こ 

と を、 口で ちゃんと いうの だ。 君、 あれが どんな こと 

を 訊く と 思う？」 

「よく わかりません ね。」 

「あれ は、 いつでも こういうの だ。 『トム、 なつかしい 

トム。 小さな 奥様 は どこに いるの だい？』 とね ご 彼 は 


カァ マイ クル 氏の 手 をし かと 摑ん で、 握りし めました。 

「私 は、 それに 返事が 出来る ようにならなければ ならん。 

どうか、 あの 娘 を 見付けて くれ。 頼む ご 
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壁の 向う では、 セ エラが、 晚の 食事に まかり 出て 来 

た メル チセ デクと 話して いました。 

プリンセス 

「メル チ セデク や、 今日と いう 今日は、 宮様の つもり 

も 辛かった わよ。 いつも どころ の 辛 さじ ゃァ なかった 


わよ。 だんだん 寒くな つて、 往来が じめじめして 来る 

と、 私の 務は 辛くなる ばかり だ わ。 ラヴ ィニァ つたら、 

私が 裾 を 泥んこに している つて、 嗤 うのよ。 私、 思わ 

ず かつと して、 危く何 かやり 返して やる ところ だつ 

プリンセス 

たけ ど —— でも、 やっと 我慢した の。 かりにも 宮様が、 

ラヴ ィニァ みたい な 下等な 人の 相手になる わけに はい 

きません ものね。 でも、 舌で も嚙 まなき ゃァ 我慢 出来 

ひる 

なかった わ、 私 自分の 舌 を嚙ん だの。 今日はお 午す ぎ 

から、 とても、 寒くな つたの ね。 今夜 も 寒い わご 

うず 

ふと、 セ エラ は 黒髪 を 両手の 中に 埋めました。 彼女 

は 一 人 だと、 よく 頭 を 抱える のでした。 


「ああお 父 様、 もうず いぶん 昔 だ わね、 私が お 父 様の 

『小さな 奥様』 だった の は ご 

同じ 曰のう ちに、 壁の 向う とこ ちらと に、 こんな こ 

とが 起った のでした。 

十三 人の子 

惨めな 冬でした。 セ エラ は 幾日と なく 雪 を 踏んで 使 

ゆきどけ 

に 出ました。 雪 解の 日 は、 更に 使い歩きが 辛い のでし 

た。 かと 思う と、 ひどい 霧の 日が 続きました。 そんな 

時、 街路 は 幾年 か前セ エラが 初めて 父と 辻 馬車 を 走ら 


せた 時の ようでした。 そんな 日に は、 あの 大屋 敷の 窓 

は、 殊に も 居心地よ さそう に 見えました。 印度 紳士の 

いる 書斎 は、 いかにも 温かそう でした。 それに ひき か 

え、 屋根裏部屋の 暗 さとい つたら ありませんでした。 

もう 眺めよう としても、 夕 焼 や 日の出 は 見られません 

でした。 星 も あると は 思えませんでした。 雲 は 低く、 

泥の ような 灰色でした。 霧はなくて も 四時に はもう 日 

が 暮れた 感じで、 蠟燭 なしに は、 梯子 を 登る こと も 出 

来ませんでした。 台所の 女中 達 も、 気が くさくさ する 

とみえ、 ますます 辛くあたりました。 ベ ッ キイ はまる 

で 奴隸の 子の ように 逐ぃ 使われました。 


「お 嬢 様、 あんた でもい なかった 日に は —— あんた だ 

の、 バスティ ュ だの、 隣の 部屋の 囚人 だってつ もり だ 

のがなかった 日に は、 私 死ん じまい そうだ わ。 この頃 

はこ こ、 まったく バスティ ュ みたい じ やない？ 先生 

はだん だん 看守 頭みたい になって くるし、 私、 いっか 

お 嬢 様の 仰し やった 大きな 鍵ね、 あれ を 先生が 持って 

いるの が、 見える ような 気がする わ。 あの 料理番ね、 

あれ は 下 まわりの 看守よ。 お 嬢 様、 その 先 を 話して 

ちょうだいな。 あの 壁の 下へ 掘った 地下道の 話 をし 

て ご 

「何 かもつと 温かい お 話が いい わご セ エラ はがたが 


た 震えて いました。 「あなた も、 夜具 を 持って来 てく 

る まると いい わ。 私 も 夜具 を 着る から、 寝台の 上で、 

夜具 をよ くまき つけて、 それから、 あの 印度 紳士の 猿 

のいた 熱帯の 森の 話 をして あげる わご 

「そのお 話の 方が 温かい こと は 温かい わ。 でも、 お 嬢 

様が 話す と、 バスティ ュ のお 話 を 聞い てても、 何だか 

温かになる のよ ご 

「話に 気 を とられて、 寒い こと を 忘れる からよ。 私 こ 

つとめ 

う 思う のよ。 心の 職務 は、 身体が 可哀 そうな 状態に あ 

る 時、 何 かほ かへ 気 を 向けさせる ようにす る こと だ 

と ご 


「そんな こと、 あんた に 出来て？」 

「出来る こと も あるし、 出来ない こと も ある わ。 この 

頃 幾度 も そんな 経験 をした ので、 前より はずつ と 出来 

やすくな つたわ。 何 かたまらない ことがあ ると、 私い 

プリンセス 

つで も 一生懸命、 自分 は 宮様 だと 考えて みるの。 『私 

フ ェ ァ リイ プリンセス  フエ ァ リイ 

は、 妖精の 宮様 だ、 妖精の 私 を 傷け たり、 不快に し 

たり 出来る ものが ある はず はない。』 私 自分に そういつ 

てみ るの。 そうすると なぜ だか、 いやな 事 は 皆 忘れて 

しま つ てよ ご 

そのうち、 こんな ことが 起り ました。 四 五日 雨の 続 

いた 後で、 町 は 肌 を 刺す ように 寒く、 ぬかるみの 上に 


物憂い 霧が たてこめて いました。 そんな 日に 限って、 

セ エラ は 何度と なく 使に 出される のでした。 濡れ そぼ 

れて 帰って くると、 ミン チン 先生 は 何 かの 罰 だとい つ 

て、 御飯 も 食べさせて くれませんでした。 餓え、 凍え、 

つめ 

顔まで 抓られた ような 色に なった セ エラ は、 道行く 人 

の 同情 を惹 くくらい でした。 が、 彼女 は 同情の 眼で 見 

られ ている の も 知らず、 力の 限り 『つもり』 になろう 

と 努力して いました。 

「私 は 乾いた 服 を 着て いるつ もりに なろう。 満足な 靴 

を 穿き、 長い 厚い 外套 を 着、 毛の 靴下 を 穿き、 漏らぬ 

雨傘 を 持って いるつ もりに なろう。 それから、 それ か 


ら  焼きた ての パ ンを 売つ てる 店の そばまで 来る と、 

二十 銭 銀貨が 落ちて いたと する。 そしたら、 私 は 店へ 

入って、 ふうふうい うような 甘 パン を 買って、 息 もつ 

かずに ぺろぺ ろと 食べ てし まう わご 

そう 独 言 をい いながら、 足 許に 気をつけ、 ぬかるみ 

の 中 を 歩道へ 渡ろうと します と、 そこの 溝の 中に、 何 

か 光って いるものが あるの を、 セ エラ は 目に とめ まし 

た。 泥に まみれて はい ましたが、 それ は 確かに 銀貨で 

した。 二十 銭で はない が、 十 銭の 銀貨でした。 

「ま ァ、 ほんと だった わご セ エラ は、 思わず 呼吸 を は 

ず ませました。 


とまた、 噓 のよう ではありません か。 セ エラが 眼 を 

上げる と、 真向いに パン屋の 店が あるので した。 店で 

は 一 人、 愉快な 血色の よい 母親ら しい 様子の 女が、 竈 

から 今 取り出した ばかりの 甘パ ンを —— 大きく ふくれ 

ほしぶどう 

た、 乾葡萄の 入った 甘 パンの 大皿 を、 窓 を さし 入れて 

いると ころでした。 

セ ェ ラは、 この 不思議な 出来事に どきどき している 

ところへ、 窓に 甘 パンの 出て くるの を 見、 パン屋の 地 

下 室から 漂うて 来る おいし そうな 匂 を 嗅いだ ので、 

ちょ つ とくら くら 倒れそう な 気持に なりました。 

セ エラ は、 この 銀貨 を 使った つて かまわな いのは 


ぬかるみ 

知っていました。 もう 長い こと、 泥濘の 中に 落ちて い 

たようで すし、 この 人 混の 中で、 落した 人の 判ろう は 

ず もありません。 

「でも 私、 パン屋のお かみさんに、 何 かお 落しに なり 

はしな かって？ と 訊いて みょう ご 

セ ェ ラは 元気な くそう 独 言す ると、 歩道 を 横切り、 

濡れた 足で 入口の 階段 を 登ろうと しました。 その 拍子 

に、 セ エラ は 何 か を ふと 目に 止め、 思わず 足 を 止め ま 

した。 

セ エラの 足 を 止めた の は、 セ エラよりも 惨めな 子供 

ひとかたまり  ぼ ろ 

の 姿でした。 子供の 姿 は、 まるで 一 塊の 檻褸 でした。 


赤い 泥 まみれな 素足が、 その 檻褸の 中から 視き 出して 

いました。 恐ろしく こん がらが つた 髪の 下から、 大き 

な、 ひも じそうな 眼 を 見張って いました。 セ エラ は 一 

目で、 この 子が 餓えて いるの を 知りました。 と、 たち 

まち セ ェ ラ は可哀 そうでた まら なくなりました。 

「この 娘 も、 やっぱり 人の子な の だ わ。 そして、 この 

子 は 私よりも ひも じいよう だ わご 

その子 は、 顔 を 上げて ちょっと セ エラ を 見つめる と 

身体 を ずらせて、 セ エラの 通る 隙 をつ くりました。 そ 

の 子 は 誰に でも 道 を ゆずりつ けて いたのです。 巡査に 

でも 見付かつ たが 最後 「退け！」 といわれる こと も、 


のみこんで いました。 

セ エラ は 銀貨 を 握りし め、 ちょっと ためらつ てから、 

その子 供に いいかけました。 

「あなた、 ひも じい？」 

「ひも じいの なんの つて、 たまらな いの ご 

ひ る 

「お 午 昼 を 食べなかった の？」 

「お 午 飯 どころ か、 朝飯 も、 晚飯 もあった もの じゃァ 

ない わご 

「いっから、 食べない の？」 

「知る もの か、 今日は 朝から 何 一 つ 食べ やしない。 ど 

こへ 行っても くれないの。 あたい、 下さい 下さいって 


歩き 廻つ たんだけ どご 

その子の 姿 を 見て いる だけで、 セ エラ は 気絶し そう 

にお 腹が 空いて 来ました。 セ エラ は 切なくて たまらな 

くな りました。 が、 頭の 中には ふと、 またい つもの 空 

想が 働き 出して 来ました。 

「もし、 私が 宮様なら —— 位 を 失って 困って いる 時 

でも  自分より 貧しい、 ひも じい 人民に あったら、 

きっと 施し をす る わ。 私 は、 そんな 話 をた くさん 知つ 

ている わ。 甘 パン は 二十 銭で 六つ —— と、 六つば かり 

一人で 食べた つて 足りない くらいだ わ。 それに、 私の 

持って るの は 十 銭 銀貨 だけど、 でも、 ない よりか まし 


だ わご 

セ ェ ラは 乞食 娘に、 

「ちょっと 待って らっしゃ いね ご といい 残して、 パン 

屋の 店へ 入って 行きました。 店の 中 は 温かで、 おいし 

そうな 句が していました。 おかみさん は、 ちょうど ま 

た 出来た ての 甘パ ンを 窓に 入れ かけて いる ところでし 

た。 

「ちょっと お伺いし ます けれど、 あなた は あの、 十 銭 

銀貨 をお 落しに なりませんでした か？」 

いいながら セ エラ は、 たった 一 つの 銀貨 をお かみ さ 

んの 方に さし 出しました。 おかみさん は 銀貨 を 眺め、 


それから セ エラの 顔 を 眺めました。 ずいぶん 汚れた 着 

物 を 着て いる けれど、 買った 時には なかなかよ いもの 

だった にちがいない、 と 思いました。 

「どう致しまして、 私 落し はしません よ、 お拾いな すつ 

たの？」 

「ええ、 溝の 中に 落ちて たの ご 

「じ ゃァ、 遣った つて かまわない でしよう。 一週間ぐ 

らい 溝の 中に 転がって たの かもしれ ません からね。 誰 

が 落した か、 判る ものです かご 

「私 もそう 思った のです けれども、 一応お 訊ねした 方 

がよく はない かと 思つ て ご 


「珍しい 方ね。」 

おかみさん は 人の いい 顔に、 困った ような、 同時に、 

何 か 心を惹 かれた ような 表情 を 浮べました。 そして、 

セ ェ ラ がちら と甘パ ン の 方 を 見た の を 知る と、 

「何 かさし あげましょう かご といい ました。 

「あの 甘パ ンを 四つ 下さいな ご 

おかみさん は、 窓から 甘 パン を 出して 袋に 入れ まし 

た、 六つ 入れた の を 見て、 セ エラ は 

「あの、 四つで いいんで すよ。 私、 十 銭し か 持って な 

いんです から ご といい ました。 

「二つ はお まけです よ。 あとで また 上る といい わ、 あ 


なた お腹が すいて るんで しょうご 

「ええ、 とても ひも じいの、 御 親切に して 下す つて、 

ありが と う) J ざいます ご 

セ エラ は、 外に は 自分よりも、 ひも じい 子が いるの 

だとい うこと を、 口に 出し かけ ましたが、 あいにく そ 

こへ お 客が 二三 人 一度に 入って 来ました ので、 とうと 

うそれ はいわずに しまいました。 

乞食 娘 は、 入口の 階段の 隅に ちぢこまって いました。 

びしょびしょな 檻褸 にくる まった 彼女 は、 気味 悪い ば 

かりでした。 彼女 は、 じっと 目の前 を 見つめ、 苦痛の 

あまり ぼかんと した 顔 をして いました。 ふいに 涙が 湧 


き 上って 来たので、 彼女 はび つくりして、 ひび だらけ 

の 黒い 手の甲で 眼 を 擦りました。 何 か 独 言 をい つてい 

るよう でした。 

セ エラ は、 袋 を あけて、 甘 パン を 一 つ 取り出し まし 

た。 セ エラの 手 は 熱い パンのお かげで、 もう 少し 温か 

くな つ ていました。 

「ほら、 これ は 温かで おいしい のよ。 食べて ごらんな 

さい。 少し は ひも じくなくなる から ご 

乞食 娘 は、 思いがけない よろこびに かえって 怯えた 

らしく、 セ エラの 顔 を 穴の あく ほど 見て いました が、 

じきひった くるよう に パン を 取る と、 夢中で 口の 中に 


つめこみました。 

「ああお いしい、 ああお いしい。 ああ、 おいしい ご 

しゃ 

嗄 がれた 娘の 声 は、 聞く に 忍びない ようでした。 セ 

ェ ラ は甘パ ンを あと 三 つ 娘に やりました。 

「この 子 は、 私よりも ひも じいの だ わ。 この 子 は 餓死 

しそうな の だ わご 四つ目の パン を 渡す 時、 セ エラの 手 

はわなない ていました。 「でも、 私 は 餓死す る ほど じ や 

ァ ない わご そういって、 セ エラ は 五つ 目の パン を 下に 

置きました。 

のこい むすめ 

餓えき つた 口 ン ドン の 野 恋 娘が、 夢中で パ ンを ひつ 

たくり、 貪り食って いるの を見棄 てて、 セ エラ は 「さ 


ようなら ご といい ましたが、 娘 は 食べる のに 夢中で し 

わき ま 

たから、 礼儀 を 弁えて いたにした とこで、 セ エラに 

一言お 礼 をい う 暇 もなかつ たに 違いありません。 まし 

て 彼女 は、 礼儀な どと いう もの は、 少しも 知らぬ 野獣 

に 過ぎなかった のでした。 

セ エラ は 車道 を 横切って、 向う 傍の 歩道に 迪 りつい 

た 時、 もう 一度 娘の 方 を ふりかえって 見ました。 娘 は 

まだ 食べる のに 夢中で したが、 かじ リ かけて ふと セェ 

ラの方 を 見て、 ちょっと 頭 を 下げました。 娘 はそう し 

てセ エラが 見えなくなる まで、 かじり かけの パン を か 

みきり もせず、 じっと セ エラ を 見守って いました。 


ちょうど その 時、 パ ン屋 のお かみさんが 窓から 外 を 

視 きました。 

「おや、 こんな 事って ない わ。 あの 娘 はくれ ともい わ 

ない のに、 この 乞食に パン を やって しまったん だね。 

しかも、 自分 は 食べたくない どころ か、 あんなに ひも 

じそうな 顔 をして いたのに ご 

おかみさん は 窓の 奥で ちょ つ と 考えて いました が、 

何でも、 様子 を 訊いて みたくな つたので、 乞食 娘の い 

る 方へ 出て 行きました。 

「その パン は、 誰に もらった の？」 

娘はセ エラの 行った 方に 頭 を 向けて、 こっくり しま 


した。 

「あの 子 は、 何とい つたの？」 

「ひも じい かって ご 

「で、 何と 答えた の？」 

「その 通り だとい つたの ご 

「すると、 あの 子 は パン を 買って、 お前に くれたの だ 

ね ご 

娘 はまた こ つくり をし ました。 

「で、 いくつ くれたの？」 

「五つ ご 

おかみさん は 考え こんで、 小声に いいました。 


「自分の ために は 一 つし か 残して おかなかった の だよ。 

食べようと 思えば、 一 人で 六つ 残らず 食べて しまえる 

くらい、 お腹が すいて たのに ね ご 

おかみさん は、 向う の 方に 消えて 行く セ エラの 小さ 

な 後 姿 を 見送りながら、 いつにな く 心の 乱れる のを覚 

えました。 

「もっと ゆっくり していて くれれば よかった のにね え。 

あの 子に 十一 一 も 上げて おけば よかった ご それから、 乞 

食 娘の 方に いいました。 

「お前、 まだ ひも じいの？」 

「ひも じくない 時なん て あり ゃァ しない。 でも、 いつ 


もみたい に、 ひどく ひも じか ァ ない わご 

「こっちへ、 お出で ご 

おかみさん はそう いって、 店の 戸 を 開きました。 そ 

して、 奥の 暖炉 を 指して いいました。 

「さァ 温まる といい わ。 いい かい、 これから 一 かけの 

パン も 得られない 時には、 ここへ 来て、 下さいと いう 

の だよ。 あの 娘の ために、 私 はいつ でも、 お前に パン 

を 上げる から ご 

氺  氺 

*  氺 


* 

セ エラ は 残った 一 つの 甘 パンで、 どうやら 自分 を 慰 

める ことが 出来ました。 とにかく、 それ は 熱かった し、 

ない より はまし でした。 セ エラ は 歩きながら、 小さく 

ちぎって、 小し ずつ ゆっくりと 食べました。 

「この パンが、 魔法の パンで、 一口食べ ると、 お 午 飯 

を 食べた ぐらいお 腹が ふくれる といい な。 そうすると、 

マ J れ だけ 皆 食べ たら、 食べ 過ぎ てお 腹が はちきれそう 

になる はず だ わご 

日 はもう 暮れ かけて いました が、 大屋 敷の 窓に はま 

だ 鎧 戸が 下して ありませんで したので、 内部の 様子 を 


ちらと 視 くこと が 出来ました。 いつも は、 父親が 椅子 

に 坐って、 子供達に 取り まかれて いるので したが、 今 

日 は 旅に でも 出る らしく、 母親 や 子供達と お別れの 接 

吻 をして いました。 

玄関の 戸が 開いた ので、 セ エラ はいつ かお 金 を も 

ら つた 時の 事 を 思い出し、 見つからぬ 先に 逃げ去ろう 

としました。 が、 こんな 話 は 聞き 洩し ませんで した。 

「モス コゥ は、 雪で 包まれて るで しょうね。 どこも、 

かしこ も、 氷ば かりなので しょうね？」 というの はジャ 

ネットの 声でした。 

「お 父 様、 露西亜 馬車に お乗りになる？」 もう 一人の 


娘 はいいました。 「皇帝に もお 会いになる？」 

「そんな こと は 手紙で 知らせる よ。 農民 やなん かの 

え はかき  うち 

絵 端 書 も 送って やろう。 さ、 もう 家に お入り。 いやに 

じめじめして いるね。 お父さん は、 モス コゥ なんかへ 

うち 

行く の はやめて、 皆と 家に いたいん だけどな ご 

彼 は、 それから 「おやすみ」 をい つて、 馬車へ 飛び 

乗りました。 

「お 父 様、 その 娘に あったら、 よろしく いって 下さい 

ね ご 

ギィ • クラ アレンス は、 靴 脱のと ころで 跳ね まわり 

ながらい いました。 


戸 を 閉めて、 室内に 戻る 道々、 ジャ ネット は、 ノラ 

にいい ました。 

「あの 『乞食 じゃァ ない 小さな 女の子』 が 通って 行つ 

たの を 見た？ ずぶぬれで、 寒そう な 顔して いたわ。 

あの 子 は 振り返って、 肩の 上から 私達の 方 を 見て いた 

わ。 お母さんのお 話 だと、 あの 子の 着物 は 誰か 大変お 

金 持の 人から もらった ものの ようです つ て —— きっと、 

もうい たんで 着られ なくなつ たから、 あの 子に やった 

のね ご 

セ エラ は 街 を 横切って、 ミン チン 先生の 地下室に 

入って 行きました。 ぞくぞくして、 倒れそう でした。 


「ギィ • クラ アレンスの いった その 娘と いうの は、 誰 

なのか しら？」 

十四 メル チセ デクの 見聞 記 

ちょうど この 日の 午後、 セ エラが 使に 出て いる 留守 

に、 屋根裏部屋に は 奇妙な ことが 起り ました。 それ を 

みきき 

見聞した の は メル チセ デク だけでした。 彼はセ エラの 

出た 後へ、 何 か 嗅ぎ出しに 出かけて 来て いたのでした 

が、 やっと 一 つ パン屑 を 見付け出した とたん、 屋根の 

上で 何 かがた がた というの を 耳に しました。 物音 はだ 


ん だん 天窓に 近づ いたと 思う と、 不思議 や 天窓 は 押し 

開かれ、 黒い 顔が 一 つ、 そこから 部屋の 中を視 きまし 

うしろ 

た。 続いて また 別な 顔が、 その 背後に 現れました。 黒 

い 顔 は ラム. ダスで、 もう 一人 は 印度の 紳士の 秘書 役 

だった のです が、 メル チセ デクに はそんな こと は 判る 

はず もありません ので、 黒い 顔の 男が かたと も 音 を 立 

てずに、 軽々 と 窓口から 下りて 来る の を 見る と、 尻尾 

をまい て、 自分の 穴へ 逃げ帰って しまいました。 彼 は 

穴の 口に 平たく 坐リ、 眼 をお 皿の ようにして、 様子 を 

見て いました。 

若い 秘書 役 は ラム ，ダスと 同様、 音 も 立てずに 天窓 


から、 にり こんで 来ました。 彼 は メル チセ デクの 尻尾 を 

ひっこめる ところ を、 ちらと 見て、 小声で ラム • ダス 

に 訊きました。 

「あり ゃァ鼠 かい？」 

「はい、 鼠で ございま すよ。 壁の 中に どつ さりお り ま 

すご 

「へ ェ、 あの 子が 怖がらな いなんて 不思議 だね ご 

ラム • ダス は それ を 聞く と、 手 を 上げて ちょっと 様 

子 をつ くり、 慎まし やかに ほほえみました。 彼 はま だ 

一度し かセ エラと 話した こと はない のです が、 セ エラ 

について なら、 何でも 詳しく 語る ことが 出来ました。 


「子供と いう もの は、 何とで も 友達になる もので ござ 

いますよ。 私が そっと 来て、 ここから 視 いてお リ ます 

と、 あの 子 は、 雀 や 鼠まで 手なずけて いるんで ござい 

ますよ。 ここの 奴隸娘 は、 毎日 あの 子 を 慰めに 来ます。 

こ つ そり あの 子に 会いに 来る 小ち やな子 も ございます。 

それから、 その子より は 大きい 子で、 あの 子の 話 を 倦 

きもせ ず 聞いて いる 子 も 一 人 ございます。 女主 人な ど 

は、 あの 子 を まるで 非人 扱いに してい ますが、 でも、 

ものごし 

あの 子 は 王族の 血で も ひい てるような 挙止 をして いま 

すご 

「君 は、 だいぶ 詳しく 知ってい るよう だね ご 


「あの 子の 生活なら、 何でも 毎日 見て 知って おります。 

出かけて 行く の も、 戻って くるの も、 知って おります。 

凍えて いる こと も、 ひも じい こと も、 夜中まで 勉強し 

ている こと も、 知って おります。 子供達が 忍んで 来る 

と、 あの 子 もうれ しいと 見え、 ひそひそと 話したり、 

笑ったり しています。 病気に でもな つたら すぐ 判り ま 

すから、 そんな 時には、 出来る ことなら、 来て 看護し 

て やりたい と 思って おります ご 

「でも 君、 大丈夫 かい？ 誰か 来ゃァ しない かい？ 

あの 子が だしぬけに 戻つ て 来る ような こと はない か 

い？ 僕達が 来て いるの を 見つけで もしたら、 あの 子 


はた まげて しまう だろう。 すると、 カリス フォド さん 

のせつ かくの 計画 も、 水の 泡になる からね ご 

ラム • ダス は そっと 戸口に 身 をよ せて 立ちました。 

「あの 子の 他、 誰も 来る はずはありません。 今日は 手 

籠 を 持って 出て 行きました から、 なかなか 戻って は 来 

ないで しょう。 それに、 ここに 立って さえ いれば、 誰 

の 足音 だ つ て、 梯子 を 登り きらぬ うちに 聞え るから、 

大丈夫で すご 

「じ ゃァ、 しっか リ 耳を澄ま していて くれた まえ ご 

秘書 はそう いうと、 部屋の 中 を 静かに 歩き 廻って、 

そこに ある もの を 手早く 手帳に 書き込みました。 彼 は 


まず 寝台 をお さえて、 思わず 声 を あげました。 

「まるで 石 だ。 あの 子の いない 間に 取り かえて おかな 

ければ。 何 か、 特別の 方法で 持ち込 むんだ ね。 今夜 は、 

とても だめだろう がご 

彼 は 汚れた 夜具 や、 火の ない 炉 など を 見廻り、 それ 

らの もの を 書き こんだ 一枚 を 手帳から 破り 取って、 ポ 

ケット に 入れました。 

「だが、 妙な こと を 始めた ものだね。 誰が こんな こと 

を するとい い 出したん だい？」 

「実は、 私が 初めに 思いつい たんで ございま すよ。 私 

は、 あの 子が 好きなん でございます。 お 互に 一 人 ぼつ 


ちで ございます のでね。 あの 子 はよ く 自分の 空想 を、 

忍んで 来る 友達に 話して 聞かせます。 ある 晚 のこと、 

私 も 悲しい 思いに 打 たれて おりました ので、 あの 天窓 

の 所に 身 をよ せて、 中の 話 を 聞いて おります と、 あの 

子 は、 この 部屋が 居心地よ くな つたら、 どんなに いい 

だろう、 といって おりました。 話して いるう ちに、 あ 

の 子 はふと その 事 を 思いつい たのです。 御主人に それ 

をお 話します と、 では、 あの 子の 空想 を 実現 させて や 

ろう、 と 仰し やる のでした ご 

「だが、 あの 子の 寝て いる 間に、 そんな ことが 出来る 

だろう かね。 もし 眼を覚 しで もす ると  」 


「私 は、 猫の 足で 歩く ように 歩いて お 目に かけます よ。 

子供と いう もの は、 不幸な 時で も、 ぐっすり 眠る もの 

でございます。 今まで とても、 入ろうと さえ 思えば、 

あの 子に 寝返り 一 つ 打た せず、 入って 行く ことが 出来 

たに 違いありません。 ですから、 誰かが 窓から 品物 を 

お お 

渡して くれさえ すれば、 私 は 巧く やり 了せ て， > J らんに 

入れます。 あの 子 は あとで 眼を覚 して、 魔法 使で も 来 

ていたの だろうと 思う で ございま しょうご 

二人 は、 また そっと 天窓から 脱け 出して 行きました。 

二人が 見えなくなる と、 メル チセ デクは ほっとして、 

パン 切で も 落して 行き はしなかった だろうかと、 そこ 


らを龃 け廻リ はじめました。 

十五 魔法 

セ エラが お 使から 帰って くると、 隣家で は、 ラム- 

ダスが 鎧 戸 を 閉めて  いると ころでした。  セ エラ は 鎧 戸 

の 間から、 ちらと 部屋の 中を視 きました。 視く 拍子に、 

もうず いぶん 長い こと 綺麗な 部屋の 中に 入った こと は 

ない なと 思いました。 

窓の 中にはい つもの ように、 赤々 と 火が 燃えて おり、 

印度 紳士 は 相 変らず 悩ましげ に、 頭 を 抱えて 坐って お 


りました。 

「お 可哀 そうに！ あんなに して、 何 を 考えて いらつ 

しゃる のか しら？」 

紳士が 考えて いたの は、 次の ような 事でした。 

「もし —— せ つ かく カァ マイ クル 君が モス コゥに 行つ 

て くれても、 その 娘が 我々 の 捜して いる 子供で なかつ 

たら、 どう すれば いいのだろう ご 

うち 

セ エラ は 家に 入る と、 いきなり ミン チン 先生に、 遅 

いといって 叱られました。 料理番 も 叱られた あとだつ 

たので、 殊更 ひどく セ エラに あたりました。 

「あの、 何 かいた だけません か？」 


セ エラ は 元気の ない 声で 訊ねました。 

「お茶 は 出から しで、 もう 駄目 だよ。 お前の ために 温 

かにして、 とつ といて やる とで も 思 つていた のかい？」 

ひ る 

「私、 お 午 飯 もいた だきませんで したの ご 

「戸棚の 中に パンが あるよ ご 

セ エラ は 古い パン だけ を 食べて、 長い 梯子段 を 登つ 

て 行きました。 いつまで たっても 登り きれぬ 気の する 

ほど、 セ エラ は 疲れて いました。 セ エラ は 少し 登って 

は 休み休み しました。 やっと 登りき ろうとす ると、 屋 

根 裏 部屋の 戸の 下から、 あかりが 洩れて いるので、 う 

れ しくな りました。 また ァ アミ ンガ アドが 来て いるの 


でしよう。 セ エラ はまる まると した ァァ ミン ガ アドが 

赤い ショ オルに くるまって いるの を 見る だけで も、 侘 

し い 部屋が 少し 温まる ようで うれし か つたので した。 

ァ アミ ンガ アド はセ エラ を 見る と、 寝台の 上から い 

いました。 

「セ エラさん、 帰って来て 下す つてよ かった わ。 メル 

チ セデク が、 いくら 逐 つても、 私の そばへ やって来て、 

鼻 を くん くんさせる のです もの、 私 怖かった わ。 メル 

チイ は 飛びつ き やしない こと ご 

「いいえ ご と、 セ エラ は 答えました。 

「セ エラさん、 あなた 大変 疲れて るよう ね。 顔色が 大 


変 悪い わご 

「とても 疲れち やった わご セ エラ は 跛の 足 台に ぐた 

りと 坐りました。 「おや、 メル チセ デク がいる のね。 

可哀 そうに、 きっと 御飯 を もらいに 出て 来たの だ わ。 

でも、 今夜 は 一片 も 残って いないの よ。 帰ったら おか 

みさん に、 私の ポケットに は 何にもなかった といって 

おくれ。 あんまり 皆に 辛くあたられ たので、 お前の こ 

と は 忘れて しまって、 悪かった わね ご 

メル チセ デク は、 どうやら 合点が い つ たようでした。 

彼 は、 満足そう ではありませんで したが、 諦めた よう 

に、 脚ず リ をして 帰って 行きました。 


「ァ アミ ィ、 今夜 会えようと は 思わな かってよ ご と、 

セ エラ はいいました。 

「ァメ リアさん は、 伯母さんの 所へ 泊り にいら しった 

のよ。 だから、 いようと 思えば、 明日の 朝まで だって 

いられる わけよ ご 

ァ ァ ミ ン ガ アド は、 天窓 の 下の テ エブル を 指さし ま 

した。 その上に は、 幾 冊 かの 本が 積んで ありました。 

彼女 はが つ かりした ように、 

「お 父 様が また 本 を 送って 下す つたの ごとい いました。 

セ エラ はたち まち テ エブルに 走りより、 一番 上の 一巻 

を 取る と、 手早く ぺ ー ジを めくり 出しました。 もう 一 


日の 辛 さな ど は、 すっかり 忘れて いました。 

「何て 綺麗な 本でしょう。 カァ ライルの 『フランス 革 

命史』 ね。 私、 これ をよ みたくて たまらなかった のよ ご 

「私 ちっともよ みたかなかった わ。 でも、 読まない と 

うち 

パパに 怒られる のよ。 パパ は、 私が お休みに 家に 帰る 

までに、 すっかり 憶えさせよ うってつ もりな のよ。 私 

どうしたらいいで しょうご 

「こうしたら、 どう？ 私が よんで、 あとです つかり 

あなたに 話して あげる わ。 憶え やすいよ うにね ご 

「あら、 うれしい。 でも、 あなたに そんな こと 出来る 

の？」 


「出来る と 思う わ。 小さい 人達 は、 私のお 話 をよ く 憶 

えてる じゃァ ない の ご 

「もし、 あなたが 憶え やすいよ うに 私に 話して 下さる 

なら、 私、 何でも あなたに 上げる わご 

「私、 あなたから 何にもいた だこうと は 思わない けど、 

でも、 この 本 は 欲しい わご 

「じ ゃァ あげる わ。 私 は 本なん か、 好こうと 思っても 

好きに なれない のよ。 私 は 利口 じゃァ ない の。 ところ 

が、 お 父 様 は 御 自分が 何でもお 出来になる もの だから、 

私 だ つ て 出来ない はず はない と 思 つて らっしゃ るの 

よご 


「私に 本 を 下す つたり して、 あとでお 父 様に 何て 仰 

しゃる つもり？」 

「何ともい わない わ。 私が お 話 を 憶えて いさえ すれば、 

よんだ の だと 思う でしよう ご 

「そんな 噓を いう もの じゃァ ない わ。 噓は 悪い ばかり 

でな く、 卑しい ことよ。 だから、 御 本 を 読んだ の は、 

セ エラ だと 仰し やれば いい じゃァ ない の？」 

「でも、 パパ は 私に 読ませた いのよ ご 

「読ませた いより は、 憶え こませた いのよ。 だから、 

憶えさえ すり ゃァ、 よんだ の は 誰 だって、 きっとお よ 

ろ こびになる わご 


「どのみ ち、 憶えさえ すり ゃァ いいのよ。 あなたが 私 

の パパ だったら、 きっと それでい いとお 思いになる で 

しょう。」 

「でも、 あなたが 悪い から じゃァ ない わ。 あなたの I 

I」 

頭の 悪 いのは、 と危 くいい かけて、 セ エラ は ロを噤 

みました。 

「私が、 どうしたの？」 

「すぐ 憶えられな いのは、 あなたが 悪い から じ ゃァな 

いってい うのよ。 すぐ 憶えられ たって、 ちっとも 偉 か 

ァな いのよ。 親切な ことの 方が、 どんなに 値 打が ある 


かしれ ない わ。 ミン チン 先生なん か、 いくら 何でも 

知ってい たって、 あんな だから 皆に 嫌われる のよ。 頭 

はよ くても 悪い 事 をしたり、 悪い 心 を 持って たりした 

人が たくさん ある わ。 ロペス ピエル だって —— 憶えて 

るでしょう？ いっかお 話して あげた ロペス ピエルの 

こと ご 

「そうね、 少し は 憶えて るけ ど。」 

「忘れた のなら、 もう 一度 話して あげる わ。 ちょっと 

待って ね。 この 濡れた 服 を 脱いで、 夜具に くるまる か 

ら。」 

セ エラ は 寝台の 上で 一 胃 を 夜具に み、 膝 を 抱えて、 


ちなまぐさ 

血 腫い フランス 革命の 話 を 始めました。 ァ アミ ンガ 

アド は 眼 を 見張り、 固唾をのんで 耳 を 傾けました。 怖 

いようで したが、 同時に また ぞっとす るよう な 面白さ 

も ありました。 ロペス ピエルの こと、 ラム バ アル 姫の 

ことな ど、 忘れようと 思っても、 忘れられ なくな リま 

した。 

二人 は、 父の セント. ジョン 氏に、 セ エラに 話して 

もらって 憶える 計画 を、 正直に 打ち あける ことにき め 

ました。 で、 本 は 当分 セ エラの 所に 置く ことにし まし 

た。 

セ エラ は 話して いる 間 も、 倒れそう に 空腹でした。 


ァ アミ ンガ アドが 帰って しまったら、 ひも じさの あま 

り、 眠られ なくなり はしまい かと 思いました。 いつも 

は、 そんな ことに 一向 気の つかない ァァ ミン ガ アド も 

ふと セ エラ を 見て こうい つたく らいでした。 

「私、 あなたぐ らいに 痩せたい と 思う わ。 でも、 今日 

は あなたい つもよりも 痩せて 見える わね。 眼 もい つも 

より 大きい よう だし、 肱のと ころに は、 とがった 骨が 

出て いる わご 

セ エラ は、 自然に まくれ 上った 袖口 を、 引き 下し ま 

した。 

「私、 小さい 時から 痩せて たのよ。 そして、 大きな 緑 


色の 眼だった のよ ご 

「私、 あなたの その 不思議な 眼が 好きな の。 どこか 遠 

いところ を 見て いるよう で、 とてもい いわ。 その 緑色 

が とてもい わ。 でも、 たいてい は 黒い ように 見える の 

ね ご 

「猫の 眼な のよ。 でも、 猫の ように 暗い とこまで 見え 

る わけ じゃァ ない のよ。 見える かと 思って やって みた 

けど、 駄目だった わ。 暗くても 見える といい わね ご 

ふと、 天窓の 上に かすかな 音が しました。 二人とも 

見ずに しまい ましたが、 黒い 顔が 天窓に 現れて 消えた 

のでした。 


「今の 音 は、 メル チセ デク じゃァ ない わね。 何 かが 

石盤 瓦の 上 を、 そうつ と 擦って 行く ような 音だった 

わご 

耳の 早い セ エラ は、 そういい ました。 

「何でしょう？ まさか、 泥棒 じゃァ ないで しょう 

ね ご 

「まさか。 盗んで 行く ものなん か、 何もない じゃァ I 

I」 

といい かけた 時、 また 何 か 物音が しました。 今度 は 二 

階で、 ミン チン 先生が 怒鳴って いる 声でした。 セ エラ 

は 寝台から 飛び降りて、 火 を 消しました。 


「先生 は、 ベッキ ィを 叱つ てるのよ ご 

「ここに やって来 ゃァ しない？」 

「大丈夫。 寝た と 思って るでしょう。 でも、 じっとし 

ていて ね ご 

ミン チン 先生 は、 屋根裏まで 上って 来る ことな ど、 

めったにありませんでした。 が、 今夜 は 立腹の あまり、 

中途まで ぐらい は 上 つ て 来ない とも 限りませんでした。 

それに、 ベ ツキ ィを 小突き まわしながら、 あとから 上 つ 

てく るよう な 気配 さえし ました。 

「噓 つき！ 料理番の 話 だと、 なくなつ たの は 今日ば 

かりじ ゃァ ない そうじゃ ァ ないか ご 


「でも、 私 じゃァ ございません。 私、 お腹 はすいて た 

けど、 そんな、 そんな  」 

「監獄に 入れて やっても いいくらいだ。 盗んだり、 つ 

まんだり。 肉饅頭 を 半分 も 食べち やつたん だね ご 

「私 じ ゃァな いんです つてば！ 食べる くらいなら、 

皆 食べち まう わ。 —— でも 私、 指 一 つ さわ リゃァ しな 

かったん だ わご 

その パイ は、 ミン チン 先生が 夜お そく 食べようと 

思って、 とってお いた ものでした。 先生 は 息 を 切らし 

て 階段 を 上りながら、 ぴ しびし ベッキ ィを 打って いる 

ようでした。 


「噓 なんかつ くな。 たった今、 部屋に 入って しまえ ご 

戸が しま つ て、 ベ ッ キイが 寝台に 身 を 投げる 音が し 

ました。 彼女 は 泣きじゃくりながら いいました。 

「食べる 気なら、 二つぐ らい 食べち まう わ。 一口 だつ 

て 食べ やしなかった のに。 料理番が、 あの 巡査に 食べ 

さしたん だ わご 

セ ェ ラは 真暗な 室内に 立 つ たま ま、 歯 をく いしば り、 

てのひら 

手 を さしのべて、 掌 を 開いたり 握りし めたり してい 

ました。 もう じっとして はいられな いという 風でした 

が、 でも、 ミン チン 先生が 降りて 行って しまうま では、 

身動き もせずに おりました。 


「ずいぶん ひどい わ。 料理番 はべ ッ キイに 自分の 罪 を 

なすりつけ てるのよ。 ベッキ ィは つまみ 食いなん かす 

る ものです か。 あの 子 は、 時々 ひも じくて たまらなく 

なると、 麈 溜から パンの 皮 を 拾って 食べて る くらいだ 

けど ご 

セ エラ は 両手 を ひしと 顔に 押し あてて、 欷戯き はじ 

めました。 セ エラが 泣く と は  ァ アミ ンガ アド は、 

何 か 今まで 気の つかなかった ことに 気の つ いた 気がし 

ました。 ことによると  ことによると  彼女の 親 

切な 鈍い 心の中に、 恐ろしい 事実が ようよう 姿 を 見せ 

はじめました。 彼女 は 手 さぐりで テ エブルの 所へ 行き、 


蠟燭に 火 をつ けました。 灯が ともる と、 身 を こごめて 

気づか わしげ にセ ェ ラを 見ました。 

「セ エラさん、 あの —— あなた、 一言 も 話して 下さら 

なかった けど、 あの、 失礼 だったら 御免なさい —— で 

も、 あなた、 ひも じいんじゃなかった の？」 

「ええ、 ひも じいの よ。 あなたに でも 食いつ きたい ほ 

どひ もじい のよ。 それに、 ベッキ ィの泣 声 を 聞く と、 

よけい ひも じくな つてく るの。 あの 子 は 私よりも ひも 

じいの よご 

「あら、 私、 ちっとも 気がつかなかった なんて！」 

「私 も、 あなたに さとられたくなかった のよ。 あなた 


に 知られる と、 私 乞食に なった ような 気がする からい 

やだった の。 もう 見たところ は 乞食 も 同じです けど 

ね ご 

「そんな ことない わ。 着物 はちよ つと 変 だけど、 乞食 

になん て 見える ものです か。 お 顔が 第一、 乞食と は 違 

うわ ご 

「いっか 私、 小さい 男の子から 施し を 受けた こと だつ 

て あるの よご セ エラ は 自分 を 蔑む ように 笑って、 衿 

の 中から 細い リボン を 引き出しました。 「ほら、 これよ _ 

私の 顔が 物欲し そうだつ たから あの 坊ちゃん も クリス 

マスのお 小 遣 を、 下さる 気になつ たのよ ご 


その 銀貨 を 見る と、 二人 は 眼に 涙 をた めながら、 笑 

い 出しました。 

「その 坊ちゃんて、 だれな の？」 

「可愛い 坊ちゃん だってよ。 大屋 敷の 子供の 一人で、 

足が まるまるし てるのよ。 きっと あの 子 は 自分 は 贈物 

やお 菓子の 籠 をた くさん 持って いるのに、 私 は 何 一 つ 

持って いそう もない と 思った のね ご 

ァ アミ ンガ アド は、 〔# 「は、」 は 底本で は 「 は 匕 ふ 

と 何 か を 思いついて、 ちょっと 飛び下りました。 

「セ エラさん、 私 莫迦ね、 今まで あの ことに 気がつか 

ない なんて ご 


「あの こと つ て ご 

「いいこと なの。 さっき 伯母 様から、 お菓子の 一杯つ 

まった 箱が 届いた のよ。 私お 腹が 一杯だった し、 本の 

ことで 悩んで いたので、 手 もっけず においた の。 中に 

は 肉饅頭 だの、 ジャム 菓子 だの、 甘 パン だの、 オレン 

あかぶどうしゅ  いちじく 

ジ だの、 赤葡萄酒 だ の 、 無花果 だ の、 チョコ レエ トだ 

のが 入つ てるのよ。 私 ちょっと 取りに 行って くるわ。 

ここで 食べ ましょう よご 

たべもの 

セ エラ は 食物の 話 を 聞く と、 思わずく らくら しまし 

た。 彼女 はァ アミ ンガ アドの 腕に しがみついて、 

「でも、 行って 来られる？」 といい ました。 


「来られる わよ ご ァ アミ ンガ アド は 戸の 外に 頭 を 出 

して、 耳 をす ましました。 「燈火 はすつ かり 消えて る わ _ 

皆もう 眠つ ちゃった のね。 だから、 そっと 誰に も わか 

ら ないように、 そっと 這って 行って 来る わご 

二人 は 手 をと りあって よろこびました。 セ エラ はふ 

と、 また 眼 を きらめかせて いいました。 

「ァ アミ ィ！ ね、 またつ もりに なりましょう よ。 宴 

会 だってつ もりに ね。 それから あの、 隣の 監房に いる 

囚人 も 御 招待し ない？」 

「それが いい わ。 さ、 壁 を 叩きましょう よ。 看守に な 

んて 聞え やしないで しょうご 


セ エラ は 壁ぎ わに 行って、 四 度 壁 を 叩きました。 

ぬけみち  きた 

「これ はね、 『壁の 下の 脱 道より 来れ、 お知らせしたい 

ことがある』 という 意味な の ご 

向う から 五つ 打つ 響が ありました。 

「ほら、 来た わご 

戸が あいて、 眼 を 紅く したべ ッ キイが 現れました。 

彼女 はァ アミ ンガ アドが いるの を 知る と、 気 まり 悪 そ 

うに 前 掛で顔 を 拭き はじめました。 で、 ァ アミ ンガァ 

ド はいいました。 

「ちっとも かまわな いのよ、 ベッキ ィご 

「ァ アミ ンガ アドさん のお 招きな のよ。 今い いものの 


入った 箱 を 持って来て 下さ るんで すって ご 

「いい ものって、 何 か 食べる もの？」 

「そうな の。 これから、 宴会の つもり を 始める の ご 

「食べられる だけ 食べて いいのよ。 私、 すぐ 行って 来 

る わご 

ァ アミ ンガ アド は あまり 急いだ ので、 出しな に 赤い 

ショ オル を 落しました。 誰も それに は 気がつかな いほ 

ど、 夢中でした。 

「お 嬢 様、 すてきね。 私 を 招く ように あの方に 頼んで 

下す つたの は、 お 嬢 様でしょう？ 私 それ を 思う と、 

涙が 出て 来る わご 


その 時セ エラ は、 眼に いつもの 輝き を湛 えながら、 

辛かった 一日の あとに、 ふいに こんな 愉快な ことが 

起った の を、 不思議に 思い返して いました。 何 か 救い 

が 来る もの だ、 まるで 魔法の よう だと、 彼女 は 思い ま 

した。 

「さ、 泣かないで、 テ エブル を 整える ことにし ましよ 

うご 

セ ェ ラは うれし そうにべ ッ キイの 手 を 握りました。 

「テ エブル を 整える つて？ 何 を 乗せれば いいの？」 

セ エラ は 部屋の 中 を 見廻して 笑いました。 テ エブル 

掛も问 も ある はずはありません。 ふと、 セ エラ は 赤い 


ショ オルが 落ちて いるの を 見つけて、 それ を 古い テェ 

ブルの 上に 掛けました。 赤 は 非常に やさしく、 心 を 慰 

める 色です。 テ エブルに 赤い ショ オルが 掛 ると、 部屋 

の 中 は 急に ひきた つ て 来ました。 

「これで、 床に 赤い 敷物が 敷いて あったら、 すてき だ 

わね。 敷物の あるつ もりに なろう ご セ エラが 床に 眼 

を 落す と、 そこに はもう ちゃんと 敷物が 敷いて あるの 

でした。 

「ま ァ、 何て 厚くて、 柔 かなので しょうご 

セ エラ はべ ッ キイの 方に 笑顔 を 向けながら、 さも 何 

か 敷物で も 踏む ように、 そっと 足 を 下しました。 


「ほんと に柔 かね ご と、 ベ ツキ ィも 真顔で いいました。 

「今度 は 何 をし ましょう。 じっと 考えて 待って いると、 

何 か 思いつく もの だ わ。 魔法の 神様が それ を 教えて く 

れ るの だ わご 

うち 

セ エラの よくす る 空想の 一 つ は、 家の そとでい ろい 

ろの 思い つきが 呼び出され るの を 待って いると いうの 

でした。 セ エラが じっと 立って 何 を 待ち設けて いるの 

を、 ベッキ ィは よく 見ました。 セ エラ はいつ ものよう 

にしば らくじつと 立って いました が、 やがて またい つ 

ものよう に、 明るい 笑顔に なりました。 

「そら 来た。 私、 何 を すれば いい か 判った わ。 私が 


プリンセス  ふる かばん 

宮様 時代に 持って いた、 あの 古飽を あけて みまし よ 

うご 

ハ ンケチ 

飽の 隅に は 小さな 箱が あり、 その 中に 小さな 手 巾が 

一 打 入って いました。 セ エラ は それ を 持って いそい 

そと テ エブルの 方に 走って 行き、 レ エスの 縁が そり 返 

るよう に 工夫して、 赤い テ エブル 掛の 上に 並べました。 

並べる 間 も、 彼女 は 何 か 魔法に 動かされて いるよう で 

した。 

「そこにお 皿が あるの。 黄金のお 皿よ。 それから、 こ 

の ナプキンに は 手の こんだ 刺繡 がして ある。 スペイン 

の 尼さん が 尼寺の 中でした 剌繡 なのよ。 ほら、 目に 見 


えて 来る でしよう ご 

セ エラ はまた 鞠の 中から、 古い 夏帽子 を 見附け 出し、 

飾の 花 を 引き はがして、 テ エブルの 上に 飾りました。 

「 い い 匂が する でしよう ご 

ほほえみ 

セ エラ は 夢の 中の 人の ように、 幸福そう な 微笑 をた 

たえながら、 石 鹼皿を 雪花 石膏の 水盤に 見た てて、 薔 

薇の 花 を 盛りました。 それから 毛糸 を 包んだ 紅白の 薄 

紙で、 お 皿 を 折り、 残った 紙と 花と は、 蠟 燭台 を 飾る 

のに 用いました。 セ エラ は 一歩退いて、 飾られた テェ 

ブル を 眺めました。 そこに あるの は、 赤い 肩掛を かけ 

た古テ エブルと、 飽から 出した 塵 屑と だけで したが、 


セ エラ は 魔法の 力で、 奇蹟が 行われた の を 見る のでし 

た。 ベッキ ィ まで、 そこら を 見廻して いうので した。 

「あの、 これが —— これが、 あの バスティ ュヮ —— 何 

かに 変って しまったの？」 

きょうえん じょう 

「そうです とも。 饗宴 場に 変った のよ ご 

その 時 戸が 開いて、 ァ アミ ンガ アドが よろよろと 

入って きました。 彼女 は 肌寒い 暗闇の 中から、 すつ か 

リ 飾られた 部屋に 入って 来る と、 思わず 声 を あげ まし 

た。 

「セ エラさん、 あなたみ たいに 何でも 上手な 方 は 見た 

ことない わご 


「すてきでしょう？ 皆、 古飽の 中に あつたの よ。 魔 

法の 神に 伺って みたら、 トランク を 開けて みろ と 仰 

しゃった の ご 

「でも、 お嬢さん、 セ エラ 嬢さん にいち いち 何だか 話 

してお もらいなさい。 ね、 あれ は みんな —— セ エラ 嬢 

さん、 この 方に も 話して おあげなさい よご 

で、 セ エラ は ァ アミ ンガ アドに、 黄金のお 皿の こと 

まる 天井の こと、 燃えさ かる 丸太の こと、 きらめく 蠟 

燭 のこと など を 話して 聞かせました。 魔法の 力の 助け 

お まろ 

で、 ァ アミ ンガ アド も それらの もの を朧に 見る 気が 

しました。 手籠の 中から、 寒天 菓子 や、 果物 や、 ボン 


ボン や、 葡萄酒が 取り出される につれ、 宴会 はす ばら 

しい ものに なって 来ました。 

「まるで、 夜会ね ご と、 ァ アミ ンガ アド は 叫びました。 

「女王 様の 食卓み たいだ わご と、 ベッキ ィは 吐息 を 

つきました。 

すると、 ァ アミ ンガ アド は 眼 を 光らせて、 

プリンセス 

「こうしましょう、 ね、 セ エラ。 あなた は宫 様で、 こ 

きゅうちゅう ぎょえん 

れは 宫 中 の 御宴な の ご 

「でも、 今日の 主催者 は あなた じゃァ ない の。 だから、 

プリンセス 

あなたが 宮様で、 私達 は 女官な の ご 

「あら、 私なん か 肥つ ちょ だから 駄目よ。 それに 


プリンセス 

宮様 はどうす る もの だか、 知らな いんです もの。 だ 

から、 やっぱり あなたの 方が いい わご 

「あなたが そう 仰し やるなら、 それでも いい わご それ 

から、 また セ エラ は 何 か 思いつい たらしく、 さびた 煖 

炉の 所に 飛んで 行きました。 

「紙屑 や 塵が たまって るから、 これに 灯 をつ ける と、 

ちょっと 明くなる わ。 すると、 ほんとうに 火の あるよ 

うな 気がする でしよう ご 

しとやか 

セ エラ は 火 をつ ける と、 優雅に 手 を あげて、 皆 を ま 

た 食卓へ 導きました。 

「さ ァ、 お進みな され 御 婦人 方。 饗宴の むしろに おつ 


き 召されよ。 わがやん ごとな き 父君、 国王 様に は、 只 

なが  しょう 

今、 長の 旅路に おわせ ど、 そなた 達 を 饗宴に 招ぜ よと、 

わらわ ごじょう  ヴ アイ オル 

妾に 御靛 下されし ぞ。 何 じ や、 楽士 共 か。 六絃 琴、 ま 

た 低音 喇叭 を 奏でて たもれ ご そうい つ てから、 セ エラ 

は 一 一人に い つ てきかせ ました。 

プリンセス 

「 宮様 方の 宴会に は、 き つ と 音楽が あ つ たもの なのよ。 

だから、 あの 隅に 奏楽 場が あるつ もりに しましょう。 

さ、 始めましょう ご 

皆が お菓子 を やっと 手に とる かとらない うち、 三人 

は 思わず 飛び 上って、 真 蒼な 顔 を 戸口の 方へ 向け、 息 

を こらして 耳を澄ましました。 誰かが 梯子 を 上って 来 


るので す。 もう 何もかもお しまいだ と、 皆 は 思い まし 

た。 

「きっと 奥様よ ご ベッキ— は 思わずお 菓子の かけら 

を取リ 落しました。 

「そうよ。 先生に 見付かつ たの だ わご 

セ エラ も 真 蒼に なって、 眼 を 見張りました。 

ミン チン 先生 は 扉 を 叩き あけて 入って 来ました。 怒 

リの あまり、 先生の 顔 も 真 蒼でした。 

「何 か こそこそ やつ てるよう だと は 思つ てた けど、 こ 

んな 大胆不敵な こと をしょう と は 夢にも 思わなかった。 

ラヴ ィニァ のい つたの はほんと うだ ご 


告ロ をした の は ラヴ ィニァ だと、 三人 は 知りました- 

ミン チン 先生 は、 足 を 鳴らして 進みよ ると、 またべ ッ 

キイの 耳 を 打ちました。 

ちくしょう 

「畜生め、 夜が あけたら、 さっさと 出て 行け ご 

セ エラ は 身動き もせず 立って いました。 眼 はいよ い 

よ 大きくな リ、 顔色 はます ます 蒼 ざめ ていきました。 

ァ アミ ンガ アド はわ つ と 泣き出しました。 

「どうか、 ベッキ ィを逐 い 出さないで 下さい。 伯母 さ 

んが この 手籠 を 下す つたので、 みんなで、 ただ あの I 

I 宴会 ごつ こ をして いたので すご 

「案の定、 プリンセス . セ エラが 上座に 坐って るね。 


皆セ エラの 仕業なん だ。 ちゃんと 解って るよ。 ベッキ 

ィ、 お前 はさつ さと 自分の 部屋に 帰れ。 セ エラ、 お前 

の 罰 は 明日 だ。 明日 は 朝から 晚 まで、 何にも 食べさし 

て やらない から ご 

ひる 

「今日 だって、 お 午も晚 もいた だきませんでした よご 

「そんなら なおい いさ。 何 か 心に こたえる こと をして 

やらなければ。 ァ アミ ンガ アド、 ぼんやり 立って るん 

じゃァ ない よ。 食物 を 皆 手籠に しま うんだ よご 

ミン チン 先生 は、 自分で テ エブルの 上の もの を 手籠 

の 中へ 払い 落し ましたが、 またしても セ エラが 大きな 

眼 をして 見詰めて いるのに 気がつく と、 先生 はセ エラ 


に 食って かかりました。 

「何 を 考えて るんだ よ。 なんだ つて、 そんな 眼 をして 

私 を 見 るんだ よご 

「私、 お 父 様が これ を 御覧に なったら、 何と 仰し やる 

だろう、 と 思って いました の ご 

それ を 聞く と 先生 は、 いっかの 時の ように 腹が立つ 

てた まら なくなりました。 で、 思わず セ エラに 飛び か 

かって、 彼女の からだ を ゆすぶりました。 

「ま ァ、 失敬な！ ずうずうしい にも 程が ある ご 

先生 は 手籠 や 本をァ アミ ンガ アドの 腕に 押し こみ、 

彼女 を 小突いて 先に 立てながら、 セ エラの 部屋 を 出て 


行きました。 

夢 はすつ かりさめ てし まいました。 炉の 中の 紙屑 は 

消え て 黒 い 燃 殻に なり、 テ エブルの 上に 飾った もの は、 

鞫の 中に あった 時の ように 古ぼけて、 床に 散らばって 

いました。 セ エラ は エミ リイが 壁に 寄り かかって いる 

の を 見付ける と、 震える 手で 抱き上げました。 

プリンセス 

「もう 御馳走 どころ じゃァ ない のよ。 宮様 もな にも 

い やしな いのよ。 バスティ ュの 囚人が ここにい るば か 

リだ わご 

セ エラ はべたり と 坐って、 両手で 顔 を 被おうと しま 

した。 その 間に さっきの 黒い 顔が、 また 天窓の 上に 現 


れ ました。 が、 セ エラ は それに は 気がつきません でし 

た。 セ エラ はやが て 立ち上って 寝床の 方に 行きました。 

もう 何のつ もりになる 張 合 もありませんでした。 

「あの 炉に 火が 入って いると いいな。 火の 前に は、 気 

持の いい 椅子 テ エブルが あって、 暖かな 晩御飯が 乗つ 

ている といい な。 それから、 あの —— 」 と 薄っぺらな 

夜具 を かけながら、 「これが、 柔 かな 寝台で、 羊毛の 毛 

布 や、 ふう わりした 枕が ついてい るの だったら、 そし 

て、 それから —— 」 

セ エラ は 思って いるう ち 疲れ はてて、 いっかぐ つす 

リ 眠って しまいました。 


氺  * 

*  氺 

どれほど 眠った か、 セ エラに は 判りませんでした。 

彼女 は 疲れき つてい ましたので、 メル チセ デクが 騒い 

でも、 天窓から 誰かが 入って 来ても、 何にも 知らずに 

ぐっすり 眠って おりました。 

天窓が ばたり と 閉る音 を 聞いた と 思い ましたが、 セ 

エラ は 眠くて たまらな いので —— それに、 何 か 妙に ぼ 

か ぼか 温かくて 気持が いいので、 すぐに は 眼 を 開け ま 


せんでした。 余りの 気持よ さに、 セ エラ は 何だか まだ 

夢心地だった のでした。 

「いい 夢 だ わ。 私、 覚めなければ いいと 思う わご 

まったく 夢に ちがいありません。 温かな 夜具 も か 

かってい るよう です し、 毛布の 肌触り も 感ぜられます。 

手 を 出す と、 糯 子の 羽根 蒲団ら しい ものが 触る のです。 

セ エラ はこの 夢から 覚めまい と 思って、 一 生 懸命 眼 を 

つぶ つ てい ましたが、 ばち ばちと 火の 爆ぜる 音 を 聞く 

と、 眼 を あけずに はいられませんでした。 眼 を 開けて 

見て、 セ エラ はま だ 夢を見て いるの だと 思いました。 


炉には あかあかと 焰が 燃え立って います。 炉棚の 

上に は 小さな 真鍮の 茶釜が、 ふつふつと 煮え立 つてい 

ます。 床に は 厚い 緋 色の 絨毯が、 炉の 前に は、 座褥を 

のせた 畳み こみの 椅子が 置いて あります。 椅子の そば 

に は 白い テ エブル 掛を かけた 小さな 食卓が 据えて あつ 
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て、 茶碗 や、 土瓶 や、 小皿 や、 布 を かけた 料理のお 皿 

などが 並べられて あります。 寝台の 上に は 温かそう な 

ねまき 

寝 衣 や、 縐 子の 羽根 蒲団が かけて あります。 寝台の 下 

に は、 珍ら しい 綿入れの 絹の 服 や、 綿の 入った ス リツ 

パゃ、 小さな 本な どが 置いて あります。 それに、 テェ 

ブルの 上に は、 薔薇色 傘の ついた 明るい ラム プが 点つ 


ている のです。 セ エラ は、 夢の 国から 妖精の 国に 来た 

ので はない かと 思いました。 

「消えて なくなり もしない よう だ わ。 こんな 夢って、 

見た こと もない わご 

セ エラ は、 しばらく 寝台の 上に 肱 をつ いて、 部屋の 

中 を 見て いました が、 やがて、 夜具 を 押しの けて、 足 

を 床に 下しました。 

「夢を見ながら、 床から 出て 行く の だ わ。 このままで 

あれば いい。 私 はこれ がほんと なの だと、 夢見て いる 

うち 

の だ わ。 夢 じゃァ ない と、 夢の 中で 思って いるの だ わ。 

魔法に かかった 夢の よう だ わ。 私 も 何だか 魔法に か 


かってい るよう だ わ。 きっと 私 はた だ 見える と 思って 

るば かりなの よ。 いつまでもそう 思って いたい わ。 で 

も、 どうで もい いわ。 どうで もい いわ ご 

セ エラ は、 燃え立つ 火の 前に 跪いて、 火に 手 を かざ 

して 見ました。 火に 手 を 近づけす ぎた ので、 熱さの あ 

まり 飛び さがりました。 

「夢で 見た だけの 火なら、 熱い はず はない わご 

セ エラ は 飛び 上って、 テ エブル や、 お 皿 や、 敷物に 

手 を 触れて 見ました。 それから、 寝台の 毛布に 触って 

みました。 柔 かな 綿 入の 服 を 取り上げて、 ふいに 抱き 

しめ、 頰ず りしました。 


「温かくて、 柔かだ わ。 本物に 違いない わご 

セ エラ は その 服 を ひっかけて、 スリッパ を 穿き まし 

た。 それから、 よろよろと 本の 所へ 行き、 一番 上の 一 

冊 を 開いて みました。 

『屋根裏部屋の 少女へ、 友人より』 

扉に そう 書いて あるの を 見る と、 セ エラ は その上に 

顔 を 伏せて、 泣き出しました。 

「誰 だか 知らない けど、 私に 気を付けて 下さる 方が あ 

るの だ わ。 私に も、 お 友達が あるの だ わご 

セ ェ ラは 蠟燭を 持つ てべ ッ キイの 所に 行きました。 

ベッキ ィは 眼を覚 して、 緋 色の 綿 入 服 を 着た セ エラ を 


見る と、 吃驚して 起き 上りました。 昔の ままの プリン 

セス. セ エラが 立って いると、 ベッキ ィは 思いました。 

「ベ ッ キイ、 来て 御覧な さいご 

ベッキ ィは、 驚きの あまり 口 を 利く こと も 出来ず、 

黙って セ エラに 従いました。 ベッキ ィはセ エラの 部屋 

に 入る と、 眼が 廻りそう でした。 

「みんな ほんと なのよ。 私、 触って 見た のよ。 きっと 

私達の 眠って いる 間に、 魔法 使が 来たの ね ご 

十六 お客様 


それから、 その 晚 二人 はどうし たか、 出来るなら 想 

像して 御覧なさい。 

きれ 

二人 は 火の そばに 蹲って、 料理 皿に かけた 布 をと つ 

て 見ました。 お 皿の 中には、 二人で 食べても 食べ きれ 

ない ほどのお いしい ス ゥプ や、 サンド ウイ ツチ や、 

丸麴麵 などが 入れて ありました。 ベッキ ィ のお 茶碗 は 

ない ので、 洗面台の うがい 茶碗 を 使う ことにしました。 

そのお 茶のお いし さとい つたら ありませんでした。 こ 

れが、 お茶で ない 何 かほ かの ものの つもりに など はな 

れな いくらいでした。 二人 は餓も 寒さ も 忘れ、 すつ か 

リ 楽しい 気持に なりました。 


「一体、 誰が こんなにして 下す つたんで しょう？ 誰 

かいる のに はちが いない わ。 私 を 想って て 下さる 方が 

あるの だ わ。 ねェ、 ベッキ ィ、 その 誰か は、 きっと 私 

のお 友達な のよ ご 

「あの —— 」 と、 ベッキ ィは 一度 口ごもつ てからい い 

ました。 「あの、 お嬢さん、 これ みんな、 融けて つてし 

ま うんじ ゃァ ない？ 早く 片付けて しまった 方が よく 

はない？」 ベッキ ィは 急いで サンド ウイ ツチ を ほおば 

リ ました。 

「大丈夫よ。 私 もさつ き 夢 じゃァ ないかと 思って、 そ 

の 火に 触って みたの よ。」 


おなかが 一杯に なると、 セ エラ は、 一人で はかけ き 

れ ない ほど ある 毛布 を、 ベッキ ィに 分けて やりました _ 

ベッキ ィは 帰りし なに 振り返って、 貪る ように 室内 を 

見廻しました。 

「お 嬢 さま、 これが 皆 朝に なって 消えち まっても、 と 

にかく 今夜 だけ はちゃん と あつたん だから、 私 決して 

忘れない わご ベ ツキ ィは 忘れまい として、 もう 一 度煖 

炉ゃ、 ラム プゃ、 寝台 や、 床 を 眺め まわしました。 そ 

れ から、 ちょっと 自分のお 腹の 上に 手 をお いて、 

「こん 中には、 スゥプ に、 サンド ウイ ツチに、 丸麵麵 

が 入って 行つ たんだ わご と、 それだけ は 確かそう にい 


いました。 

朝になる と、 生徒 も、 召使 も、 いつの 間に か 昨夜の 

騒ぎ を 知っていました。 皆 は、 セ エラが どんな 顔 をし 

て 出て 来る だろうと、 待ち かまえて いました。 

ま つ すぐ 

セ エラ は 皆の 眼 を 避けて、 真直に 流し場へ 行き まし 

た。 ベッキ ィは せっせと 茶釜 を 磨きながら、 口の 中で 

何 か を 口ずさんで いました。 

「お嬢さん、 眼が さめたら あってよ、 毛布が。 昨夜の 

通りよ ご 

「私の もよ。 私 着物 を 着ながら、 食べ残した 冷い もの 

を 食べ て 来た わご 


「そう、 いい わね。」 

そこへ 料理番が 入って 来たので、 ベッキ ィ はまた 茶 

うつむ 

釜の 上に、 顔 を 俯向けて しまいました。 

教室で は ミン チン 先生が、 やはり セ ェ ラは どんな 顔 

をして 出て 来る だろうと、 待ち かまえて いました。 さ 

すがの セ エラ も、 今日は しょげて 出て 来る だろうと 

思って いました。 が、 不思議 ゃセ エラ は 血色の いい 顔 

に 微笑 を湛 え、 踊る ような 足 どリで 入って 来ました。 

ミン チン 女史の 驚きと い つたら ありませんでした。 

「お前に は、 自分が 恥し い 目にあつ てるのが、 判らな 

いの かい？」 


「すみません。 私、 それ はよ く 知って おります ご 

「そんなら、 その 気で、 そんな、 何 かいい 事で も あつ 

たような 顔 をす る もので はない。 生意気 だよ。 それ か 

ら、 今日は 一 日 何にも 食べられな いの だとい うこと を 

忘れない がいいよ ご 

「はい、 忘れません ご 

いいながら セ エラ は、 魔法のお かげがなかったら、 

今頃 は さぞ ひも じかった ろうに、 と 思いました。 

「セ エラ は、 大して ひも じ そうじゃ ァな いわね ご と、 

ラヴ ィニァ は 囁きました。 「まるで、 朝飯に 何 かおい 

しい もので も 食べ て 来たよう な 顔 をして いる わ。」 


「あの 子 は、 普通の 人達と は 違つ てるのよ ご とジ ェ ッ 

シィ は、 フランス語 を 教えて いる セ エラの 方 を 見なが 

らいいました。 「私、 時々 セ エラが 怖くなる わご 

「莫迦ね ご 

セ エラ はいろ いろ 考えた 末、 昨夜 起った こと は、 誰 

にもい うまい と 決心し ました。 ミン チン 先生が 屋根裏 

に 上って 来れば おしまいで すが、 ここし ばらく は大丈 

夫だろう と 思いました。 ァ アミ ンガ アド や ロッティ は 

見張りが きびしい から、 当分 忍んで 来る わけに もい か 

ないで しょう。 それに 魔法の 神様 も、 きっと この 奇蹟 

を 隠して 下さる でしよう。 


「どんな ことが 起ろうと、 私に は 目に 見えない お 友達 

が あるの だからい いわ ご 

その 日 は、 前日よりも お天気が 悪い 上、 セ エラ は 昨 

夜の ことがあ るので、 よけい 辛くあたられました。 が、 

セ エラ はもう 何にも 怖い と は 思いませんでした。 夕方 

までに は 多少お なか も 空いて 来ました が、 セ エラ は 今 

に また 御馳走が 食べられ るの だと 思って いました。 

夜更けて、 一人 自分の 部屋の 前に 立った 時、 セ エラ 

の 胸 はさす がに どきどき しました。 

「ことによると、 もうす つかり 片付けられて しまった 

かもしれ ない わ。 昨夜 だけ ちょっと 私に 貸して くれた 


ものな のか もしれ ない わ。 でも、 借りた の は 事実 だつ 

たの だ わ。 夢で もなんでも なかった の だ わご 

セ エラ は 部屋に 入る と、 すぐ 戸 を 閉め、 それに 背 を 

もたせて、 隅々 を 見廻しました。 魔法の 神 は、 留守の 

間に また ここ を 見舞った と 見えます。 昨夜なかった も 

のまでが 持ち こまれて ありました。 低い 食卓の 上に は、 

またしても 御飯の 支度が して ありました。 しかも、 今 

日 は コップ も、 お 皿 も 皆 二人前 そろえて あるので す。 
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炉の 上の 棚に は、 目の さめる ような 剌繡 をした 布が 敷 

いて あり、 二三の 置物が 飾って ありました。 醜い もの 

は、 すべて 垂帷で 隠して ありました。 美しい 扇 ゃ壁掛 


が、 鋭い 鋇で 壁に とめて ありました。 木の 箱に は 敷物 

が 掛けて あり、 その上に は、 いくつかの 座褥が 乗って 

いて、 寝椅子の 形に 出来て いました。 

「まるで、 何 かお 伽噺 にある ことみた いだ わ。 何でも、 

欲しい といえば 出て 来る ような 気がする わ。 ダイヤ モ 

ンド でも、 黄金の 袋で も、 ぉ伽噺 よりも 不思議な くら 

いだ わ。 これが、 昨日までの 屋根裏部屋 なのか しら？ 

私 も、 あの 凍えた、 汚い セ エラ だと は 思えない くらい 

だ わ。 私 はいつ もお 伽噺 がほんと になる の を 見と どけ 

たいと 思って いたのよ。 ところが、 今 私 はお 伽 噺の中 

に 住んで るんだ わ。 私自身 も 妖女に なった ような 気 


がする わ。 そして、 何でも 変える ことが 出来る ような 

気がする わご 

セ エラ は 壁 を 打って、 隣の 囚人 を 呼び出しました。 

ベ ツキ ィは、 今夜 は 自分の 紅茶 茶碗で お茶 をいた だき 

ました。 

セ エラ は 寝に 就く 時、 また 新しい 厚い 敷 蒲団と、 大 

きな 羽根 枕の あるの を 見つけました。 昨夜の は、 いつ 

の 間に かべ ッ キイの 寝床に 移されて いたのでした。 

「ぜんたい どこから 来 るんで しょう？ お嬢さん、 ほ 

ん とに 誰が す るんで しょう？」 

「訊く の はよ しまし ようよ。 私、 知らない でいた 方が 


いいと 思う わ。 でも、 その 誰かに、 『ありがとう！』 と 

だけ はいいた いわね ご 

その 時 以来、 世の中 はだん だん 愉快に なって 来 まし 

た。 ぉ伽噺 はう ち 続きました。 たいてい 毎日、 何 かし 

ら 新しい ことが 起リ ました。 夜、 セ エラが 戸 を 開ける 

ごとに、 室内に は 何 か 新しい 装飾が 施され、 何 か 少し 

ずつ 居心地よ くな つてい るので した。 そうこうす るう 

ち、 屋根裏部屋 は、 いろいろの 珍ら しい 贅沢な ものの 

一杯 ある 美しい 部屋に なって しまいました。 朝 出て 行 

く 時には、 前の 晚の 食べ残しが 置いて あるのに、 夜 帰つ 

て 来て みると、 食べ残し は 綺麗に 片付けられ、 また 別 


な 美味が 置き 並べられて あるので した。 

セ エラ はこうした 幸福と 慰めとの ため、 だんだん 健 

康 になり、 希望に 充 ちて 来ました。 相 変らず 皆から は 

ひどく 扱われ ましたが、 どんな 時に も、 屋根裏に 帰リ 

さえ すれば と 思う と、 辛い とも 思いませんでした。 

「セ エラ. クル ゥは、 大変 丈夫そう になった じ ゃァな 

いかごと、 ミン チン 先生 は 不服そう に 妹に いいました。 

「ほんと に、 だんだん 肥って 来たよう です ね。 まるで 

餓えた 烏みたい になり かけて いたのに ご 

「餓えた だって？ 食べたい だけ 食べさして あるのに、 

餓える はず はない じ やない かご 


すべ 

ァメ リア 嬢 は、 へまな ロをヒ らした と 思って、 おど 

おどと、 

あいづち 

「そ、 そり ゃァ そうです けど。」 と、 合 機 をう ちました 

「あの 子の 年で、 あんな 風な の は、 不愉快 だよ ご 

「あんな 風な つ て？」 

「いわば 反抗 心と でもい うんだ ろうね。 たいていの 子 

供 は、 あんな 境遇の 変化に 逢ったら、 意地 も 元気 もな 

プリンセス 

くな つ ちまう はずな のに、 あの 子 はまる で、 まだ 宫様 

かなん ぞ のように、 しゃんとして いるん つた もの ご 

「姉 様、 憶えて いらし つて？ あの、 いっか セ エラが 

教室で こういった 時の こと を。 先生 はどうな さるで 


しょう、 もし 私が —— 」 

「そんな こと 憶えち ゃァ いないよ。 つまらな いこと は 

いう もの じ やない ご 

争われな いもので、 ベッキ ィも 近頃 はむ くむく 肥り 

出し、 何 か 落ちつきが 出て 来ました。 肥るまい と 思つ 

て も 肥り 出し、 怯えよう としても 怯えられ なくなった 

の だから 仕方ありません。 彼女 もや はり、 誰も 知らな 

こうむ 

い あのお 伽噺 のお かげ を 蒙って いたから でした。 今 

は 彼女 も、 敷 蒲団 は 二 枚 あるし、 枕 も 二つ 持って いま 

す。 毎晚 温かな 御飯 を 食べ、 火の 燃えて いる 炉の そば 

に 坐る ことが 出来る のでした。 バスティ ュの 牢獄 はい 


つか 消え去り、 囚人 は 影 も 見え なくなりました。 その 

代りに 二人の 幸せな 子供が、 よろこびに ひたって いる 

ばかりでした。 時と すると、 セ エラ は 書物 を 取り上げ、 

声 を 出して 読んだり しました。 時と すると また、 じつ 

と 炉の火 を 見詰め、 あのお 友達 は 誰だろう、 どうかし 

て 自分の 胸に 感じて いる こと を、 その 人に 伝える 術 は 

ない ものだろう か、 などと 思いに 耽りました。 

すると、 また 素敵な 事件が 起きて 来ました。 ある 日 

一人の 男が 玄関に 来て、 いくつかの 小包 を 置いて 行き 

ました。 その 宛名 は、 『右手 屋根裏部屋の 少女へ』 とだ 

け 大きく 書いて あるので した。 


小包 を 取りに やられた の は、 ほかならぬ セ エラで し 

た。 彼女が 一番 大きい 包み を 二つ、 客間の テ エブルの 

上に 置いて、 宛名 を 眺めて いますと、 そこへ ミン チン 

先生が 入って 来ました。 

「宛名のお 嬢さん のと ころへ さっさと 持って おいで。 

そんな 所に 立 つ て じろじろ見 てるん じゃァ ない よご 

「でも、 これ は 私ので すご と、 セ エラ は 静かに いい ま 

した。 

「お前の だって？ 何 をい つて るんだ よご 

「どこから 来たの だか 存じません けど、 宛名 は 私なん 

でございます。 私の 眠る の は 右手の 屋根裏です。 べッ 


キイ は 左です から ご 

ミン チン 女史 は、 セ エラの そばへ やって来て、 昂奮 

した 顔つきで 小包 を 眺めました。 

「何が 入つ てるんだ い？」 

「存じません ご 

「開けて ごらん ご 

セ エラ はい われた 通りに しました。 中から 出て 来た 

の は、 着心地の よさそう な 美しい 衣裳でした。 靴、 靴 

下、 手套、 美しい 上衣、 それから 見事な 帽子、 雨傘 I 

I すべて、 上等な 高価な 品ば かりでした。 その上、 上 

かみぎれ 

衣の ポケットに は、 こんな こと を 書いた 紙片が、 ピン 


で 留めて ありました。 

「平常に お着なさい。 換える 必要が あったら、 いつで 

も 換えて 上げます ご 

それ を 見る と、 ミン チン 女史 は 卑しい 心の中に、 何 

か 不思議な ことがあるな とさと りました。 あるいは 自 

分 は 思いち がい をして いたの かもしれ ない。 この 孤児 

の 背後に は、 誰か 変り ものの、 しかし 勢力の ある 友人 

があった のか もしれ ない。 あるいは 誰か 今まで 知られ 

ていなかった 親戚が あって、 ふと セ エラの 居所 をつ き 

とめた 上、 こんな 妙な 方法で 彼女の 世話 をし はじめた 

のか もしれ ない。 親戚に はよ く 変人が ある ものです。 


ひとりみ 

殊に 年と つた、 金 持で 独身の 伯父な どと いう もの は、 

子供 を そばに 置く こと を いやがって、 遠くの 方から、 

その子の 様子 を 見守って いたりす る ものです。 また そ 

かんしゃくもち 

んな 伯父 はき まって 癇癩 持で、 怒りつ ぼい ものです。 

だから、 もし そんな 人が いて、 セ エラの ひどい 様子 を 

見たら、 いい 気持の する はずはありません。 ミン チン 

女史 は、 妙に 不安な 気持に なりました。 で、 彼女 はセ 

エラ を 横目で ちらと 見て、 セ エラの 父が 亡くなって 以 

来 使った ことのない、 やさしい 声で いいました。 

「きっと どなた か 御 親切な 方が あるので すよ。 こんな 

もの をいた だいた の だから、 それに 痛めば 新しい のと 


換えて 下さる というの だから、 それに 着かえ て、 きち 

ん としてい るよう になさい。 着かえ たら 教室に 来て、 

自分の 勉強 をなさい。 今日はもう どこへ も 使に 行かな 

いでいい から ご 

着が え をす まして、 セ エラが 教室に 入って 行く と、 

生徒 達 は 驚きの あまり 声 も 出ませんでした。 

「まァ 驚いた ごと ジ ェ ッシィ は ラヴ ィニ ァの肱 を つ つ 

つきながら、 頓狂な 声で いいました。 「すっかり プリ 

ン セス. セ エラに なり 戻つ ちゃった じゃァ ない の ご 

まっか 

ラヴ ィニ ァは 真紅に なりました。 

ジ エツ シィ のい つた 通り、 今 入って きた セ エラ は、 


プリンセス. セ エラでした。 少く とも、 セ エラ は プリ 

ンセス 時代 以来、 今日の ように 身綺麗に していた こと 

はありませんでした。 彼女 は 二三 時間 前までの セ エラ 

と は 似ても 似つ かぬ 服装 をして いました。 

「きっと 誰かが、 あの 子に 財産 を 残した のね ご と、 

ジ エツ シィは 囁きました。 「私、 いつでも あの 子に は 

何 かしら 起る と 思って た わご 

「きっと、 ダイヤモンド 鉱山で も、 また 出て 来たんで 

しょうよ ご と ラヴ ィ 二 ァは、 とげとげしく いいました 

「そんな 眼で 見る と、 あの 子が いい 気になる からお よ 

しなさい よ。 莫迦ね ご 


ふいに、 ミン チン 先生が 太い 声で いいました。 

「セ エラさん、 ここへ 来て お 坐ん なさい ご 

で、 セ エラ は 昔 坐って いた 名誉の 席に つき、 俯向い 

て 本 を 読み 始めました。 

セ エラ は その 夜、 部屋に 帰って、 ベッキ ィと 夕飯 を 

すます と、 永い こと 炉の火 を 見詰めて 黙って いました 

「お嬢さん、 何 かお 話 を 作って らっしゃる の？」 

「いいえ、 私、 どう すれば いいの だろうと 考えて いる 

の。 私 あの方の こと を 考えずに はいられな いのよ。 で 

も、 あの方 は 何にも 知られたくない のか もしれ ないで 

しょう。 そんなら、 あの方が どんな 方 だか 探り出した 


りしち ゃァ、 失礼になる でしよう。 でも 私、 どんなに 

しあつせ 

あの方 を ありがたく 思 つ てる か —— どんなに 幸福に し 

ていた だけた か、 という こと を、 あの方に 申し上げた 

くて ならない の。 親切な 人っても の は、 お礼 はい われ 

しあつ せ 

たくなくても、 幸福に なった かどう か は、 知りたい も 

のよ。 私、 私、 ほんと に —— J 

いいかけて セ エラ は、 ふと テェ ブルの 上の 文房具 箱 

に 眼 をと めました。 紙 や、 封筒 や、 インク や、 ペンの 

入った その 箱 は、 一昨 nn ここに 運び こまれて いた もの 

でした。 

「まァ 私、 どうして、 今まで あれに 気がつかなかった 


ん でしよう。 私お 手紙 を 書いて、 あの テ エブルの 上に 

のせて おくわ。 そうすれば、 きっと 片付けに 来る 方が、 

手紙 も 一 緒に 持って つ て 下さる わご 

そこで、 セ エラ は 次の ような 手紙 を 書きました。 

あなた は、 御 自分 を 秘密に 遊ばしたい 御 所存で 

いらっしゃい ますのに、 こんな 手紙 を さし 上げる 

失礼 をお 赦し 下さい。 私 は 決して 失礼な こと をし 

さ ぐ 

たり、 何 か 捜り 出そうと したりな どす るつ もり は 

ない ので ございます。 ただ、 これほどまでに 御 親 

切に して 下さった こと、 何もかもお 伽噺 のように 

して 下さった ことに 対して、 一言お 礼 を 申し上げ 


たいので ございます。 あなたの 御 恩 は 決して 忘れ 

しあ-つせ 

ません。 私 も、 ベッキ ィも、 それ は それ は 幸福で 

す。 私共 は、 ほんとうに いつも 寂しく、 寒く、 空 

腹が ちでした のに、 今 は —— あなた はま ァ、 私共 

のために 大変な こと をして 下さいました のね。 お 

礼 だけ は 言つ て もよ ろしいで ございましよう。 い 

わねば 済まぬ ような 気が 致します。 ありがとう！ 

ほんとうに ありがとう ございます。 

屋根裏部屋の 少女 

セ エラ は 翌朝 この 手紙 をテ エブルの 上に のせて おき 


ました。 夕方 帰って みると、 手紙 は 他の ものと 一緒に 

持ち去られた ようでした。 セ エラ は、 手紙が 首尾よく 

魔法 使に 届いた の だと 思う と、 一 層 幸福に なりました。 

その 晚、 セ エラが ベッキ ィに 新しい 本 を 読んで 聞かせ 

て いますと、 天窓のと ころに ふと 何 か 音が しました。 

「何 かいる のよ、 お嬢さん ご 

「そうね、 何だか、 猫が 入りたがって いるよう な 音ね。 

ひょっとすると、 また あのお 猿が 脱け 出して 来たの か 

もしれ ない わご 

セ エラ は 椅子の 上に 立って、 気 を 配りながら 天窓 を 

あけ、 外を視 きました。 雪の 日で、 白く 積った 窓の 外 


に、 震えながら 蹲って いるものが ありました。 

「やっぱり 猿よ。 きっと 東印度 水夫の 屋根裏から 這 出 

して、 この 灯に ひかれて ここへ 来たの よご 

ベ ツキ ィは 走り 寄って いいました。 

「お嬢さん、 入れて やる つも リ？」 

「ええ、 お 猿 を 外に 出しと いちや ァ、 寒す ぎて 可哀そ 

うよ。 猿 は 寒さに 弱い のよ。 私、 だまして 入れて やろ 

うご 

セ エラ は、 いつも 雀 や メル チセ デクに 話しかける 時 

のように、 片手 を さしのべながら、 あやす ように 話し 

かけました。 そうして いると セ エラ は、 セ エラ 自身 ま 


るで 何 か 小さな 人な つっこい 獣で、 内気で 野蛮な 獣の 

気持 をよ くの みこんで いるよう でした。 

「お 猿さん、 入らつ しゃいな。 私、 苛め やしない こと 

よご 

そんな こと は 猿 も 知っていました。 で、 セ エラが 

そっと 手 を 取り、 天窓の 上に さし 上げた 時 も、 される 

ままに なって いました。 セ エラが 抱きしめ ると、 猿 も 

セ エラの 胸に しがみつき、 髪の毛 を 親しげ に 握って、 

セ ェ ラの 顔を視 きこみました。 

いきもの 

「いいお 猿 だ こと。 私、 小さな 生物が 大好きよ ご 

猿 は 火に ありついて うれしそうでした。 セ エラが 


坐って、 膝の 上に のせて やります と、 猿 は 物 珍ら しげ 

に、 彼女と ベッキ ィとを 見比べました。 

「この 子 は 不器量ね、 お嬢さん。」 

「ほんと に、 不器量な 赤ん坊の ような 顔 をして いる わ。 

お 猿さん、 御免なさい。 でも、 お前、 赤ちゃんで なく 

てよ かった わ。 お前のお 母さん は、 まさかお 前 を 自慢 

する わけに もい かないでしょう。 御 親戚の どなたに 似 

てら つし やるな どとう つ かりお 世辞 をい うわけ にもい 

かないし ね。 でも 私、 ほんと にお 前が 好きよ ご 

セ エラ は 椅子に もたれて、 思い返しました。 

「この 子 だ つ て、 きっと 器量が 悪い ので 悲観して いる 


のよ。 その 事が しょっちゅう 心に あるんだ わ。 でも、 

猿に 心なん て あるか しら？ 可愛い お 猿さん、 あなた 

に は 心が おありで ございます か？」 

が、 猿 はた だ 小さい 手 を あげて、 頭を搔 いただけで 

した。 

「お嬢さん、 この 猿、 どうす るの？」 

とま 

「今夜 は、 私の 所に お 泊よ。 明日に なったら、 印度の 

小父さんの 所へ 伴れ て 行く つもり。 私 はお 前 を 返す の 

が 惜しい の だけどね、 でも、 お前 は 帰ら なきや ァ いけ 

うちじゅう 

ない のよ。 お前 は 家中で 一番 可愛がられる ようにな 

ら なきや ァ いけません よご 


セ エラ は 眠る 時、 自分の 足 許に 猿の 巣 をつ くって や 

リ ました。 すると、 猿 は その 巣が 気に 行ったら しく、 

うずま 

赤ん坊の ように その 中に 埋 つて 眠り こみました。 

十七 「この 子 だ」 

あくるひ 

翌日の 午後に は、 大屋 敷の 子が 三人 印度 紳士の 書斎 

に 坐って、 病人の 気 を ひきたてようと していました。 

子供達 は、 特に 病人から 来て くれと いわれた ので、 来 

て 病人 を 慰めて いるので した。 印度 紳士 は、 ここし ば 

らくの 間、 生きた 心地 もない ほどで したが、 今日 こそ 


は、 ある 事 を 熱心に 待ち受けて おりました。 その ある 

事と いうの は、 カァ マイ クル 氏が モス コゥ から 帰って 

来る ことでした。 氏の 帰朝 は、 予定より 何 週間 も 遅れ 

ち と 

たのでした。 初め モス コゥに 着いた 時には、 索め る 家 

族が どこに いるもの か、 少しも 判りませんでした。 

やっと 尋ね 当てて 行って みます と、 あいにく 旅行 中で 

不在でした。 旅先に 追い かけて 行こうと しても 無駄 

だった ので、 氏 は その 人達の 帰る まで モス コゥで 待つ 

ことにした のでした。 

カリ スフ ォド氏 は 安楽椅子に 寄り かかり、 ジ ャネッ 

トは その 下に 坐って いました。 ノラ は 足 台 を 見 付けて 


坐り、 ドウ ナ ルド (ギィ • クラ アレンス のこと) は 皮 

またが 

の 敷物の 飾りに ついている 虎の 頭に 跨 つてい ました。 

少年 はかなり 乱暴に 頭 を ゆすって いました。 

「ドウ ナ ルド、 そんなに 噪 ぐんじ ゃァ ありません よご 

と、 ジャ ネット はいいました。 「御 病人に 元 気をつけ 

てあげよ うってい う 時には、 そんな 金 切 声 を 出す もの 

じゃァ ありま せんよ。 カリス フォド 小父さん、 喧しす 

ぎ やしなくて ご 

病人 は、 彼女の 肩 を 軽く 叩いて、 

「いや、 そんな こと はない。 噪 いで くれた 方が、 考え 

ごと を 忘れて いいの だよ。」 


「僕 は、 これから 静かに する よご と、 ドウ ナ ルド はい 

いました。 「みんなで、 二十日鼠の ように おとなしく 

しょうじゃ ァ ないか ご 

二 一十 日 鼠が、 そんな 大きな 音 をさせる ものです かご 

ハンカチ あぶみ 

ドウ ナ ルド は 手 巾で 鎧 を 造り、 虎の 頭の 上で 跳ね 

躍りました。 

「鼠が あり つ たけ 出て 来たら、 この ぐら い の 音 はさせ 

るよ。 千 匹ぐ らいいり ゃァ、 する よご 

「五 万 匹 集った つて、 そんな 音し やしない わ。 一匹の 

鼠ぐ らい、 おとなし くし なきや ァ 駄目よ ご 

カリ スフ ォド氏 は 笑って、 また 彼女の 肩 を 叩き まし 


た。 

「お 父 様 は、 もう じきお 着きになる のね。 あの 行方 不 

明の 娘さんの 話 をしても よろしくって？」 

「私 は 今、 その 話より ほか、 とても 出来そう にない ご 

印度 紳士 は、 疲れた 顔の 額に 皺 をよ せました。 

「私達 は、 その子が それ は 好きな のよ。 みんなで その 

子の こと を、 『妖女で はない プリンセス』 つて 呼んで 

るの ご 

「なぜ、 そう 呼ぶ の？」 

「こういう わけなの。 あの 子 は、 ほんとう は 妖女 じ や 

ァな いけど、 見付かった 時には、 まるでお 伽噺の 中の 


プリンセスみ たいに、 お金 持になる のでしょう。 初め 

は 『妖女の 国の プリンセス』 といって たんです けど、 

そい じゃァ しっくり いかない から、 『妖女 じゃァ ない 

プリンセス』 にした の ご 

すると 〔# 「すると」 は 底本で は 「す と 匕、 ノラ はい 

いました。 

「あの、 あの 子のお 父 様が ダイヤモンド 鉱山の ために、 

お金 をす つかりお 友達に あげてし まった つて 話 は、 ほ 

ん となの？ そして、 そのお 友達 は、 そのお 金 をす つ 

かり 失く したと 思った ので、 自分 は 泥棒の ような もの 

だと 思って、 逃げ出し たのです つて？」 


ジャ ネット は 急いで、 

「でも、 その 方 は、 泥棒で も 何でもなかった のよ ご と 

い いました。 

印度 紳士 は、 つと ジャ ネットの 手 を 取りました。 

「まったく、 そうじゃ ァ なかった の だよ ご 

「私、 その 方が お気の毒で ならない の ご と、 ジ ャネッ 

ト はいいました。 「その 方 は、 お金 を 失く すつ もりな 

ん かなかった のよ。 そんな ことにな つて、 どんなに 胸 

を 痛めた でしよう。 きっと、 お苦しみ になった でしよ 

うね ご 

すると、 印度 紳士 はジャ ネットの 手 を、 ひしと 握り 


しめて、 いいました。 

「あなた は、 何でも わかる 若い 御 婦人 だね ご 

「姉さん、 カリス フォド 小父さんに、 あの 話 をした？」 

と、 ドウ ナ ルドが 大きな 声を立てました。 「あの 『乞食 

じゃァ ない 小さな 女の子』 の 話 を さ。 あの 子が いい 着 

物 を 着て るって、 話した？ きっと あの 子 も、 今まで 

行方不明だった の を、 誰かに 見付け出され たの だよ ご 

「あら、 馬車が 来た ご と、 ジャ ネットが 叫びました。 

うち 

「宅の 前で 止った わ。 お 父 様のお 帰り だ わご 

皆 は 窓の 所へ 飛んで 行きました。 

「ああ、 お父さん だよ ご と、 ドウ ナ ルドが 告げました _ 


「でも、 小っちゃな 女の子 はいない よご 

三人 はじつ として いられ なくなつ たので、 先 を 争つ 

て 玄関へ 飛び出しました。 お 父 様が お帰りに なると、 

いつも 子供達 はそう して 迎え入れる のでした。 三人が 

飛び 上ったり、 手を拍 つたり、 抱き上げられて 接吻 さ 

れ たりして いる 気配が、 部屋の 中に いても、 はっきり 

感じられました。 

カリ スフ ォド氏 は 立ち上り かけて、 また どか リと椅 

子の 中に 身 を 落しました。 

「駄目 だ、 俺 は 何とい うやく ざな 人間だろう ご 

カァ マイ クル 氏の 声が、 戸口に 近づいて 来ました。 


「今 は、 駄目 だよ。 カリス フォド さんと お 話 をす まし 

てからに して くれ。 その 間、 ラム. ダスと 遊んで たら 

い いだろう ご 

戸が 開いて、 カァ マイ クル 氏が 入って 来ました。 氏 

いきいき 

は 前よりも 血色が よく、 活々 した 顔 をして いました が、 

眼に は 失望の 色を湛 えてい ました。 病人の 待ち かねた 

眼 付 を 見る と、 氏 はよ けい 気づか わしげ になり ました。 

「どうだった？」 と、 カリス フォド 氏が 訊ねました。 

「口 シャ 人が ひきとつ たという その子 は、 どう だつ 

た？」 

「その子 は、 我々 の 探して いる 娘 じゃァ なかった ので 


す。 クル ゥ 大尉の 娘より は、 ずっと 年下で してね。 名 

前 は エミ リイ. クル ゥな のです。 私 は その子と 会って 

話して 来ました。 ロシャ 人の 家族 は、 委細 を 聞かして 

くれました よ。」 

印度の 紳士の 失望と いったら ありませんでした。 紳 

士は 今まで 握って いた カァ マイ クル 氏の 手 を 離して、 

だら りと 自分の 手 を 落しました。 

「それじゃ ァ、 また 捜索 を やりかえさなければ ならな 

いんだな。 じ ゃァ、 やりなお すまでの こと だ。 まァ、 

そこに 掛けた まえ。」 

力 アマ イク ル氏は 腰 を 下しました。 彼 は 自分が 健康 


で 幸福な せいか、 この 不幸な 病人が、 気の毒で、 だん 

うち 

だん 好きに なって 来る のでした。 この 家の 中に 一人で 

も 子供が いたら、 少し は 寂し さも まぎれる だろう に。 

こうして 一人の 男が、 一人の 子供 を 不幸に している と 

いう 思いの ため、 絶え間なく 悶えて いると は —— 大屋 

敷の 主人 は、 病人に 元 気をつける ようにい いました。 

「大丈夫、 まだ 見つけられます よご 

「すぐ また 捜索 を 始めに ゃァ ならん。 ぐずぐず しちや 

ァ いられな いご カリ スフ ォド氏 はいらい らして 来 ま 

した。 「君、 何 か 新しい 心 当りはないだろう か 9  

问 かちよ つ とした 心 当りで も ご 


力 アマ イク ル氏も 落ちつかない 風に 立ち上り、 考え 

ながら 部屋の 中 を 歩き 廻りました。 

「何 か ありそうで もあります な。 どれ だけの 根拠が あ 

るか は、 私に も 判りません が、 というの はドォ ヴァか 

ら ここまでの 汽車の 中で、 いろいろ 考えて いるう ち、 

ふと 思いつ いたんです がご 

「どんな ことです？ あの 娘が 生きて ると すると、 ど 

こかに いる わけ だ ご 

「その 通り、 どこかに いる はずな のです よ。 パリィの 

スク— ル  スク— ル 

学校と いう 学校 は、 もう 捜索の 余地が ありません。 だ 

から、 今度 は パリィ を 切り上げて、 ロンドンに 移 るん 


ですな。 つまり、 ロンドンに 捜索の 手 を 移す というの 

が、 私の 思いつきで すご 

「ロンドン にも 無数の 学校が ある ご カリ スフ ォド氏 

はそう いってから、 ふと 何 か を 思い出して、 かすかに 

身 を 起しました。 「そら、 隣に だって 一 つ あるじ ゃァ 

ヽ ゝ o 一 

るレカ 」 

「じ ゃァ、 隣から 始める ことにしたら いかがです。 近 

い 所から 始める とすると、 隣よ リ近 いところ はない わ 

けです からな ご 

「その 通り だ。 それに 隣に は 一人 私の 眼 をつ けて いる 

娘が ある。 だが、 その子 は 生徒 じ ゃァな いんだ。 


ちょっと 色の 黒い 孤児で、 とても、 クル ゥ 大尉の 子供 

と は 思われな いけれ どご 

ちょうど その 時、 あの 魔法が —— あの 手際の いい 魔 

法が、 また 働き 出した のでしょう。 ちょうど 印度の 紳 

土が そういった 時、 ふと ラム. ダスが 入って 来て、 主 

人に 額 手 礼 をし ました。 黒い 眼に は 隠し きれない 昂奮 

の 色を湛 えてい ました。 

「旦那 様、 あの 子が 自分で やって まいりました、 あの 

旦那 様が、 可哀 そうだと 仰し やった 娘が。 屋根 づ たい 

にあの 娘の 部屋に 来たと いって、 猿 を 伴れ てまい り ま 

した。 ちょっと 待って いるよう に 申して おき ましたが 


会って お 話に なったら、 少し はお まぎれに なり はし ま 

せんでしょう かご 

「あの 子と は？」 と、 大屋 敷の 父が 訊ねました。 

「それ あの 子 さ、 今 噂 をして いた 娘の こと さ。 学校の 

小 使 をして いるんだ ご 印度の 紳士 はそう いうと、 今度 

は ラム • ダスの 方に 手 を 振って いいました。 「よろしい 

その子に 会って みたい から、 伴れ て 来なさい ご そして 

また、 カァ マイ クル 氏の 方に いいました。 「実は 君の 

留守中、 寂しくて たまらない ところへ、 ラム. ダスが 

来て、 不幸な あの 子の 話 をして くれたの さ。 で、 ラム. 

きよ-つり よく 

ダスと 共 力して、 あの 子 を 助ける 工夫 をした の だよ _ 


子供 だましの ような こと だけれ ど、 そんな ことで もな 

いと、 私 はつ まらなかった の だ。 だが、 ラム • ダスの 

あの 軽い 足がなかったら、 あんな 噺 のよう な 計画 は 

実現 出来なかった ろうよ。」 

そこへ、 セ エラが 入って 来ました。 猿 は、 出来れば 

い つまで もセ ェ ラの そば を 離れた くな さそうな 顔 をし 

て いました。 

「また、 あなたのお 猿が 逃げて 来ました のよ ご とセェ 

ラは頰 を 紅ら め、 さわやかな 声で いいました。 「昨晩、 

私の 部屋の 窓の 所に 来ました ので、 寒い といけ ない と 

思って、 入れて あげ ましたの。 宵の口 だと、 すぐお 返 


しに 上る のでした けど、 あまり 遅い ので やめました。 

あなた は 御 病気です から、 せっかく お休みに なって る 

ところ を、 お起しで もす る ことになると 悪い と、 思い 

まして ご 

印度 紳士の うつろな 眼 は、 セ エラの 方に 惹 かれて 行 

きました。 

「それ はどう も。 よく 気が付いて 下す つたね え ご 

セ エラ は、 戸口の 近くに 立って いる ラム. ダスの 方 

を 向きました。 

「お 猿 は、 あの ラス カァの 方に お渡しし ましょう かご 

「あの 男が ラス カァ だとい うこと を、 どうして 御存じ 


かね？」 

紳士 は ほほえみかけました。 

セ エラ は、 いやがる 猿 を ラム. ダスに 渡しながら、 

「そり ゃァ 知って おります わ。 私、 印度で 生れた ので 

す もの ご 

印度 紳士 は 顔色 を 変えて、 立ち上りました。 セ エラ 

はちよ つ と 吃驚し ました。 

「あなた は、 印度で 生れた と？ それ は、 ほんと です 

か？ ちょっと こっちへ 来て 御覧。」 

手 を さし 出された ので、 セ エラ は 紳士の 方に 行き、 

紳士の 手の 上に、 自分の 手 を 置きました。 彼女 はじつ 


あお ねずみいろ 

と 立って、 緑 鼠色の 眼で 不思議 そうに 紳士の 眼 を 見 

ました。 この 人 は、 どうかした にちがいない。 —— 

「あなた は、 隣に 住んで おられる の だね ご 

「はい、 ミン チン 女 塾に おります の ご 

「でも、 生徒で はない の だね？」 

ほほえみ 

セ エラ は、 口許に 妙な 微笑 を 漂わせました。 彼女 は、 

ちょつ とた めら つてから い いました。 

「私、 自分が 何な の だか、 よく 判りません の ご 

「それ は、 また どうして？」 

「はじめは 生徒で、 特別の 寄宿生でした けれど、 今 は 

もう  1 


「生徒だった？ そして、 今 は 何な のかね？」 

セ エラ は、 また 妙に 悲しげ な 微笑 を 口許に 湛 わせ 

ました。 

「今 は 私、 屋根裏部屋で、 小 使 娘の 隣に 寝て おります。 

そして、 料理番の 使に 出されたり —— 料理番の いう こ 

と は 何でも 聞かな くち ゃァ ならない のです。 それから、 

小さい 人達の 勉強 も 受け もっています ご 

カリ スフ ォド氏 は、 力 を 失った ように 椅子の 中に 身 

を 落しました。 

「力 アマ イク ル君、 君 この 子に 訊いて くれた まえ。 私 

は、 もう 駄目 だ ご 


大屋 敷の 父親 は、 小さな 娘と 話す のが 上手でした。 

彼 は 美しい 声で、 はげます ように セ エラに 話しかけ ま 

した。 

「ね、 嬢 や、 その 『はじめ』 つてい うの は、 いったい 

どういう 意味な の？」 

「お 父 様が、 あそこへ 私 を 伴れ ていら しった 時の こと 

です わご 

「そして、 そのお 父 様 は どこに おられる の？」 

「亡くなり ましたの ご セ エラ は 静かに 静かに いい ま 

した。 「お 父 様 は、 何もかも 失く してし まった ので、 私 

のいた だく もの は、 もう 何にもなかった のです。 それ 


に、 私の 世話 をして くれる もの は 一人 もない し、 ミン 

チン 先生に お金 を 払って 下さる 方 もない ので —— 」 

「力 アマ イク ル 君！」 印度 紳士 は 声高に 呼びかけ まし 

た。 「力 アマ イク ル 君！」 

カァ マイ クル 氏 は、 小声で 紳士に、 

「この 子 を 怯えさせ ちゃ ァ いけません よご と 耳打ち 

しました。 それから、 声 を 改めて セ エラに いいました。 

「じ ゃァ、 そんな わけで 屋根裏に やられ、 小 使に され 

て しまったの だね。 そういう わけだった の だね ご 

「誰も、 面倒 をみ て 下さる 方がなかった ものです から。 

お金 はちつ ともありませんで したし、 私 は、 もう 誰の 


もので もなかつ たのです ご 

「お父さん は、 どうして お金 を 失く したの だね？」 

印度 紳士 は、 息 をのみながら 口 を はさみました。 

「御 自分で 失く したわけ じ ゃァな いんです の。 仲の い 

いお 友達が あって —— お 父 様 は、 その 方が それ はお 好 

きでした のよ。 お金 を 取った の は、 その 方な の。 お 父 

様 は、 その 方 を 信じす ぎた ものです から ご 

せわ 

印度 紳士の 息づ かいは 一 層 忙しくな りました。 

「でも、 その 友人に は、 何も 悪気が あった わけ じゃァ 

ない のか もし れんよ。 何 かの 手違いから そんな ことに 

なった のか もし れんよ ご 


セ エラ は それに 答えた 時、 自分の 声が どうして こん 

げき 

なに 激して いるの か、 不思議な くらいでした。 激して 

響く と 知っていたら、 病気の 紳士の ために も、 どうか 

して 押し 静めよう としたに ちが いありません。 

「どのみ ち、 お 父 様に とって、 苦しみ は 同じ ことで し 

た わ。 お 父 様 は、 その 苦しみの ためにお 亡くなりに 

なった のです もの ご 

「お父さんの 名 は 何てい うの だい？ え？」 と、 印度 

紳士 は 訊ねました。 

「ラルフ. クル ゥ つて 名です の。 クル ゥ 大尉と もい わ 

れ ていました。 亡くなつ たの は 印度です の ご 


病人の やつれた 顔が 痙攣し ました。 ラム • ダス は 急 

いで 主人の そばへ 飛び 寄りました。 

「力 アマ イク ル君、 これが あの 子 だ。 この 子に ちがい 

ない ご 

セ エラ は、 紳士が 死ぬ ので はない かと 思った ほどで 

した。 ラム • ダス は 主人の 口に 薬 を 注ぎました。 セェ 

ラは、 その そばに ふるえながら 立って いました。 彼女 

はた まげた ように 力 アマ イク ル氏を 見上げました。 

「私が、 何の 子 だと 仰し やる の？」 

「この 方 は、 あなたのお 父 様のお 友達な のです よ。 

びっくり しちや ァ いけません。 我々 は 二 年の 間、 あな 


た を 探し 廻って いたので すよ。」 

ふ る 

セ エラ は 手 を 額に あてました。 唇 はわな わな 顫えて 

いました。 セ エラ はまる で 夢の 中に いるよう に 思わず 

囁きました。 

「それな のに、 私 は その 二 年の 間、 壁の すぐ 向う側の、 

ミ ン チン 女 塾に いたの だ わご 

十八 「つもりはなかった」 

委しい 話をセ エラに して くれたの は、 美しい、 感じ 

のい ぃカァ マイ クルの 奥様でした。 カァ マイ クル 夫人 


は 招 ばれる とすぐ、 街 を 横切って 印度 紳士の 家に 来、 

セ エラ を その 暖かい 腕に 抱きと つて、 これまでの いき 

さつ を 細かに 話して くれたの でした。 カリ スフ ォド氏 

は、 この 思いがけない 出来事に 昂奮して、 病気のから 

だに 障る ほどでした。 

「私 は 誓って、 あの 子 を 手放したくない ご 

身体に 障る といけ ないから、 セ エラ を 別室に つれて 

行こうと いう 話が 出た 時、 カリ スフ ォド氏 は 力なげ に、 

カァ マイ クル 氏に そういい ました。 

「この 方のお 世話 は、 私が して あげてよ ごと、 ジ ャネッ 

ト はいいました。 「もう じき、 お母様 も 入らつ しゃる 


でしよう ご 

ジャ ネット は、 セ エラ を 書斎から 伴れ 出す と、 こう 

い いました。 

「あなたが 見付かって、 私達 は うれしくて たまらない 

のよ。 どんなに うれしがって るか、 あなたに はとても 

おわか リ にならない くらいよ ご 

ドナ ルド は 両手 を ポケットに 入れて 立 つてい ました。 

彼 は 省みて 自分 を 責めて いるよう でした。 

「僕が お金 を 上げた 時、 ちょっと あなたの 名前 を 訊き 

さえしたら よかった のにね。 あなた はきつ とセ エラ. 

クル ゥ だと 答えた でしよう。 そうすれば、 あなた を 探 


す 世話 もなかつ たのに ご 

そこへ、 カァ マイ クル 夫人が 入って 来たので した。 

夫人 は ひどく 感動して いるよう でした。 彼女 は、 ふい 

にセェ ラを 抱きしめて 接吻し ました。 

「嬢 や は、 すっかり たまげて いるの ね。 でも、 驚く の 

に 不思議はありません わね ご 

セ エラ は、 何とい われても、 次の 一事より ほか 考え 

られ ませんで した。 彼女 は閉 つた 書斎の 扉の 方 を ちら 

と 見て いいました。 

「あの方ね、 あの方が、 お 父 様の その、 悪い お 友達 だつ 

たの？ ほんとうにそう なの？」 


カァ マイ クル 夫人 は 泣きながら、 また セ エラに 接吻 

しました。 この 子 は 永い こと 接吻な どされ たこと はな 

かった の だから、 何度も 何度も 接吻して やらなければ 

ならない、 と 夫人 は 思いました。 

「あの方 は、 決して 悪い 方 じゃァ なかった のです よ。 

あの方 は、 あなたのお 父 様のお 金 を、 失く してし まつ 

たわけで はない のです よ。 ただお 失く しにな つたと 

思った だけな のです よ。 それに、 あの方 はお 父 様 を 愛 

していら しったから こそ、 悲しみの あまり 御 病気に 

なって、 一時 は 気 さえ 確かではなかった ほどな のです 

よ。 あの方 も、 熱病で 死にそう だった のよ。 けれど、 


あなたのお 父 様 は あの方の 御 病気が まだ 悪い さなかに、 

亡くなって おしまい になった のです よご 

「そうして、 あの方 は、 どこに 私が いるか は 御存じな 

かった のね。 私 はこん な 近くに いたのに ご 

セ エラの 頭に は なぜか、 こんな 近くに いたのに とい 

うこと が、 こびり ついていました。 

「あの方 は、 あなたが パリィの 学校に いらっしゃ ると 

ばかり 思って いらし つたので すよ ご カァ マイ クル 夫 

人 は、 いって 聞かせました。 「それに、 いつもい つも 間 

違った 手掛 りに 迷わされて いらし つたんで すの。 でも、 

あの方 は 到る 所、 あなた を 探し 廻って らしつ たんです 


よ。 あなたが、 いたましい 様子で 通りかか るの を 見て 

いながら も、 それが 気の毒な 友人のお 子 だと はお 気づ 

きにならなかった のね。 でも、 あの方 は、 あなた もや 

はり 小さい 女の子 だもので、 気の毒で たまらな くって、 

しあわせ 

どうかして あなた を 幸福に して あげようと お思いに 

なった のね。 で、 あの方 は ラム. ダスに いいつけて、 

あなたのお 部屋の 天窓から、 いろいろの もの を 持ち こ 

んだ わけなの です よご 

セ エラ は、 うれし さの あまり 飛び立つ ばかりでした。 

彼女の 顔色 はみ るみる 変って 来ました。 

「じ ゃァ、 あれ は 皆 ラム. ダスさん が 持って来て 下す つ 


たんです の？ あの方が ラム. ダスさん においい つけ 

になつ たんです つて？ 私の 夢 を 現にして 下す つた 

の は、 それじゃ ァ、 あの方だった の だ わね ご 

「そうです とも。 あの方 は、 親切ない い 方な のです よ _ 

あの方 は、 行方の しれない セ エラ. クル ゥ のこと を 想 

えば こそ、 あなたの こと もお 気の毒に なった のです 

よご 

書斎の 扉が 開いて、 カァ マイ クル 氏が 姿 を 見せ、 セ 

ェ ラに 来い というよ うな 様子 をし ました。 

「カリス フォド さん は、 すっかり 気持が よくお なりで 

す。 だから、 あなたに 来て いただき たいと 仰し やって 


です ご 

セ エラ は、 カァ マイ クル 氏の 言葉が 終る の を 待たず、 

書斎に 入って 行きました。 入って 行った 時の セ エラの 

顔 は、 さっきと はまる で 変って いました。 

セ エラ は、 紳士の 椅子の 傍 に 立ち、 両手 を 腕に 組 

み 合せて、 うれしそうに いいました。 

「あなたが あの、 美しい もの をた くさん 下す つたので 

すって ね ご 

「そうだよ、 可愛い 嬢 や、 私が 送って あげたの だよ ご 

紳士 は 永い 間の 病気 や 心配の ため、 心 も 体 も 弱り は 

てて いました。 が、 彼 は、 セ エラ を 抱きしめて もやり 


たいとい うような やさしい 眼で、 セ エラ を 見ました。 

セ ェ ラは 父から これに 似た まなざし をよ く 受けた もの 

でした。 で、 セ エラ は その まなざし を 見る と、 すぐ 紳 

士の 傍に 跪きました。 昔 父と セ エラが 無二の 親友で あ 

リ、 愛人 同士だった 頃、 父の 傍に 跪いた ように。 

「じ ゃァ、 私のお 友達 は あなたでした のね。 あなたが 

私のお 友達だった のです わね ェご 

そういうと セ エラ は、 紳士の 痩せ細った 手の 上に 顔 

を 押し あてて、 幾度 も 幾度 も 接吻し ました。 

それ を 見る と、 力 アマ イク ル氏は 細君に 囁きました _ 

うち 

「あの人 も、 もう 三 週間と たたぬ 中に、 きっと 元の 身 


体になる だろう よ。 ほら、 あの 様子 を 御覧 ご 

カァ マイ クル 氏の いった 通り、 紳士の 様子 はすつ か 

り 変って しまいました。 『小さな 奥様』 が 見付かった 

からに は、 また 何 か 新しい 計画 を 考えなければ なり ま 

せん。 まず 第一に、 ミン チン 先生の 問題が ありました。 

一 応 先生に も 面会の 上、 生徒の 一 身上に 起きた 変化 を、 

報告し なければ ならないでしょう。 そして、 セ エラ は 

もう 学校に は 戻らない ことにな りました。 印度 紳士 は 

その 点 だけ は、 何とい つても 聞きませんでした。 セェ 

とどま 

ラは 紳士の 家に 止 ら なければ ならぬ、 ミン チン 先生 

のと ころへ は、 カァ マイ クル 氏が 行って、 話して 来る 


というの でした。 

「帰らなくても いいんで すって？ まァ うれしい ご 

とセ エラ はいいました。 「先生 は、 きっとお 怒りに なつ 

てよ。 あの方 は、 私が お嫌いな のよ。 でも、 それ は 私 

が 悪い からか もしれ ません わ。 なぜって、 私の 方で も 

先生が 嫌いな のです もの ご 

だが、 そこへ ちょうど ミン チン 先生 自身が、 セ エラ 

を 探しに やって来ました ので、 カァ マイ クル 氏 はわ ざ 

わざ 出掛けて 行かないでも すみました。 

氺  * 


*  氺 

その 晚、 学校で は 皆い つもの ように、 教室の 煖炉の 

前に 集って いました。 そこへ、 ァ アミ ンガ アドが 一通 

の 手紙 を 持って、 丸い 顔に、 妙な 表情 を 浮べながら 入つ 

て 来ました。 

「どうしたの？」 と、 二三 人 一時に 叫びました。 

「私、 たった今、 セ エラさん から、 この 御手 紙いた だ 

いたの ご 

「セ エラからで すって？」 r セェ ラは どこに いるの？」 

「おとなり よ。 印度の 小父さんの 所に いるの よご 


「え？ あの 子 は逐ぃ 出された の？」 「ミン チン 先生 は、 

そのこと を 知ってい るの？」 「どうして、 手紙なん かく 

れ たの？」 「よう、 話して つたら ご 

余りの 騒ぎに ロッティ など は 泣き出しました。 ァァ 

ミン ガ アド は のろのろ 説明し 始めました。 

「ダイヤモンドの 鉱山 はやつ ぱリ あつたの よ。 やつば 

り あつたんで すって ご 

開いた 口と、 見張った 眼と が、 彼女の 方に 向けられ 

ました。 

ほんとう 

「あの 話 は 真実だった のよ。 何 か 起って、 ちょっとの 

間 カリス フォド さん ももう 駄目 だと  」 


「カリス フォド さんて？」 とジ エツ シィは 叫びました 

「印度の 紳士よ。 それから クル ゥ 大尉 も、 やっぱり そ 

う 思って —— 死んで しまった のよ。 それから、 カリス 

フォド さん も 熱病で 死に かけたん です つて。 そして、 

あの人に はセェ ラが どこに いるか 判らな か つたんで 

すって。 それから、 お 山に は 何百 万 も 何百 万 もの ダイ 

ャ モンドが あると 判った の。 その 半分 はセ エラさん の 

ものな の。 それな のに セ エラさん は、 メル チセ デクだ 

け をお 友達に して、 屋根裏に 住んで いたのね。 今日 力 

リス フォド さんが セ ェ ラを 見付けて 伴れ て つてし まつ 

たの。 もう 決して 帰って来な いのよ。 先よりも、 もつ 


と 立派な プリンセスになる のよ。 十五 万 倍 も 立派に な 

ひる 

るの よ。 —— 明日のお 午から、 私セ エラさん に 会いに 

行く のよ ご 

あと は、 ミン チン 女史 も 静め かねる ような 騒ぎで し 

よなか 

た。 少女 達 は 規則 なぞ 忘れて、 夜半まで 教室に とどま 

り、 ァ アミ ンガ アド を かこんで、 セ エラの 手紙 を 読み 

返して おりました。 手紙の 話 は、 セ エラの つくり 話な 

どと は 比べ ものに ならない ほど、 奇想天外でした。 そ 

れに、 その 話はセ エラ その 人と、 隣家の あの 印度 紳士 

チヤ アム 

との 間に 起った 話な ので、 ひどく 魅惑が あるので した。 

この 話 を 耳に したべ ツキ ィは、 いつもより 早めに 屋 


根 裏に 上って 行きました。 彼女 は 皆から 離れて、 もう 

一度、 あの 小さな 魔法の 部屋が 見たかった のでした。 

「あの 部屋 はどうなる のだろう ご ミン チン 先生の 手に 

渡る ような こと はなさ そうに 思えました。 「何もかも 

からっぽ 

取り払われて、 屋根裏 はもとの 通り 空虚な 殺風景な も 

のにな つてし まう のだろう ご ベ ツキ ィは、 セ エラの た 

めに はこん な ことにな つ てうれ しいと は 思い ましたが、 

後の こと を 思う と、 上 つ て 行く うちに 自然 喉が つまり、 

眼が 曇つ て 来ました。 「もう 今頃 は 火の気 もない だろ 

う。 薔薇色の ラム プも ないだろう。 夕餉 もないだろう。 

火の ほてり を 受けな がらお 話 をして くれたり、 本 をよ 


んで くれたり する プリンセス も いないの だろう。 あの 

プリンセス も！」 

すす リなき 

ベッキ ィ はしゃく り 上げて 来る 欷歐 を、 ごくりと 

のみこみながら 戸 を 押し あけました。 と、 思わず 彼女 

は 声を立てました。 

ラム プは 室内に 照り はえ、 火 は 燃えさ かリ、 夕餉の 

支度 もちやん と 出来て います。 そして ラム. ダスが 笑 

いながら、 彼女の 方 を 見て 立って いるので す。 

「お 嬢 様が お気づきに なり ましてね。 ご主人 様に、 

すっかり あなたの こと をお 話しに なりました のです よ _ 

お 嬢 様 は、 御 自分の 幸運 を、 あなたに お知らせ したが つ 


てい らっしゃ るので すよ。 このお 盆の 上のお 手紙 を 御 

覧 下さい。 お 嬢 様が お書きに なった のです。 お 嬢 様 は、 

あなたが 悲しく お休みに ならない ようにと お思いに 

なった のでしょう。 御主人 は、 明日 あなたに も 来て い 

ただき たいと 仰し やって おいででした。 明日から、 あ 

なた はお 嬢 様のお 附 きになる はずです。 今夜 は、 これ 

からこ こに ある もの を、 また 屋根 越しに 持って 帰らな 

ければ なりません ご 

輝かしい 顔で、 こういい 終リ ますと、 ラム • ダス は 

額 手 礼 をして、 身軽に、 音 も 立てずに、 天窓から 抜け 

出して 行きました。 ベッキ ィは それ を 見る と、 「あの 


人 は あんなに して、 やすやすと いろいろの もの を 運び 

こんだ の だな ご と 思いました。 

十九 アンヌ 

『大屋 敷』 の 子供部屋 は、 今までに ないような 大騒ぎ 

でした。 子供達 は 『乞食 じゃァ ない 小さな 女の子』 と 

近づきに な つ たため、 こうまで うれしい ことが 湧き出 

て 来ようと は、 夢にも 思いませんでした。 セ エラ は、 

ひどい 苦労 をして 来て いる ことのた めに、 よけい 皆 か 

ら 大事に される のでした。 誰も 彼 もが、 セ エラの 身の 


上 話 を、 繰り返し 繰り返し 聞きた がりました。 誰し も 

炉辺で 温かに している 時には、 屋根裏の ひどい 寒さの 

話な ども、 気持よ く 聞く ことが 出来る ものです。 また、 

メル チセ デク のこと や、 雀 共の こと や、 天窓から 頭 を 

出す と 見える 四辺の 景色の ことな ど 聞く と、 屋根裏 部 

屋は 面白い所 のように 思われる のが あたりまえです。 

そんな 面白い ことがあれば、 寒くても、 殺風景で も、 

そんな こと は 気になる まいと 思われる のが 当然です。 

子供達が 一 番 よろこん だの は、 あの 饗宴と 空想と が 

ほんと になって 現れて 来たと ころでした。 セ エラ は 力 

リス フォド 氏に 見つけられた 翌日、 初めて この 話 をし 


たのでした。 その 日、 大屋 敷の 人達 はお 茶に 招 ばれ、 

セ エラと 一緒に 炉の 前に 坐った リ、 蹲ったり してい ま 

した。 そこで、 セ エラ は 例の 調子で、 その 話 をした の 

でした。 印度の 紳士 も、 セ エラ を 見守りながら、 耳 を 

傾けて いました。 話し 終る とセ エラ は 印度の 紳士 を 見 

上げ、 紳士の 膝に 手 を かけて いいました。 

「私のお 話 はこれ だけです の。 今度 は 小父さんの 方の 

お 話 を 聞かして 下さいな、 アン クル. トム ご 紳士の 望 

みで、 セ エラ は 紳士 を 『アン クル • トム』 と 呼んで い 

ました。 「小父さんのお 話 は、 まだ 伺いません のね。 

き つ と 立派な のにち がいない わね ご 


そこで、 カリ スフ ォド氏 はこう 語り 出しました。 病 

気で 物憂く、 いらいら している 時でした。 一人 寂しく 

坐って いると、 ラム. ダス はよ く 外 を 通って 行く 人の 

品定め をして、 病人の 気 を かえようと しました。 中で 

も 一番よ く 前 を 通って 行く の は、 一人の 女の子でした。 

カリ スフ ォド氏 はちょう ど 見付からぬ 小さい 娘の こと 

を 絶えず 考えて いたと ころでした。 それに ラム • ダス 

から、 猿 を 逃がして、 その子の 部屋に 捕えに 行った 時 

の 話 を 聞く と、 何 かその 子に 心を惹 かれる ように 感じ 

ました。 ラム • ダス は その 娘の 顔色の 悪い こと、 また 

その子の 様子が 召使に などされ る 下層社会の 子ら しく 


ない という ことな ども 話して 聞かせました。 ラム \ダ 

スは 話す たびに、 こんな こと も ございまし たよと、 そ 

の 子の 生活の 惨めな 事実 を 見付けて 来る のでした。 ラ 

ム- ダス はまた、 屋根 を 伝って 行けば、 造作なく 天窓 

から その子の 部屋に 入れる という こと も 話しました。 

で、 そこから すべての 計画が 始まった わけでした。 

「旦那 様！」 と、 ある 日 ラム • ダス は 申しました。 「あ 

の 子が 使に 出た 留守に、 屋根から 入って、 あの 子の 部 

屋に火 をお こして おいて やる こと も 出来る と 存じます _ 

あの 子 は 濡れ 凍えて 帰って来て、 火 を 見る と、 きっと 

留守の 間に 魔法 使が おこして おいて くれたの だと 思う 


で ございま しょうご 

この 思い つき は、 非常に 奇抜で したので、 カリス フォ 

ド氏 も、 暗い 顔に 輝かしい 微笑 を湛 えた ほどでした。 

それ を 見る と、 ラム. ダス は 夢中に なって、 火 をお こ 

す 他に、 これこれ のこと もやろうと 思えば 造作なく 出 

来ます、 と 主人に 話しました。 ラム • ダスの 思いつき 

や 計画 は、 子供 じみて いて 愉快でした。 それ を 実行す 

る 準備に 忙しかった ので、 いつも は 退屈な 永い 日が、 

愉快に 飛びす ぎて 行く ようでした。 折角の 饗宴 を、 始 

めない 先に ミン チン 先生に 見付けられた あの 晚は、 ラ 

ム ダス は 持って行 くもの をす つかり 自分の 部屋に 用意 


して、 天窓から 様子 を 見て いたのでした。 彼の 背後に 

は、 彼と 同じに この 冒険に 夢中に なって いる 人が、 彼 

を 手伝うた めに ひかえて おりました。 彼 は 石盤 瓦の 上 

に 腹這いに なって、 天窓から、 折角の 饗宴が めちゃめ 

ちゃに される ところ も、 ちゃんと 見て いました。 で 彼 

は、 セ エラが 疲れ はてて ぐっすり 寝 こんで しまったの 

を 知る と、 火 を 細く した 燈籠を 持って、 そっと セ エラ 

の 部屋に 忍び こみ、 助手が 天窓の 外から さし 出す 品 を、 

中で 受け取った のでした。 セ エラが 寝ながら ちょっと 

力 ン テ ラ 

身動きした 時な ど は、 ラム. ダス は燈 籠の 火 を 隠して、 

床の 上に 平たく 身 を 伏せたり しました。 —— 子供達 は、 


後 か ら 後から 質問し てこれ だけの こ と —— いやま だい 

ろい ろの こと を、 カリス フォド 小父さんから、 聞き出 

「私、 ほんと に うれしい わご と、 セ エラ はいいました 

「私のお 友達が 小父さんだった の だと 思う と、 うれし 

くて たまらない わご 

セ エラと 小父さんと は、 たちまち 非常な 仲よ しにな 

リ ました。 二人 はいろ いろの ことで、 不思議に しっく 

リと 気が合う のでした。 印度 紳士 は、 今までに こんな 

の 気の 合う 人と めぐりあ つたこと はありませんでした 

一 月と たたぬ うち、 彼 は、 カァ マイ クル 氏が 予言した 


ように、 まったく 別人の ようになりました。 紳士 はい 

つも 愉快そう で、 気が ひきたって いるよう でした。 あ 

ん なに 重荷に していた 財産 も、 今 は 持って いてよ かつ 

たと 思って いました。 まだまだ セ エラの ために してや 

じょうだん 

る こと は、 いくらでも あるので す。 二人 は戯談 に、 紳 

士を 魔法 使 だとい うこと にして いました。 で、 彼 は 

すっかり 魔法 使に なりすまして、 何かセ エラ を 吃驚 さ 

せる ような ことば かり 考えて いました。 セ エラ はふと 

部屋の 中に、 美しい 花が 咲いて いるの を 見つけた こと 

も ありました。 と 思う と、 また 枕の 下から 思い もっか 

なかった ような 小さな 贈物が 出て 来ました。 ある 晚の 


こと、 セ エラが 小父さんと 坐って いると、 ふと 戸の 外 

に、 強い 前脚で 戸を搔 くような 音が しました。 何かと 

思って、 セ エラが 戸 を 開けて みます と、 大きな 犬 —— 

見事な ロシアの 猪^: 犬が 立って いました。 しかも、 金 

銀で 造った 首輪に は、 次の ような 字が、 浮き 上って い 

ました。 

しもべ 

『我 名はボ リス。 プリンセス • セ エラの 僕。』 

プリンセス 

印度 紳士の 一 番 好んだ の は、 襤褸 を 着た 宮様 の 思 

い 出でした。 大屋 敷の 人達 や、 ァ アミ ンガ アド ゃロッ 

にぎ や 

ティの 来る日 も、 賑 かで 愉快で したが、 セ エラと 印度 

紳士と 二人き りで、 本 を 読んだり 話し合った りする 時 


間 は、 何 か 二人き りの もの だとい うようで、 特別 うれ 

しいので した。 二人で 過す 時間の 間に は、 いろいろ 面 

白い ことが 起り ました。 

ある 晚、 カリ スフ ォド氏 は、 書物から 眼 を 上げて、 

セ エラが 身じろぎ もせず、 じっと 火 を 見つめて いるの 

に、 気がつきました。 

「セ エラ、 何のつ もりに なって いるの？」 

セ ェ ラは頰 を ぼ つ と 輝かせました。 

「こういう つもり だ つたの。  こういう こと を 思い 

出して いたのよ。 ある 日 大変 ひも じかった 時、 私の 見 

た 子の こと を ご 


「でも、 たいていの 日 は ひも じかつ たんじ ゃァな いの 

かい？」 印度の 紳士 は 悲しげ な 声で いいました。 「ど 

の 日だった の？」 

「あなた は、 御存じなかった のね。 あの 夢が、 まこと 

になった 日の ことよ ご 

セ エラ はそう いってから、 パン屋の 話 をして 聞かせ 

ました。 溝の 中から 銀貨 を 一 つ 拾った こと、 拾って か 

ら 自分より ひも じそうな 子に 会った ことな ど、 セ エラ 

は 何の 飾りけ もな く、 出来るだけ あっさりと 話した つ 

もりで したが、 印度 紳士 はた まら なくなった らしく、 

眼に 手 を かざして、 床 を 見つめました。 


セ エラ は 語り 終る と、 こういい ました。 

「で、 私、 こういう こと を 考えて いたのよ。 何 かして 

あげたい つ てつ もりに なって いたのよ ご 

「どういう こと をして あげたい の だね？ 女王 殿下。 

何でも、 お好きな こと を 遊ばし ませ ご 

セ エラ は、 やや ためらいながら いいました。 

「私、 あの —— 私に は 大変な お金が あると 仰し やった 

わね。 だから、 私 あの、 あの パン屋のお かみさんの 所 

へ 行って、 こういおう かしらと 思って いました の。 ひ 

もじそう な 子が —— 殊に ひどい お天気の 日な どに、 店 

の 前に 来て 坐ったり、 窓から 視 いていたり していたら、 


呼び入れて、 食べさして やってく れつて。 そして、 そ 

かきつけ 

の 書付 は、 私の 方に 廻して くれって。 —— そんな こと 

をしても いいでしょう か？」 

「いいと も。 早速、 明日の 朝 行って 来たらい いだろ 

うご 

「うれしい わ。 ね、 私、 ひも じい 苦しみ は 身に 沁みて 

味って いるでしょう。 ひも じい 時には、 何 かつ もりに 

なった つて、 ひも じさ を 忘れる こと は 出来ない のよ ご 

「そうと も。 うむ、 そうだろ うな。 でも、 もう そのこ 

と は 忘れる 方が いいよ。 私の 膝の そばに 来て 坐って お 

くれ。 そして、 嬢 や は プリンセス だとい うこと だけ 考 


えてい る 方が いい ご 

「そうね ご と、 セ エラ は ほほえみました。 「私、 人の 

子 達に、 パンや、 甘 パン を 恵んで やる ことが 出来る の 

です ものね ご 

次の 朝、 ミン チン 女史が 窓の 外 を 見て いますと、 女 

史に とって は、 実に 見る にたえない ような ことが 眼に 

うち 

映りました。 印度 紳士の 家の 前に 馬車が 着いて、 毛皮 

にくる まれた 紳士と 少女が、 玄関 を 降りて 来る のでし 

た。 その 見なれ た 少女の 姿 を 目に すると、 ミン チン 女 

史は 過ぎ去った 日の こと を 思い起しました。 すると、 

そこへ もう 一人、 見なれ た 少女の 姿が 現れました。 そ 


の 姿 を 見る と 女史 は ひどく いらだって 来ました。 いう 

まで もな くそれ はべ ッ キイでした。 ベッキ ィ はすつ か 

こまづかい 

り 小間使に なりすまして、 いそいそ 若い 御主人に 従い、 

ところ 

膝掛ゃ 手提を 持って、 馬車の 処 まで 見送りに 出て 来 

たのでした。 いつの 間に かべ ツキ ィは 血色 もよ く、 

むつち リと 肥って いました。 

馬車 は まもなく、 パン屋の 店先に つけられました。 

馬車から 二人が 出て 来た 時には、 不思議に もまた、 ちょ 

うどい つかの 時の ように、 おかみ さんが 出来た ての パ 

ンを 窓に さし 入れて いました。 

セ エラが S に 入って 行きます と、 おかみさん は 振り 


返って セ エラの 方 を 見ました。 セ エラ を 見る と、 甘パ 

ンは うつち やら かして、 帳場の 中に 坐りました。 おか 

みさん はしば らくの 間、 穴の あく ほど セ エラ 〔# 「セェ 

ラ」 は 底本で は 「ェ セラ 匕 の 顔 を 見つめて いました が、 

人の いい 顔 はじき、 はればれ として 来ました。 

「確かに、 お 嬢 様に はお 目に かかった ことが ございま 

すわ。 でも —— 」 

「ええ、 お 目に かかりました わ。 あの 時 あなた は、 私 

に 甘 パン を 六つ も 下さいました わね。 それから —— 」 

「それから、 あなた は 六つのう ち 五つまで、 あの 乞食 

娘に やって おしまいに なりました のね。 私 は そのこと 


が 忘れられませんで したの。 初めは、 何だか わけが わ 

かりませんで したけ どご 

おかみさん は、 今度 は 印度 紳士の 方に 向き 直って、 

こう 話しかけました。 

「失礼で ございま すが、 旦那 様。 こんなお 小さい のに、 

他人が ひも じい かどう かなんて 気の つくお 子 は、 お 珍 

しゅう ございま すわ。 私、 そのこと を、 幾度 も 幾度 も 

考えて みたので ございま すよ。 これ は、 とんだ こと を 

申して しまいました。 お 嬢 様、 でも、 あなた 様 はま ァ、 

お 顔色が よくお なりです こと —— それに、 あの、 以前 

より はずつ とお 丈夫そう に、 そして、 お 立派に —— 」 


「おかげさまで 丈夫よ。 それに —— 以前より はずつ と 

しち. P せ 

幸福に なった のよ。 —— で、 私、 あなたに お願いが あつ 

て 来たの ご 

「私に、 お願いです つて？」 と、 おかみさん は うれし 

そうに 笑いました。 「ま ァぉ嬢 様、 それ は それ は、 どん 

な 御用で ございま すの？」 

そこで、 セ エラ は 帳場に よりかかって、 お天気の 悪 

やどなし 

い 日、 ひも じそうな 宿 無の 子 を 見たら、 パン を 恵んで 

やって くれと、 頼みました。 

おかみさん は 話の 間、 セ エラ を じっと見 つめて、 びつ 

くりした ような 顔 をして いました。 が、 聞き 終る とま 


た、 

「ま ァ、 それ は それ は ご といい ました。 「私に 施し を 

させて 下さる なんて、 うれし ゆう ございま すわ。 御覧 

の 通り、 私 はほんの もう その 日暮 しで、 自分の 力で は 

とても 大した こと は 出来な いんで ございま すの。 気の 

毒な 人 は そこら 中に おります のにね。 でも、 失礼 か存 

じません が、 ちょっとお 耳に 入れて おきたい ことが ご 

ざいます の。 あの 日 以来、 雨の 日に は、 あなた 様の こ 

と を 思い起して、 少しずつ パ ンを 恵んで やる ことにし 

ている ので ございま すよ。  あの 日 は、 ほんと に 寒 

くて、 ひも じそうで いらっしゃいました わね。 それな 


のに、 あなた 様 は、 まるで プリンセス かなに かの よう 

に、 惜しげ もな く 甘 パン を 施して おしまい にな リ まし 

たのね ご 

プリンセスと 聞く と、 印度の 紳士 は 思わず 微笑し ま 

した。 セ エラ も、 あの 子の ぼろぼろな 膝に パン を 置き 

ながら、 心の中で つぶやい たこと を 思い起して、 ちょ つ 

と 微笑し ました。 

「あの 娘 は、 ひも じそうだった わご と、 セ エラ はいい 

ました。 「私よりも ひも じそうだった わね ご 

「もう 死にそう にお 腹が すいてい たので ございま すよ。 

あの 子 は、 あれから よく 私に、 あの 時の こと を 話して 


くれ ましたが  ぐし よぐ しょに な つて 坐って いると、 

可哀 そうに、 自分のお 腹の 中で、 狼が はらわた を 食い 

裂いて いるよう な 気がしました つ て ご 

「あら、 それじゃ ァ あなた、 あれから、 あの 子に 会つ 

たの？ 今 どこに いるか、 御存じ？」 

「存じて おります とも ごお かみさん は、 いつより もよ 

けい 人の よさそう な 顔 をして 笑いました。 「そら あそ 

こに、 ね、 お 嬢 様、 あの 奥の 部屋に、 もう 一月 もい る 

ん でございますよ。 それに、 あの 子 は、 なかなか きち 

ん とした、 いい 性質の 子に なりそう でございますよ。 

思いの 他 役に立ち ましてね、 店で も、 台所で も、 乞食 


をして いたと は 思えない ほど、 手助け をして くれます 

の。」 

おかみさん は、 奥の 戸口に 歩みよ つて、 声をかけ ま 

うしろ 

した。 すると、 すぐ 一人の 娘が、 おかみ さんの 後から、 

帳場に 出て 来ました、 小 綺麗な 服 をき ちんと 来て、 も 

う ひも じさな ど は 忘れた ような 顔 をして いました が、 

あの 乞食 娘に はちが いありませんでした。 少女 は羞し 

そうにして いました が、 可愛い 顔 立 をして いました。 

今 はもう 人間ら しい 生活 をして いるた めか、 あの 野蛮 

な 眼 付 はすつ かりなくな つてい ました。 少女 はふと 見 

ると すぐ、 セ エラが いっか パン を くれた 人 だと 知った 


らしく、 じっと 立った まま、 いつまでも 見 あきぬ よう 

にセェ ラの顔 を 見つめて おりました。 

「ね、 こうな ので ございます よご と、 おかみさん は 説 

明し ました。 「ひも じい 時には いつでも おいで、 と 私 

が 申した もので ございま すから、 この 子 はよ く 店に 来 

るよう になり ました。 来る と、 私 は 何 か 用 をして もら 

うように したので ございま すよ。 ところが、 この 子 は 

何でもい やがらず にして くれます ので、 私 は 何だか、 

だんだんこの 子が 好きに なって まいり ましたの。 で、 

とうとう うちに 来ても らい ましてね。 この 子 は 私の 手 

伝い をして くれる ようになりました。 お 行儀 もよ いし 


恩義 も 知ってい ますし、 普通の 娘と ちっとも 変り は あ 

リ ません。 名前 は アンヌと 申します。 アンヌと ばかり 

で、 苗字 も 何もない ので ございます よご 

セ エラと アンヌと は、 ちょっとの 間、 ただ 黙って、 

じっとお 互の 顔 を 見合って いました。 やがて、 セ エラ 

は マツ フの 中から 手 を 出して、 帳場の 向う の アンヌの 

方に さし 出しました。 アンヌ は その 手 を 握りました。 

一 一人 はまた お 互に 眼 を 見合せ ました。 

「私、 うれしくて よご と、 セ エラ はいいました。 「私 

今し がた、 いいこと を 考えて いたの。 きっとお かみ さ 

んは、 あなたに パン を 施させて 下さる でしよう。 あな 


たもき つと、 その 役 を よろこんでして 下さる と 思う わ 

あなた だって、 ひも じい 味 はよ く 知って らっしゃ るの 

です ものね ご 

「はい、 お嬢さん ご と、 少女 は 答えました。 

アンヌ は、 それぎ り 何もい わず、 つつ 立って いたば 

かりで したが、 セ エラに は、 アンヌの 気持が よく 解る 

ような 気がしました。 アンヌ は、 いつまでも そこに 

立って、 セ エラが 印度 紳士と 一 緒に 店 を 出、 馬車に 乗つ 

て 去って 行く の を、 じっと見 送って いました。 
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※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 次の 書き換え を 行いました。 

「或 ふ ある. あるい 居 —い. お 却って ふかえ つて 

彼処 ふかし こ 難 ふが た 曾て i かって 此処 • 此 

室. 此 家. 茲— ここ 此方— こっち 毎〜 ごと 悉く 

ふこと ごとく 此の ふこの 直き ふじき 切りに ふし 


きりに 従って ふしたがって 暫く ふしば らく 知れ 

ない • ません 丄 しれない • ま せん 直ぐ 丄 すぐ 凡丄 

すべて 其処— そこ 傍— そば 沢山— たくさん 忽 

ち丄 たちまち 給丄 たま 度 ふたび 為 ふため 何 誰 

—だれ 丁度— ちょうど 就いて ふついて 唯 ふと 

何処 丄 どこ 何 誰 • 何方 ふ どなた 何の 丄 どの 共に 

丄 ともに 何故 丄 なぜ 害丄 はず 頁 丄ぺ— ジ 殆ん 

ど丄 ほとんど 先ず ふまず 全く ふまった く 迄— ま 

で 間もなく 丄 まもなく 若し 丄 もし 勿論 丄 もちろ 

ん 尤も 丄 もっとも 許 ふもと 貰丄 もら 易 ふやす 

他所 丄 よそ 宜し ふよろ し」 


※底本 は 総 ルビで したが、 一 部 を 省きました。 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

※ 「ひ」 「あかり」 と 読んで 単独で 用いる 際 は 「灯」、 

熟語 をつ くる 際 は 「燈」 とする 底本の 使い分け を なぞ 

りました。 

※ジ ュフ アジ \ジ ュフラ アジ、 ベッキ ィ\ ベッキ— \ 

ベッキ ィ、 パリィ \ パリィ、 蹈\ 踏の 混在 は 底本の 通 

りです。 
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